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　があん、と硬い金属の反響音が響く。

　私は膝の間に埋めていた顔を上げ、涙でぐしゃぐしゃに濡れたままの瞳をドア、――――施錠されているはずのそれへと向ける。がん、がんという音はドアの向こうから聞こえていて、誰かが必死にドアを叩いているのだと、幼い頭でも理解できた。

「……だれ？　また、おじさん？」

　細い声は、きっとドアの向こうには届かない。そう思ったからこそ、泣き過ぎて嗄れた声で囁いたのだ。おじさんだったら嫌だなあ。あの人は私をこんなところに連れてきた怖い人だ。お父さんも、お母さんも、きっと心配してる。だからあのおじさんから逃げて、私は家に帰らなきゃいけない。家に帰ったらお父さんとお母さんと、それから、――――『あの子』にも、もう一度会える。

　ふと、ドアを叩く音が止んだ。不思議に思って、もう一度ドアを見遣る。薄汚れた、水色に塗られた両開きのそれが、ゆっくりと開いていく、――――

「――――榛はる名な！」

　『あの子』は、今まで見たこともないような顔をしていた。ふくれっ面か、意地悪な顔しか見たことなかったのに、何だか焦ったような、泣きそうな顔をしている。しかも全身が擦り傷だらけで、ここまで来るのに相当無茶をしたのだろうと分かった。

　私と変わらない歳の、小さな男の子が、大の大人の目を掻い潜ってここまで来るのは大変だったはずだ。もしかしたら掻い潜るだけじゃなく、もっと直接的な手段に訴えかけたのかもしれないけれど。

　ぽかんとしている私に、彼が駆け寄ってくる。震える手が、私の縛られた腕を優しく擦った。

「ごめん、……ごめんな。もう大丈夫だから、」

「……蘇芳すおうくん？」

「ああ。迎えに来たんだ。一緒に帰るぞ」

　うん、と返した声は、また涙でぐしゃりと濡れた。彼、――――蘇芳くんは、それにまた痛ましそうな顔をして、私をきつく抱きしめる。彼にこんなに優しくされたのなんて初めてで、でも、幼い乙女にとってはこの瞬間が一生の思い出になることだけは、よくよく分かった。

　助けてくれたのが嬉しかった。迎えに来てくれて安心した、――――彼が、私を大事に想ってくれていることを知った。

「お嬢、帰ったら……傷の手当て、しような」

　この日、私は『私だけのヒーロー』に恋をしたのだ。







一、胃袋はがっちり掴むこと








「三さん条じようさーん！　彼氏さん、もう迎えに来てるよー！」

　夕方のオフィス、定時のきっかり五分後。いつものように寄越された総務の飯いい田ださんのソプラノに、私は既に纏めていた荷物を抱えて、そそくさとデスクを後にする。

　ほぼ毎日行われる、この『呼び出し』のせいで、定時の少し前までには完璧に仕事を終わらせる癖がついてしまった。内線用の受話器を持ったままの飯田さんは、私の姿を視界に捉えると、そのかわいらしい造形のかんばせに柔らかい笑みを浮かべてみせる。

「ありがとうございます。……あの、いつもすみません」

「いいのいいの。イケメンと話せて、私も結構得してるから」

「そういうものなんですか？」

「そういうものなんだよ」

　受話器越しで顔が見えなくても、イケメンにカウントされるのだろうか。そんなことを考えながら、私はちらりと飯田さんの手元へ視線を落とす。

　彼女の手の中にある受話器の向こうには、恐らく私の『彼氏だと思われている人』がいるのだろう。私のスマホのほうに連絡をくれたらいいのに、どうしてか彼は頑なに来客用の内線を使うのだ。飯田さん曰く「悪い虫が付かないように牽制してるんじゃないかなぁ」ということだったけれど、まあ、もし本当にそうだったら、――――ちょっと、ときめいてしまうかもしれない。

「それにしても、毎日迎えに来てくれるなんて優しい彼氏だね」

「あー……そう、ですねえ」

　笑みを湛えたままの唇が無邪気に呟いた言葉に、私は曖昧な笑みを返す。そうなんですよ、優しい彼氏なんです。ハハ。こちらの歯切れの悪さには気付かなかったらしい飯田さんは、いいねえ素敵だね、と花咲くような笑顔を見せてくれた。

　本当に優しすぎて困っているんです、――――なんて言えるはずもない。

「じゃあ、お先に失礼します」

「はい、お疲れ様。彼氏さんによろしくね」

　ひらひらと振られた手に会釈を返して、私はオフィスの出入り口へと向かう。僅か数歩で辿り着いたガラス張りのドアの向こうには、かっちりとしたスーツを着込んだ美丈夫が立っていた。

　目も眩むような男振りというのは、こういうことを言うのだろう。華のある顔立ちも、スーツに覆われていてもそれと分かる鍛えられた身体も、何もかもが私には勿体ないぐらいに上等な男のものだ。男らしく大振りな唇がすっと引き結ばれ、眉間にもほんのりと皺が寄っている様は近寄りがたく見えるけれど、私からすれば胸を甘く疼かせる要因にしかならない。いつもと変わらない、私の『彼氏』の横顔。

　ややお行儀悪く壁に背中を預けていたその人は、ガラス越しに私を見つけるなり、ゆるりと目元を和らげてみせた。鷹を思わせるような猛々しい視線に、ほんの少し砂糖がまぶされる。そんなささやかな変化にすらきゅんと来ている心臓は、私の身体の中でも最も彼に弱いのだろう。

「――――お疲れ様です、『榛名さん』」

　ドアを開ければ、すっと通る低い声音が響く。聞き慣れた声で紡がれた音は、確かに私の名前であるはずなのに、聞き慣れないせいでどうにもくすぐったくて堪らなかった。私は差し出された指先に鞄の持ち手を明け渡し、彼の懐にそっと足を踏み入れる。

「お迎えありがとね、蘇芳」

「いえ。じゃあ帰りましょうか」

　私を迎えに来てくれた彼、――――秋あき野の蘇芳は、あっという間に先ほどまでの厳しい表情に戻ると、そのまま私を促して歩き出す。そこらのモデルより余程長い足をしているくせに、歩幅は私とぴったり同じ。囲うように伸ばされた腕が、ゆるく私の腰を引き寄せた。ふわりと香る、男らしいスパイシーな香水。ああこれ、前に私が好きって言ったやつだ。ついにんまりと笑ってしまうと、頭の上から不思議そうな声が降ってくる。

「何です、くすくすして」

「ううん、何でもない」

「何でもないって顔じゃねえでしょう、」

　なあ、『お嬢』。

　ひそめられた声音が、榛名という名前よりも余程聞き慣れた音を呟いた。彼が、世界で私を呼ぶときにだけ使う二人称。私はこれ見よがしに溜息をついてみせると、懐の中から彼の整った横顔を見上げる。

「……『お嬢』呼びに戻っちゃうの？」

「もう外ですし、周りにお嬢の会社の方はいませんから。お嬢のお名前をみだりに呼ぶのも失礼でしょう」

　こちらを見下ろす瞳は至極真面目な色をしていて、彼が心の底からそう思っていて、そうするのが当然だと思っているのだと私に訴えかけてくる。蘇芳は私に優しく甘い男ではあるけれど、それはそれとして意志が固くて意見を曲げない。情緒を差し挟む間もない鉄壁の構えを前にしてしまうと、ぐうの音も出なくなってしまうから困るのだ。

「蘇芳ってほんと……」

　――――名前で呼んでほしい、なんて乙女心をさっぱり理解してくれない、ひどい人。

「俺がどうしました」

「何でもないよ」

　私が溜息をついたところで、彼の足が右手に曲がる。その先には小さなパーキングがあって、黒塗りの『如何にも』という風情の車が停まっていた。その車に寄り掛かって煙草をふかしている、堅気には見えない『如何にも』という風体の若い男性がサングラス越しにこちらを見遣る、――――ぱっと表情を明るくした彼が、こちらへ向かってぶんぶんと手を振ってみせた。

「あっ、お嬢～！　お仕事お疲れ様です！」

「梶かじ原わら……」

　私の感傷や蘇芳の気遣いを無に帰す大声に、思わずげんなりとした呟きが零れる。「後でシメときますんで」と耳打ちしてきた蘇芳が、先んじて車のドアを開けた。私が乗り込めば、続いて蘇芳が隣に座る。

　最後にドアを閉めて運転席に座り直した梶原は、「若頭も、お迎えお疲れ様でした！」とミラー越しに蘇芳に笑いかけた。

　若頭、――――蘇芳がそう呼ばれるようになったのは、つい最近のことだ。

「……いいからさっさと出せ」

「了解っす！」

　手本のように綺麗に結ばれたネクタイを、蘇芳の人差し指が煩わしそうに緩める。骨ばっていて硬そうな、男の人の指先。その動作の一つ取ってもどうしようもなく格好いいのだから、本当にこの男はずるい。

　蘇芳の指示に梶原が頷き、車がゆっくりと発進する。梶原は私の護衛役兼運転係で、落ち着きのない人柄の割に運転はそこそこ上手い。彼のふわふわと揺れる金髪を見つめ、なんかこういう犬いたな……とぼんやり考えている私に、ミラーの向こうの瞳がするりと滑るように向けられる。

「屋敷に直行でいいっすか？　お嬢、どっか寄りたいとかないです？」

「今日はいいかな。蘇芳は？」

「いえ、俺も特には……おい梶原、前見ろ前」

　蘇芳の長い足が運転席を軽く蹴り上げると、ミラーにばかり気を取られていた梶原が跳び上がって悲鳴を飲み込んだ。ハンドルが僅かに右にずれて、対向車がけたたましいクラクションを響かせる。

　瞬間、蘇芳の眉間に深い深い皺が刻まれた。

「お嬢が乗ってる車で事故なんか起こしてみろ、親父に縊り殺される前に俺が始末付けてやる。地獄にも行けると思うんじゃねえぞ」

「わ、若頭ってマジでオレに対して当たり強くないすか？　もうちょい優しくしてくださいよお！」

「俺の跡継いで、お嬢の命預かる役職に就いたんだ。厳しくして当然だろうが。……すいませんお嬢、うるさくしちまって」

「いいよ、いつものことだしね」

　へらりと笑ってみせれば、蘇芳はしかめっ面のまま溜息をついた。柔らかな自責の溶けたそれに、つい笑みが深くなる。真面目で、忠義に厚い人だ。私の平穏や安全のために始終心を尽くしてくれる、誠実な人。二十年前から少しも変わらないその性根を愛しているのだと、無邪気に言えてしまえばどんなにいいだろう。

「……お嬢？　どういう顔です、それ」

「蘇芳が今日もかっこよくてドキドキするな、って顔」

「……からかわないでください」

　私の二歳年上の幼馴染。私の元護衛役兼お世話係。そして、――――私の父が組長を務める『三条組』の若頭。

　蘇芳を表す、私にまつわる肩書きはたくさんあるけれど、会社で浸透している『彼氏』という肩書きは間違いだ。この人は、残念なことに私の恋人ではない。

　

　だけど、私の許婚である。
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　三条組は全国的にもそこそこ名の知れた、所謂『極道』の組織だ。私の父、三条簾す藤どうを組長として纏まった、昔気質の、それなりに長い歴史を持つ一門。私が『お嬢』と呼ばれる所以はここにある。

　極道など褒められたものではないということは重々承知だけど、その家の一人娘として生まれ付いた私にとっては、組の構成員も大切な家族で。その中でもいっとう大切なのが、幼少期からの許婚である蘇芳だった。

　蘇芳の父親は三条組の幹部で、二十年ほど前に抗争で亡くなっている。母親も既に亡くしており天涯孤独になった蘇芳を私の父が引き取り、跡取りとするべく私の許婚に据え、厳しく、時には優しく育ててきた。義に厚い蘇芳は見事父の期待に応え、正式に跡取りとして若頭を任されるまでになって、――――彼への淡い初恋をどうしようもなく煮詰まった愛情へと昇華させてしまった私は、棚から牡丹餅、というわけだ。

　だって、父の娘だからというだけで、蘇芳と結婚できるんだから。

「――――そういや、若頭とお嬢っていつ頃結婚するんです？」

「えっ」

　まるで思考を読んだかのようなタイミングで寄越された質問に、唇から音が転げ落ちた。ほとんど吐息のようなそれでも、蘇芳は聞き逃さなかったらしい。ちらりと何か言いたげな視線を向けられて、自分の喉がひくりと震えたのが分かった。二十年ずっと一緒にいるというのに、蘇芳の表情は未だに読みにくくて、困る。

　後部座席に座る私たちの沈黙をどう取ったのか、梶原はまるでカフェで恋愛談義をする女子大生のようなテンションで話を続けた。

「うちって今、黒くろ武たけ組と結構ヤバい感じじゃないすか。もうとっくに親父さんに結婚の許しもらってるって聞きましたけど、落ち着いた後になるんすかね？　オレ、お二人の結婚式めちゃくちゃ出たいんすよね……討ち入りと被ったらやだな～」

「ええと……そういう話は、まだなんだけど」

「えっ、まだなんすか？　若頭ぁ、駄目ですよ女の子待たせちゃ！」

　言葉の向かう先は梶原だけど、私が窺ったのは傍らの蘇芳の反応だ。彼が、私との結婚についてどう考えているかを知れるチャンスだと思ったのが半分、本当に何と返していいか分からなかったのが半分。打算を含んだ私の視線を受け止めた蘇芳は、顎のシャープなラインをゆったりと引いて目を眇めてみせる。剣呑な眼差しが梶原のうなじへと突き刺さったのが見えた。

「梶原お前……余程舌が要らねえのか」

「ハイ要ります！　要りまーす！　すいやせん黙ります！」

　慌ててハンドルに齧りついた梶原に、蘇芳が小さく鼻を鳴らす、――――まあ、こうなるだろうと思ってた。蘇芳が梶原の質問なんかに素直に答えてくれるはずもない。だから今日こそ、いよいよ『強硬手段』に踏み切ろうと覚悟してきたのだ。

　私たちの住む三条家の屋敷はもう目と鼻の先で、あと一分もしないうちに到着するだろう。私は俄かに鼓動を速めだした心臓を宥めるように、軽く鎖骨の辺りを擦った。

　私たちの関係の経歴は華々しく、世の乙女がときめくこと必至な仕上がりだ。私と蘇芳が許婚になったのが、蘇芳が父の庇護下に入った二十年前。蘇芳が若頭になり、梶原の言うように結婚の話が本格化したのが三ヶ月前。父の一声によって、私と蘇芳が屋敷の離れで同棲を始めたのが、一ヶ月前。

　ただ、――――それらに双方の気持ちが伴っているかというと、そこが問題なわけで。

「……着きましたね。お嬢、手を」

「うん」

　車が緩やかに停まり、蘇芳がドアを開けた。何の含みもなく差し出された彼の手に、自分の指先をそっと乗せる。硬くて大きな、男の人の手のひら。身体を預けてもびくともしないそれは、瞬きの合間に私を車から引っ張り出してしまう。何度見ても鮮やかな動作に、ほう、と息が零れた。こうされるときばかりは、まるでお姫様にでもなった気分だ。一人では車からも降りられない身体になったら、どう責任を取ってくれるのだろう、この男は。

　私が自分の両足でしっかりと地面に立てば、車を囲うように待ち構えていた厳つい風貌の男性たちが「お帰りなさい」「お疲れ様でした」と口々に言ってくれる。これもまた『如何にも』な出迎えではあるけれど、小さい頃からずっとこうだと流石に慣れてしまう。ありがと、と一人ずつに返したところで、人混みの中から私と同じぐらいの背丈の女性が飛び出してきた。

「榛名ちゃん、おかえりなさい」

「瑠る璃りさん」

　ぱっちりとした大きな瞳が印象的なその人は、私の従姉であり三条組筆頭幹部の妻でもある四よッつ谷や瑠璃さんだ。女性の少ないこの三条家の屋敷での、私の貴重なお喋り相手であり、――――『強硬手段』の協力者でもある。

　彼女は駆け寄ってくるなり、蘇芳の手から私の指先を取り上げると、温かさを移すかのようにぎゅう、と握り込んでみせた。

「どう？　今日、いけそう？」

「が……頑張ります。今日こそは」

「ふふ、緊張しないほうがいいわよ。貴方なら大丈夫でしょ」

　十も年上とは思えない、かわいらしい笑顔を浮かべた瑠璃さんは、私の背中を軽く叩くとそのまま風のように去っていく。後に残されたのはその背にひらひらと手を振る私と、僅かに困惑を滲ませた顔の蘇芳だけ。

「……今日は、瑠璃さんと何か約束でも？」

「ううん、何でもないの。ほら、行こう蘇芳。私もうお腹空いちゃった」

　蘇芳の背中を押して歩き出せば、三歩も行かないうちに体勢が入れ替わって、私が優しく背中を支えられる格好になる。二人分の足音が向かう先は、母屋から見て庭を隔てた向こう側にある建物、――――こぢんまりとした二階建てのそれが、私と蘇芳が同棲する離れだ。

「今日のご飯は？」

「ビーフシチューです。この間、食いたがってたでしょう」

「よく覚えてるね」

「お嬢のことなんで」

　しれりと嘯いてみせる唇が恨めしい。心臓に放り込まれた爆弾に二の句が継げなくなった私は、肩甲骨の間に宛がわれた手に、ほんの少し体重をかけた。
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　結婚を約束された、いい歳した男女が一つ屋根の下にいて、一ヶ月間何も起きないという状況は果たして有り得るだろうか。

「……」

　深夜一時。しんと静まり返った廊下をそっと進み、二階にある自分の寝室から一階へと下りてきた私は、一枚の襖の前で立ち往生していた。

　うろうろと視線を彷徨わせ、この『強硬手段』のために瑠璃さんが用意してくれた浴衣の袂を無意味に握りしめる。どうしよう、やっぱり緊張してきた。でも瑠璃さんにもああ言ってしまったし、ここまで来て引き返すというのも情けない。

　しばしそうしていた私は、時計の秒針が五周ほどした頃になってようやく、襖の引手に指先を引っ掛ける。

　気配で気付いていたのだろう、部屋の住人である蘇芳は布団の上で半身を起こし、こちらを真っ直ぐに見据えていた。くしゃりと崩れた前髪から覗く瞳が妙に色めいて見えて、喉が小さく鳴る。

「……どうしたんです、お嬢。ここ、俺の寝室ですよ」

　――――有り得てしまうのが、この秋野蘇芳という男なのだ。

　蘇芳は父をして『忠義が服を着て歩いている』と言わしめるような人で、過去に父の窮地を幾度となく救い、危険な目に遭った私を何度も助けてくれた。そのために自らの命を投げ出そうとしたことも、片手の指じゃ数えきれないほどにある。

　そんな蘇芳が、たとえ許婚であろうとも『私』に手を出すかと言えば、答えは断然『ノー』だ。

「お嬢、聞いてますか。真っ暗な廊下が怖いんなら、俺が部屋まで送りますんで、――――」

「……違うの。あの、一緒に寝たいなと思って……」

「は、」

　蘇芳がぴしりと固まったのをいいことに、部屋に滑り込んで後ろ手に襖を閉める。自分の決心が鈍る前に、制止の言葉が飛んでくる前にと彼の布団へと乗り上げれば、はっとしたように蘇芳が私の肩を掴んだ。少し痛いそれが、彼の動揺を伝えているようで。

「ちょ……っと、待て。お嬢」

「やだ」

「いや、やだじゃねえって……こら、布団に入んな」

　敬語が崩れた蘇芳の隙を付いて、私のものと揃いの布団へと潜り込む。掛け布団の内側には、眠気を誘う温かな空気が滞留していて、強く蘇芳の香りがした。まるで彼に抱きしめられているかのような、くらくらするほどの濃密さに、視界が明滅するような錯覚を覚える、――――ああ、今日こそはと勇気を振り絞って来たのに、香りだけであてられてしまうなんて。

　私と蘇芳が許婚になって二十年、結婚を許されてから三ヶ月、同棲を始めてから一ヶ月。その間、蘇芳はただの一度も、そういう意図をもって私に触れたことはない。キスはおろか、護衛としてのエスコートや誘導以外に手を握られた記憶もなかった。名前だって、お嬢呼びがまずい場所でしか呼んでもらったことがない。

　要するに私たちは二十年間、一ミリも進展していないのだ。

「お嬢、一緒に寝るってあんた正気ですか」

「正気だよ」

「……俺は男ですよ」

「知ってるけど……」

「知ってるとは思えねえことを言ってるから、わざわざ忠告してるんです」

　自惚れでなければ、私は蘇芳にすこぶる大切にされている。

　地は極道らしく大層口が悪い彼に、声を荒げられたこともない。組で一番素手での喧嘩が強いという彼に、痣の一つも付けられたことがない。もうとっくに私の護衛役からは外れているのに、どんなに忙しくても、梶原を脅してまで毎日会社まで迎えにきてくれるのだって、私を大切に扱ってくれている証左だ。

　その理由のいくらかは、きっと父への恩義だろう。でも、それだけじゃないこともちゃんと分かっている。私という人間を大切にしてくれているのだと、視線や、手つきや、言葉の端々から伝わってきているから。

　――――だからこそ決められた許婚として結婚する前に、きちんと恋人になりたい、なんて。こんな『強硬手段』は我が儘だろうか。

「……頼むから、冗談は止してください」

　布団を捲り上げてこちらの顔を覗き込んだ蘇芳が、絞るような声で囁いた。温かな空気を剥がされた私の腕に、彼の指先が躊躇いがちに乗せられる。その手つきは壊れ物に触れるようなたどたどしさで、夕方、鮮やかに私を車から引っ張り出したのは誰だったんだと変な可笑しさがこみ上げてきてしまう。

　私も、まさか今夜一足飛びにどうこうなれると思っているわけではない。せめて、同棲中なのに別々の部屋で寝ているなんて悲しい現状を打破したいのだ。本当は、ちょっと、キスぐらいしてみたいなんて下心はあるけれど。

「冗談でこんなことしてるわけじゃないよ。ほんとに、一緒に寝るだけでいいから……」

　言い聞かせるように囁き返せば、蘇芳の眉間にまた皺が寄る。きゅう、と引き結ばれた厚い唇の上を、何度か躊躇うように舌が辿って、やがて彼はがくりと項垂れた。はあ、という重苦しい溜息を皮切りに、荒い手つきでぐしゃぐしゃと髪が掻き混ぜられる。

　呆れられただろうか。それとも、はしたないと軽蔑されただろうか。心臓が竦むような感覚を覚え、私の呼吸がすうっと浅くなった。

「あの、蘇芳……」

　何かを言い訳するように、シーツの上で仰向けに転がっていた彼の指先に触れる、――――その手を優しく払われて、浅い呼吸が引き攣れたような音を立てて止まった。

「あ……」

　反射的に傷ついた顔をしたのがばれたのだろう。何かを言うよりも早く、その手が強く掴み直される。そのまま有無を言わさぬ力で引っ張られ、私の身体は蘇芳の胸元にあえなく倒れ込む形になった。首筋を熱い息が掠めて、手のひらで押さえ込まれた背筋がひくりと震えてしまう。

「俺にちょっとつれなくされたぐらいで、そんな悲しそうな顔して……あんまり男を煽るもんじゃありません」

「ッ、……すお、」

　俯く形になった私の耳元を、蘇芳の指がゆったりと撫でていく。付け根を指の腹で優しく擦り、耳朶に柔く爪を立て、穴の周囲を悪戯めいた手つきでくすぐって。『何か』を含んだその手つきはひどく厭らしく、生まれて初めて『ただの蘇芳』から触れられた衝撃も相まって、ぞくぞくとした甘い痺れが全身に走った。次いで猫にそうするように喉元をくすぐられ、自然と顎が上がってしまう。甘ったるい音が喉奥から溢れて、目尻にほんのりと涙が滲んだ。

　蘇芳の瞳が、薄暗い室内で淡く光る。私がどこまで許すのかを確かめているのだと思った。それなら私が取るべき反応はただ一つだ。

　指先が耳から首筋へと下っていくのを、蕩けるような溜息を飲み込んで受け入れる。控えめに彼の胸元の布地を掴めば、彼の瞳が喜色に緩んだ。

　その瞳の奥で、小さな箍が一つ、外れた音がした。

「一緒に寝るだけ、でしたっけね……」

「ぁ、」

　蘇芳の指が、私の鎖骨から顎のラインまでをゆったりと撫で上げ、唇を捧げるようにと唆す。忍び寄る疼きにも背中を押されて瞼を下ろせば、そうっと彼の気配が圧し掛かって、吐息が私の唇を湿らせていく。キス、しちゃう。そう思わせるだけの余白に、心臓が痛いぐらいに高鳴って死んでしまいそうだと思った。

「目なんか閉じちまって……このままだと、俺に口付けられても文句言えませんが……いいんですか」

「……ん、」

「いいんだな？　……は、」

　蘇芳の息だけの笑い声が、喜色を無理やり抑え込んだように聞こえたのは、私の都合のいい妄想だろうか、――――そんなことを考える暇もなく、熱く濡れた唇に食いつかれる感触が私を襲った。

　恋焦がれ、何度も夢想した蘇芳との初めてのキスに、胸の奥が歓喜と幸福で埋め尽くされる。熱い。燃えてしまいそう。喉まで塞がるような、いっそ苦しいぐらいの激情。

「ふっ……ぁ、ん」

「ん……お嬢、くち、開けてください」

　柔くも、どこかかさ付いたそれが何度も押し当てられ、徐々にキスを深めていく。蘇芳に言われるがまま、従順に唇も歯列も開いてしまえば、肉厚な舌がぬらりと私の咥内へと潜り込む。苦しいぐらいの大きさに、こんなところでも体格差をまざまざと思い知らされてしまって、私は足先をはしたなく擦り合わせた。どろりと喉に絡む、溶けた唾液の味が興奮を煽る。

　彼の舌は巧みに動き、私の粘膜をあやすように撫でさする。上顎を丁寧にくすぐられるのも、喉奥を優しく舐められるのも堪らなく厭らしく感じられて、頭の芯がくたくたに茹っていくのがよく分かった。

「ぁ、……ん、んんぅ、」

「は、ちゅ……、ん。キス、好きか……？」

「んっ、ぁ、あ……っ」

　すき、好き。頷けば、また彼がキスの合間に吐息だけで甘やかに笑って、優しくうなじを撫でてくれる。

　やがて完全に全身の力が抜けた私は、腰を掻き抱くようにされ、唇同士を睦まじく絡ませたままシーツの海へと落とされた。もったりと咥内を掻き回してから出ていった舌が、今度は唇を舐める。誘われるようにうっすら瞼を持ち上げれば、仄かに熱を灯した射干玉の瞳がこちらを見下ろして、いて。

「男の前で、そんな蕩けた顔して……あんたは本当に仕方ねえな」

　『あんた』という、粗野なのにどこか甘ったるい二人称を口にした蘇芳が、射干玉にじわりと情を滲ませる。『お嬢』よりよっぽど近しくて優しい呼称、――――彼の心の薄皮が一枚剥がれたような感覚に、胸の奥がひどくうずついて、じわじわと私の頬を赤く染めていった。

　一度意識してしまえば、知らなかった頃には戻れない。こちらを大切なもののように扱う手つきも、もう一度重ねられる唇も、蘇芳が私に何がしかの愛おしさを抱いているのだと知らしめてくる。

　ただでさえキスで舞い上がっていた心臓が麻痺して、溶け合うようなキスがどこまでも甘ったるく感じられた。

「ふ、ぁ……ん、ゃ」

「ン、っお嬢、は……頭も、口の中も、ほんと小せえな……」

　彼の両手が私の頭を優しく挟み込み、逃げられないように固定した。そのまま深く深く口付けられれば、もう目の前の男に食べられる快感のことしか考えられなくなってしまう。

　脳味噌までをとろとろに煮蕩かされ、ほぐされ、甘やかされる。指先で耳をかりかりと引っ掻かれるのも、舌をひどく弄ばれるのも、熱っぽい囁きを零した唇に、じゅう、と唾液を啜られるのも、私の背筋を甘く痺れさせる一因にしかならなかった。

「ん、ッ……ぅ、はぁ、すお……」

　唇の間で揺蕩う酸素はじっとりと濡れて重く、ひどく吸い込みづらい。このままでは溺れてしまいそう、――――そんな意識が脳裏を掠めた頃、最後に下唇に厭らしく噛み付いてから、蘇芳がゆるゆるとキスを解いた。

「はっ……ぁ、は……」

「ッふ……は、ああ……顔、真っ赤だ。無理させちまいましたね」

　すみませんという囁きと共に、ちゅ、と濡れた唇を吸われる感触。こめかみの辺りを優しく指の腹で辿られる感覚。疼きを十二分に溜め込んだ身体が、そんな些細な愛撫にすら甘く啼いてしまうのが恥ずかしい。腰がじんと重くなって、誰にも拓かれたことのない奥が蜜濡れの襞をひくつかせる、――――好きな人に触られることが、こんなにも気持ちがいいことだなんて知らなかった。

　は、と零す自分の吐息は淫靡に湿り、この先への期待を確かに孕んでいる。火がついてしまった身体を自分の腕で抱きしめ、私は目の前のかんばせを見上げた。こちらへ落とされる蘇芳の視線にも、微かながら情欲が確かに灯って、いて。

「――――じゃあ、一緒に寝ましょうか」

「え、」

　身体の前面から蘇芳の熱が離れていく。代わりにもたらされたのは、熱と呼ぶには物足りない温かさの掛け布団で、蘇芳の香りがするそれに覆われる形になった私は、ぽかんと口を開けたまま固まった。

　え、このまま寝るの？　この状態で？

「ちょ、ちょっと蘇芳、あの、」

「一緒に寝るだけ、ってあんた言ったでしょう」

「言った！　言ったけど！」

　まさかここで放り出されるなんて思ってもみない。慌てて布団を跳ね除けようとすれば、上から蘇芳の逞しい腕と足に押さえ込まれてしまう。抱きしめるような格好に胸の奥がきゅう、と締まるけれど、生憎今はそれだけで誤魔化されるほど私もちょろくはない。彼の拘束から抜け出そうとじたばたしていると、ほんのり苦笑が溶けた声音が布団の向こうから私を宥めてみせた。

「婚前交渉は、お嬢にも親父にも顔向けできなくなりますんで」

　蘇芳は私に優しく甘い男ではあるけれど、それはそれとして意志が固くて意見を曲げない。

　脳裏に浮かんだのは蘇芳に関する不文律で、ここで粘ってみたとしても結末は変わらないのだろうという予感に、私はそっと息をつく。あんな目で見たくせに。あんな声で『あんた』なんて呼んだくせに。あんな情熱的なキスをしたくせに、――――ずるい。私に火を付けてしまったのは、紛れもなく蘇芳なのに。

　一つ願いが叶ってしまえば、人はどこまでも欲深くなる。触れたい、触れられたいという思いは、私の心にしっかりと根を張ってしまって今更掘り起こせそうもない。蘇芳は、物足りなくないのだろうか。私にキスするだけで満足なのだろうか。私と蘇芳の気持ちには、やっぱり大きな差があるのだろうか。

「……蘇芳」

「なんです」

　寂しいと囁く代わりに彼の着流しの袖を引いて、その手にそっと触れた。今度は振り払われもせず、骨ばった指が優しく絡みついてくる。こんなふうにされるから、決められた結婚だと割り切ることもできないんだ、――――なんて、責任を蘇芳へと擦り付けながら、私は諦めて身体の力を抜いた。
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「そういうわけで、あの日から一緒に寝るようにはなったんですけど……」

「結局手は出されてないってこと？　信じられないわ……忍耐力があり過ぎる……」

　瑠璃さんの、薄く色づいた形のいい唇が溜息を吐く。つられるように私も乾いた笑いを零せば、麗らかな昼下がりの、雰囲気のいいカフェにいるとは思えないような、どんよりとした空気が私たちのテーブルを包んだ。　

　ランチという名目で三条組の息のかかったカフェにお邪魔したのは、瑠璃さんから『強硬手段』の顛末を聞きたいという申し出があったのと、私も相談したいことがあったからだ。私と蘇芳の仲がなかなか進展しないことを気にかけてくれていた彼女は、『ひとまず一緒に寝られるぐらいになったらどう？　そのうち向こうが我慢できなくなると思うわ』と提案してきた張本人でもある。

　『強硬手段』は一定の成果を出し、私と蘇芳は、初めて彼の寝室を訪ねた日から同じ部屋で寝るようになった。ただ、その日以来キスはおろか手に触れることさえできていない。蘇芳が私に隙を見せないようにしているのもあるだろうけど、またあのすごいキスをされたら……と思うとドキドキしてしまい、私の押しがやや弱くなっているのも原因の一つで。

「一緒に寝るようになったのは進展だし、狙い通りではあるんだけど……いい雰囲気になったのに何もなかったのは問題よね。組長だって婚前交渉が駄目って言ってるわけじゃないし」

「そうなんですよね……」

「やっぱり蘇芳君、榛名ちゃんのこと大事にしすぎなのよ。お姫様も真っ青のレベルだもの」

　瑠璃さんが引き合いに出したのは、今までの『蘇芳過保護エピソード』の数々だ。中学生のとき、転んで足を怪我した私を一日中お姫様抱っこで運んだとか、高校生のとき、ついに私のために爪の手入れまで覚えたとか。大学の同級生が私に付きまとい始めたときは、発覚からものの一日で証拠を集めて締め上げていたとか、――――最後ので『締め上げる』辺りが蘇芳だなという感じだけど、毒されている私からすればときめきポイントにしかならない。ちなみにその同級生は、二度と大学に来ることはなかった。

「でもそういうのって、必ずしも私への恋愛感情は必須じゃないから。何もしないってことは、私の気持ちに気付いたうえで、私のために許婚でいてくれてるのかな……とか考えちゃって」

「ああ……」

「それと同じぐらい、恋愛感情があったとしても、私のために婚前交渉は断固として拒否しそう……とか思えて」

「そうね……」

　ものすごく分かる、という顔の瑠璃さんが神妙に頷く。「榛名ちゃんの相談って、そのこと？」という確認を取った彼女は、手元のカップの淵を弄ぶようになぞって、しばし考え込んでみせた。私もそれを眺めながら、ぼんやりと思考の海へと沈んでいく。初めてキスをしたあの夜から、いや本当はもっと前から気になっていたこと、――――『蘇芳は私のことをどう思っているのか』という問題について、考えるために。

　好かれている自信はある。でもそれが恋愛感情で、私と同じだけの熱量を持っているかと聞かれると、少々答えに窮してしまう。私は、彼の好意の内訳を一度たりとも確かめようとしてこなかった。それはきっと、蘇芳の気持ちを確定させることが怖かったからだ。許婚になってくれたんだから、それでいい。無理に彼の本心を暴いて傷つきたくない、――――無意識のうちに、そう考えていたのだと自覚する。

　でも、蘇芳に一度触れられたら、『それでいい』なんて物分かりのいいことを言っていられなくなってしまった。蘇芳の気持ちが知りたいし、蘇芳がもし私と同じだけの恋心を持っていないのだとしたら。

「……今からでも、私を好きになってほしいんです」

「ふふ、そうよね、好きな人には好きになってほしいわよね。……ねえ榛名ちゃん。蘇芳君の気持ちがどっちだったとしても、『お嬢』としてじゃなくて『三条榛名』としてアピールをすべきじゃないかなって思うの」

「アピール」

「アピールよ」

　ぴん、と名探偵よろしく人差し指を立てた瑠璃さんは、私の顔を覗き込んで、それはそれは愉しそうに笑ってみせる。やや奔放で行き当たりばったりなところのある彼女だけど、旦那さんとは大恋愛で結婚。結婚から十二年経った今も夫婦仲は大層睦まじい。

　そんな瑠璃さんのアドバイスは、きっと私と蘇芳に関係の変化をもたらしてくれる、――――そう思い身を乗り出した私に、彼女はさらに笑みを深めてみせたのだった。

「――――私の『蜜月五ヶ条』、試してみない？」
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「……うん、いい感じ」

　落とし蓋をそっと持ち上げ、鍋の中を覗き込む。真っ白だった魚の身が、たれに色づき艶やかに光っているのを見て、詰めていた息をほっと吐き出した。甘辛い、食欲をそそる香りが台所にふわりと広がっていく。火を止めて魚をお皿に移しながら、私は先ほどまでの瑠璃さんとの会話を思い返した。

　瑠璃さんに提案された『蜜月五ヶ条』とは、早い話が『甘い蜜月を過ごすために必要な五つの心得』のことで、これをやっておけば瑠璃さんたちのような睦まじい夫婦なりカップルなりになれる……というものらしい。若干眉唾物ではあるけれど、それらしい恋愛経験のない私にとっては、これぐらい分かりやすい指標があったほうがやりやすいのも事実だった。

　そして今、その五ヶ条のうちの一つ目、――――『一、胃袋はがっちり掴むこと』を実践している最中というわけである。

　蘇芳は長く私のお世話係をしていた頃の癖が抜けないのか、同棲を始めてからこっち、家事を私にさせてくれない。流石にと洗濯係だけはもぎ取ったものの、料理はほとんど彼の両分だ。蘇芳の料理は確かにすごく美味しいし、自分で作らなくていいのは楽ではあるけれど、任せっぱなしでいることに罪悪感があったのも事実なので、いい機会だったのかもしれない。

　私が作ったのはカレイの煮付けを中心に、全て蘇芳が好きだと言っていた料理ばかり。あとはテーブルに並べて、母屋へ仕事に行っている蘇芳の帰りを待つだけだ。ちらりと窺った時計は蘇芳の帰宅予定まで十五分ほどのところを指していて、あとほんの少しの猶予があることを示している。

「もう一品ぐらいなら作れるかな……」

　冷蔵庫を開け、目に付いた卵とカニカマを手に取った。これがあれば、蘇芳が前に一番好きだと言ってくれた料理が作れる。卵を溶いて顆粒出汁を少々。あとはこれを、温めた四角いフライパンで、――――

「――――お嬢、何してらっしゃるんです」

　そのとき、肩に大きくて温かな手が圧し掛かった。

「うわ！」

「うわ、って……そんなバケモンが出たみたいな反応しなくてもいいでしょう」

　反射で菜箸をすっ飛ばした私の耳に、くつり、と低くて柔らかな笑い声が届く。慌てて振り返れば、そこには当然のような顔をした蘇芳が立っていた。し、心臓がまだ大暴れしてるんですけど。お化けのような登場の仕方は控えてほしい。

「……蘇芳、もう帰ってきたの？　早かったね……」

「ああ、今日は大してやることもなかったんで。黒武組のことを考えると、そろそろ忙しくなりそうではあるんですが……って、そうじゃなくて。お嬢は何で料理なんか……腹減って我慢できませんでした？」

　こちらの手元を覗き込んだ蘇芳が不思議そうに首を傾げる。さらに近付いた身体に、微かな熱の気配とスパイシーな香りが私を覆っていって、思わず息を呑んだ。震えそうになる指先で菜箸を掴み直し、小さなボウルの中身をフライパンへ注いでいけば、彼はぱちりと目を瞬いてみせる。

「玉子焼きですか」

「そう。真ん中にカニカマ入ってるやつ……蘇芳、好きだったでしょ」

「え、」

　彼の視線が、こちらの横顔に突き刺さっているのがよく分かった。私はそれを努めて無視して、玉子焼き用のフライパンへと目を落とす。ふつふつと柔らかな気泡を生み出す卵の膜。固まりかけてきたところで、芯にするためのカニカマを置いていく。くるりと巻いて、さらに溶き卵を足す間も、蘇芳はじっとこちらを見つめたまま。

　真ん中にカニカマを入れるのは、小さい頃に母から習った裏技だ。こうすると榛名でも上手にできるからね、という言葉通り、幼い私でも綺麗に巻けたそれを食べた蘇芳は「世界で一番美味しいです」と笑ってくれた。その後も何度か彼のためだけに玉子焼きを作って、そのたびに「お嬢の玉子焼きが一番好きですよ」と言ってもらえるのが嬉しくて、――――だから、今の蘇芳にも作ってあげたいと思ったのだ。

「……お嬢」

「……蘇芳のことだし、私のために美味しいって言ってくれたのかもしれないけど。蘇芳が好きな料理って思うと、どうしてもこれが浮かんで……」

「なあ、お嬢」

「なに、っ……ひゃ」

　ぎゅう、と腰に巻き付いた腕が、私を強く抱き寄せる。硬く、逞しいそれと、背中に感じた温かさに心臓が大きく跳ね上がって、自分と蘇芳の体勢を理解するのに数秒を要した。

　――――抱きしめられてる、蘇芳に。

　理解してしまえば動揺と高揚はより激しくなり、私の心臓を大いに波打たせる。肩口に当たっている蘇芳の額が、ぐり、と押し付けられると、私の身体は蘇芳にすっぽりと包み込まれる形になった。はー、と溜息のようにゆっくりと吐き出された呼気が、私の肩甲骨を幼気にくすぐってみせるのに、どうしようもなくドキドキしてしまう。

「す……、すお、どうしたの」

「……俺のお嬢は本当にお優しくて、愛らしいな、と」

「え？」

「この料理……全部、俺の好きなもんだろう。わざわざ作ってくれたんですか」

　一目でばれているとは思わなかった私は、彼に抱きすくめられたままぴしりと固まる。聡い蘇芳には、その反応だけで充分だった。じわ、と湧き上がるのは彼に「愛らしい」なんて言われた嬉しさと、計画がばれてしまった恥ずかしさ。血液に滲んだそれらが、馬鹿正直にも頬を赤く染めていく。

「何をかわいらしい反応してるんです。……俺の、腕ん中ですよ。男に隙見せたら駄目だって、散々教えてやったでしょう」

　耳朶へと触れた囁きに、背筋が微かに粟立つ。少し呆れたような、仕方ないなという彼の許しや苦笑が溶けた声音は、私の一番のお気に入りだ。それをほとんど直接注がれてしまえば、初恋に踊らされる小娘なんてひとたまりもなかった。ぎゅう、ときつく締め付けられる胸の奥で、柔い心がちくちくと甘い疼きを訴える。

「ふ、……ほらお嬢、玉子焼き。焦げちまう」

「あ……あ、うん。うん……そうだね」

「火、消してやるから。最後まで巻いて……そう、上手だな」

　何とか我に返り、震える指先でもだもだと玉子焼きを巻いて、ひとまず完成させる。やや表面の焦げたそれは、私の心臓へのダメージを如実に表しているように見えてならない。急に甘ったるいことを言い出さないでほしい、なんて私の内心での主張が考慮されるはずもなく、蘇芳はスイッチが切り替わったかのように口調を『雄』のものへと変えた。こちらを掻き抱く腕の力が僅かに増し、その強さがお腹の奥へきゅんと響く。

「で？　まだ答えを聞いてねえんだが……わざわざ作ったのか、それとも偶然？」

「……偶然じゃないよ。たまには私も何か作ろうと思って……どうせ作るなら蘇芳の好物にしたかったから」

「ん……そうか。ありがとうございます、お嬢」

　喜色を滲ませた呟きが耳元で再び鳴った。「早く食いてえな」という追撃に、私は思わず彼の肩口に後頭部を擦り付けた。突如襲ってきた甘ったるい空気感に堪え切れなかったのもあるし、『蜜月五カ条』の力を早速思い知ったからでもあった。ああ、瑠璃さんの言うことに間違いはないのだ。眉唾物とか言ってごめんなさい。

　蘇芳は最後に私の首筋に顔を埋め、深く息をついたのちに腕を解いてくれた。その腕がどこか名残惜しそうな風情だったのは、たぶん、きっと、私の気のせいじゃない。自分が運ぶと言って聞かない彼が、おかずの盛り付けられた皿を運ぶ間、私は彼からの最後の攻撃に打ち震えながら玉子焼きを切り分けていく。

　玉子焼きまでが食卓に並ぶまで五分とかからなかった。緊張する私を余所に、やけに上機嫌な蘇芳がいただきますもそこそこに、玉子焼きへと箸を伸ばす。大きな口に、しっかりと焼き色の付いたそれが放り込まれて。

「ど、どう？」

「美味いです。このうえなく、世界で一番。今まで食べた中で一番美味い」

「もう……そんなこと言うの、きっと蘇芳だけだよ」

「ああ？　何言ってるんです。お嬢の手料理ですよ」

「それがプラスになるのって、蘇芳とお父さんぐらいじゃないの……？」

「お嬢の玉子焼き……ほんとに美味い……」

「大袈裟」

　本当に、ただの玉子焼きなのだ。子供の頃に挑戦したレシピそのままだから、出汁だって市販の顆粒のものだし、真ん中にカニカマは入ってるし。ついでに今日はちょっと焼き過ぎている。それなのに蘇芳は、一つ一つを噛みしめるように、――――これ以上の幸いはないというふうに、大切そうに玉子焼きを食べるのだ。むず痒いような温かさが胸を満たして、私はついくすくすと笑ってしまった。

「毎日食いてえな……」

「え、ほんと？　それなら毎日作るけど」

「……え、」

　ぽろりと零れたような言葉に返事を寄越せば、彼が箸を止めてこちらを見遣る。真っ直ぐすぎる視線に、私のほうが何だか居た堪れないような心地になって、カレイの煮付けに手を付けながら、なるべく自然体を装って呟いた。

「だって、私と蘇芳……一緒に住んでるんだし。け、結婚も……するし」

「……」

「毎日味噌汁作ってくれ、じゃないけど……毎日玉子焼き、どうですか」

　自意識過剰なことを言っている自覚はあって、今度は顔どころか全身がじんわりと熱くなっていく。のぼせてしまいそうなほどの温度は確かに私を蝕んで、口にした煮付けはさっぱり味が分からなかった。

　そして、蘇芳が反応をくれたのは、私が『毎日味噌汁作ってくれ』のくだりは要らなかったかもしれないと後悔し始めたタイミングだった。

「いいんですか」

　伺いにしては押しが強く、念押しにしては少し柔らかいその問いに、私はそっと面を上げる。視界に飛び込んできた蘇芳のかんばせは、さっと一刷毛、紅を差したように赤みが滲んでいて、――――口元を手のひらで覆うようなポーズも相まって、彼が『照れている』のだと理解した。かわいいだけに思えたのは、ほんの一瞬。期待が膜を張った眼差しは、その熱量の所以が果たして本当に『玉子焼き』にあるのかと勘ぐってしまいたくなるぐらい、熱く黒々と、眩い。

　玉子焼きを毎日作ることか、それともその先にある結婚のことか、――――どちらにせよ、私の答えはイエス以外に有り得ない。

「いいよ。蘇芳になら」

「……あんたのそういうとこ、心配になるな……」

「ど……どういうところ？」

「俺にばっかり甘いところ」

　とろりと目の端を蕩かした蘇芳が、照れを僅かに残したまま甘く笑んでみせた。蘇芳らしい、傍目にはあまり表情の変わらないその笑顔に、私は今度こそ呼吸が止まってしまいそうになる。うずうずとして叫びだしたくなるような、胃の腑に飼っていた青臭い春が飛び出していくかのような、そんな衝動。『蜜月五カ条』が素晴らしい案だというのは認めるけれど、ちょっと先走ってしまったかもしれないと思い始めたのは、私のほうが大ダメージのときめきを食らっているような気がしたからだ。蘇芳をときめかせて、恋人らしくなるために始めたのに、返り討ちにあってどうするんだ。

　結局、盛大に照れた私が彼の顔をまともに見られるようになったのは、夕飯が終わり、寝る準備を済ませ、二人並んで仲良く布団に入る頃のことだった。

　隣り合った枕の端から、上を向いて瞼を下ろした蘇芳を見つめる。薄暗い和室では彼の輪郭も覚束ない。それでも徐々に目が慣れてくれば、その睫毛の一本一本まで判別できるようになった。穏やかに上下する胸や、ぴくりとも震えない睫毛からして、蘇芳はもう寝てしまったのだろう。

「……んん、」

　少し悩んで、布団の中を漂っていた指先をそっと彼のほうへと伸ばす。『蜜月五カ条』を実践した以上、この間のキスぐらいのことはしたかったのも事実だけど、今日そんなことをされたら、心臓が持たなかったかもしれない。こっそり手を握って眠りにつくぐらいがちょうどいい、――――そんなことを考えながら彼の手のひらに触れる。

　ふるりと、その睫毛が細かく震えた。

「――――やっと、こっち見ましたね」

「っえ、……ぁ、んっ……」

　目が合ったと思った瞬間、瞬きする暇もなく絡みついた腕に引き寄せられ、私の身体は蘇芳の懐に飛び込む。その勢いのまま上向けられた唇が、一回り大きなそれに食べられて、――――前の貪るようなキスとは違う、とろりと甘やかで、しっとりとした口付けが降ってくる。同時に、彼の長い足が私の膝下を厭らしく抱きしめて、足指の腹でゆったりと甲の部分を擦ってみせた。

「ゃ、あ……蘇芳……っ、ン」

「は……ちゅ、ん、俺の顔なんざ、見慣れてるだろ……今更、っ、照れて、かわいい顔晒して、」

　煽るなって言ったはずだろうが。

　キスの合間に唇へと吹き付けられる声音は、小さい子をあやすように優しいのに、どこか揶揄の色を含んで濡れている。舌は入れず、あくまで唇だけを、ちゅ、ちゅうと戯れの如く吸われる幼いキスは、蘇芳のような男にされると逆にふしだらに感じてしまうのだと、生まれて初めて思い知った。布団の穏やかな温かさとは違う、落ち着かない情欲の熱に、あっという間に爪先までが炙られる。

「んっ……なあ、急に俺の好物作ってくれたのと……関係、あるんだよな……？」

「っン、んぅ、ぁ……っそれ、は……んっ、や、すお、っしゃべれな、」

　蘇芳の手が身体をじっとりと這い、背骨をくすぐる。『蜜月五カ条』のことは打ち明けたってよかったけれど、飲み下せずに溢れた唾液を、じゅ、うう、と啜られてしまえば、彼の質問に答えたくても上手く答えられない。言葉を飲み込むキスの、とろ火の快感にぴくぴくと打ち震える私の哀れさに絆されてくれたのか、蘇芳が雄くさく笑って「わざとに決まってんだろ」と嘯いた。

「ッは、ほら、ちっこい舌と唇で言ってみろよ……言わねえと延々キスすんぞ」

　未だかつて私にはぶつけられたことのなかった粗野な響きに、骨盤の奥がきゅうう、ときつく疼いた。そこから、とろりと重く粘ついた蜜が溢れ出す。かくんと腰が揺れたのすらも、あえなく蘇芳の足に押さえつけられ、私はいよいよ全身を彼に支配されてしまう。身じろぎ一つ満足にできないほどに抱え込まれて味わう、胸焼けしそうなキス。脳髄までもをぐずぐずに蕩かしていくそれに、快感に不慣れなはずの身体が花開いていき、――――もっとこのキスが欲しいと強請り始めてしまうのだ。

「ぁ、っ言わな、ッから……きす、して」

「ッ……ンの、馬鹿お嬢……、知らねえからな」

　背中を意味深に辿っていた手が、私の表面を無遠慮にまさぐり始める。きっと、不用意で甘ったれな私の台詞に、蘇芳の気配が剣呑なものへと塗り替ったせいだった。溜め込まれていく疼きと熱に耐え兼ねて、うっすらと瞼を持ち上げれば、濡れた睫毛の向こうの彼は思っていたよりもずっとぎらついた、欲望の滲んだ瞳を私へと向けている。前のキスのときなんて、もっと涼しい顔してたくせに、――――そんな内心憎まれ口を零してみても、蘇芳に求められているような気がして嬉しい、なんて健気に笑ってみせる女心を黙らせることはできなかった。

　そこから十分か、二十分か、もしかしたらそれ以上もの間、私と蘇芳は幼気なキスを交わした。互いの火照りを分け合って、手を取り合って微睡みへと沈んでいくのはひどく心地よくて、幸せで。

　だからこそ、意識が途切れる直前に聞こえた言葉の意味は、朧気でよく分からなかった。

「……こんなキス一つで許してやれるのは、今だけだってのに」

　――――全くしょうがねえ人だよ、あんたは。







二、たまには自分からスキンシップ








「……なんか、」

　寒い気がするなあ。

　そんな独り言を吐いて、布団の中で小さく縮こまる。足先だけならまだしも、全身がどことなく寒々しいのだから、そうする他になかった。原因は分かっている、――――ここ数日、一人寝が続いているからだ。

　蘇芳は仕事の有能さと腕っぷしの強さ、その両方を買われて三条組の若頭になったこともあり、組がどんな有事の際でも必ず対応することになる。最近は敵対している黒武組が何やら不穏な動きをしているとのことで、深夜まで離れに戻れていなかった。

　一方「先に寝ていてください」と口を酸っぱくして言われてしまった私は、健気な彼女よろしく起きて待っていることすら許されず、一人で大人しく布団に包まれているという次第である。

　夕食どころか昼食すら抜いていることのある蘇芳のために、作るご飯は二人分。もちろん玉子焼きは毎日の献立に入っている。一人で食べなきゃいけないのは寂しいけれど、料理を作る機会が増えて、蘇芳からリクエストを貰えるまでになったのは素直に嬉しかった。順調に胃袋を掴めているような気がする。

　少し前までの蘇芳だったら、私相手にリクエストなんて考えもしなかっただろう。それは私の料理を気に入ってくれたのと同時に、彼の『恋人には不必要な遠慮』が薄れてきていることの表れでもあった。胃袋を掴むことが、二人の距離を縮めているのは確かだ。

　この調子なら、そろそろ『蜜月五カ条』の次のステップに進んでもいいかもしれない。

「次は……『たまには自分からスキンシップ』だっけ」

　ごろりと寝返りを打って、本来なら蘇芳が寝ているはずの右隣を見遣る。そっと触れたシーツは相変わらず糊が効いていて、どこか余所余所しい。

　蘇芳が忙しそうな今、押しつけるようなことや迷惑がかかりそうなことはしたくなかった。よって自分から必要以上に迫るのは無し。疲れを癒したり、喜んでもらえたりするような何かができれば御の字だが、少し考えたぐらいでは妙案は浮かんでこない。眠気も手伝ってか、考えるそばから思考はどんどんと解けていく。

　やがて意識が沈んでいくのに合わせて、目を閉じて、――――体感ではほんの一瞬。近くに感じた人の気配に、ゆるりと瞼を押し上げた。

「あー……、くそ、」

　低く掠れた悪態は、その苦々しさに似合わず驚くほどにささやかな声量だ。まだ半覚醒状態の頭が、声音と香り、加えて気の遣い方から、目の前の気配が蘇芳であると導き出す。幸い、蘇芳は私が目を覚ましたことには気付いていないようで、どちらかというと自分のことで手一杯な様子が見て取れた。

　ぐしゃりと髪を掻きむしる仕草に荒い息遣い、どこかやけくそめいた舌打ち。蘇芳がこれほど荒れるのは、抗争があった日の夜だけだ。

　人を殴り、蹴り飛ばした感覚が、自己嫌悪とどうしようもない興奮を連れてくるのだと、彼が教えてくれたのは確か大人になってからだった。普段は煙草を吸わないはずの蘇芳が、抗争終わりにだけは一本、ないしは二本吸う。人目を避けるようにして行われるそれが、蘇芳の言いようのない衝動を収めるための儀式なのだと、私はぼんやりと勘付いていて、――――ああでも、私と住むようになってから、彼から煙草の香りがした日はなかったかもしれない。抗争は、三度もあったのに。

　優しくて、馬鹿な人だ。きっと私のために、色々なものを我慢している。

「ッ……駄目か」

　何とか寝つこうと身体を横たえていた蘇芳が、舌打ちと共に起き上がる。妙な潔さにちょっぴり笑ってしまいそうになりながら、私はその去っていこうとする背の布地を優しく掴んだ。

　チャンスだと思ったのだ。『二、たまには自分からスキンシップ』、――――私が失わせてしまった儀式の代わりになる、彼を鎮めてあげられる何か。

「蘇芳、眠れないの？」

「は、え……お、起きてらしたんですか」

「さっきからね」

「……俺のせいでしょう。申し訳ねえ」

　振り向いた蘇芳が、心底申し訳なさそうに頭を下げる。しょぼくれた犬のような彼にまた笑ってしまいそうになりながら、布地を掴んでいた手を放し、その背中に半分微睡みに浸ったままの身体をすり寄せた。

　逞しく、仄かに血の香りがする背中が、びくりと大きく揺れる。

「っ、……お嬢、何してるんです」

「抱きしめたら落ち着くかなって……」

「いや……落ち着くわけねえでしょう」

　私に後ろから抱きしめられる格好になった蘇芳は、目元に赤を滲ませたまま、うろうろと落ち着きなく視線を彷徨わせている。それが何だかかわいらしく思えて、私は硬い背骨に頬をすり、と押し付けた。しかし背骨を伝う心拍は彼の言葉通り、大人しくなるどころか徐々に速く、激しいものへと移り変わっていく。

「……あれ？」

「あれ、じゃねえよ……！　あんたに引っ付かれて俺が落ち着けるわけねえだろ……！」

　赤いかんばせで苦々しい表情を作った蘇芳が、目を眇めて私を見遣った。そのどことなく余裕のない、焦れたような表情は、微かに雄としての衝動を秘めていて、――――ぞく、と心臓から腰へと痺れが落ちていく。

　『あんたに引っ付かれて落ち着けるわけがない』という彼の言葉は、私に向かう感情がただの親愛であれば出てこないものだろう。焦ったような表情も、声も、全てが『蘇芳が私に男としての欲を抱いている』ことを裏付けていた。キスだけではまだどこか曖昧だったその感覚が、胸の奥をじりじりと焼き焦がす。眠気はとっくにどこかに行ってしまっていた。頬が熱い。胸が痛い。きっと今の私は、蘇芳と同じかそれ以上に真っ赤な顔をしているはずだ。

「ッ、お嬢……本当に、まずいんだって。放してくれ」

「やだ……」

「やだじゃねえって、このお転婆が……なあ、頼むから」

　彼の懇願は本気の声音で、ほとほと困り果てているような、何かに焦っているような響きだった。その必死な様子に胸がちくりと痛むけれど、彼を困らせるのは本意ではない。じっとりと汗をかき始めた蘇芳の背中から、そっと身体を離そうとして、――――胡坐をかく彼の中心、私の手が交差するすぐ下の部分が、緩やかに兆しているのが見えてしまった。

「えっ」

「……見たな？」

　低い糾弾が私を突き刺す。こめかみに汗を浮かべた蘇芳が、ぎらつく瞳でこちらを見下ろしていた。その視線の強さが、私が今視界に捉えたものが幻覚でも錯覚でも何でもないことを知らしめる。触れそうな距離に置かれた私の手まで熱が伝わってくるような気がして、思わず唾を飲み込んでしまう。

　二度のキスのとき、蘇芳がどんなふうになっているかは確認していなかった。見るのが何となく気恥ずかしかったし、余裕たっぷりといった風情の彼が兆しているとはちらとも考えなかったから。

　しかし、今こうして目の当たりにしてしまうと、恥ずかしさと共に妙な高揚感が湧き上がってくる。興奮にも似たその感覚に唆されるまま、私はちらりと蘇芳を窺った。

「あの……見たのはごめん。でも、なんでこんなに……」

「……抗争で興奮してたのもありますけど、一番の原因はあんたですよ、お嬢」

「私？」

「布団の中、あんたの甘ったるい匂いで一杯で……ちょっと嗅いだだけで、結構限界だったってのに」

　は、と熱い息を零した唇が、明け透けな言葉をなじるように囁いた。

「……しまいには抱きついて、柔っちい身体押し当ててきやがって……」

「あ……」

　自分の罪状を並べ立てられ、私はじくりと疼いたお腹をそっと彼から離す。燃えるような肌の温度が染み入って、ぐずぐずに蕩けてしまいそうだったのもあるけれど、彼をこれ以上刺激するのは悪いと思ったのも確かだった。こうして聞けば、私の行動は悪手も悪手だ。ちょっと寝ぼけ気味だったことを差し引いたとしても。

　そんな小さな罪悪感を育む一方で、素直な私の心臓は喜びに沸いていた。蘇芳は、私でちゃんと興奮してる。これなら今日、もしかしたら、――――

「とにかく一回放してください。外でどうにかしてくるんで……お嬢は先に……」

　外で、どうにか。

　その言葉で、浮ついていた思考に冷や水が被せられる。情欲の灯った瞳でそんなことを言う蘇芳が信じられなくて、私は反射的に腕の力を強めてしまう。息を呑んだこちらを不思議に思ったのだろう、器用に首だけを回して蘇芳が振り返る。その視線から逃げるように額を彼の肩口に押し当て、私は自分の心臓が奏でる嫌な音に耳を傾けた。

　その外って、どこなの。私じゃない女の人に慰めてもらうつもりなの。

　蘇芳はこっちが願う暇もないぐらいに誠実だから、私という許婚がいる以上は天と地が引っくり返ったってそんなことはしない、はずだ。きっと一人で処理をするとか、身体を動かして発散するとか、そんな方法でどうにかするつもりだろう。そう思う一方で、今まで再三キスから先をお預けされてきた身体が、やっぱり私じゃ駄目なのではないかと意地悪く囁く。

「……」

「お嬢？　聞いてます？」

「……蘇芳の馬鹿」

「ああ？」

　架空の相手への嫉妬が半分、目の前の蘇芳への八つ当たりが半分。呟いた言葉は随分と拗ねたように響いた。

　私が一番気に食わないのは、蘇芳が私を頼ろうとしていないことだった。抗争の興奮自体は衝動のようなもので、直接に性的興奮に結び付いているわけではないのだろう。それを煽ったのは私だ。私のせいでこうなっているのなら、――――それは。

「……私が、どうにかするから。蘇芳は動かないで」

「はあ……!?　っちょ、……っと待て、お嬢、」

　慌てたように声を上げた蘇芳を無視して、私は彼の前側に回り込むと、意を決してその膨らみへと手を伸ばした。私の指先が掠めるなりびくりと揺れたそこは、布越しでも分かるほどに熱を孕んでいる。は、と詰めていた息を吐き出せば、反対に蘇芳がひくりと喉を震わせた。

「っ……おい、やめとけ。キスで真っ赤になるぐらいの初心のくせに」

「それは……そう、だけど！　蘇芳が苦しいなら、私が何とかしたいから……」

　力になりたい。慰めてあげたい。純然たる好意から湧き上がるその衝動は、私の性根にまで染みついてしまっている。蘇芳も二十年の間の私で覚えがあるらしく「またあんたはそうやって……」と唇の端を戦慄かせた。

　蘇芳は意見を曲げない男だ。今ここで彼の退出を許してしまえば、今後抗争の後に身を任せてくれることはなくなるだろう。想いや身体が通じ合ったとしても変わらず、もっともらしいことを言って一人きりで苦しい夜を過ごすに違いない。それを思えば今の私のささやかで初心な羞恥なぞ、捨て置いたって構わなかった。

　『二、たまには自分からスキンシップ』、――――女は度胸、だ。

「……本当に嫌だったら、言ってね」

「嫌、というか……お嬢にこんなこと、させるわけには……、ッン、」

　着流しの合わせ目を乱し、下から現れた愛想のないボクサーパンツの端に触れる。すす、と指を滑らせれば、まだどこか柔らかく、芯の通っていない屹立がさらに頭をもたげた。色の濃い布地をしっかりと押し上げて育つそれは、私の視線に晒されるだけでもじわじわと昂っているようで。

「ッ、……」

　落ちてきた熱い吐息が手の甲を撫でる。私の手は自分が意図するよりも厭らしく動き、じんと痺れるほどの熱を放つ肉茎を恭しく撫で擦っていた。きゅ、と力を込めて扱き上げるようにすると、ひどく窮屈そうにいきり立つのが生々しい。拙い愛撫だというのに、蘇芳のものは彼自身と同じく私に甘いらしかった。

　しばらく愛撫を続ければ先端が硬く腫れあがり、繊維の隙間からじわりと芳しい淫液が滲む。目を覆いたくなるほど厭らしく、女の部分を刺激される光景だった。まだ指の一本すらも受け入れたことのない私の隘路が、これが自分の雄だと早合点してじくじくと疼き始めてしまう。

「お嬢、ッそこ、……」

「っ、気持ちいい……？」

「ッん……見れば、分かんだろ……」

　常は清廉で鋭いはずの眼差しに悦が混じり、薄く開いた唇の隙間から漏れる吐息が荒く掠れる。眉が男らしくしかめられ、その下で輝く瞳が快感にけぶっている様が、私の心臓を痛いぐらいにときめかせた。初めて見る蘇芳の痴態の鮮烈さに、逞しい幹に絡めた指が甲斐甲斐しさを増していく。

　ちゅく、という密やかな蜜音まで立て始めたそれに、これ以上下着を汚さないようにという大義名分で、私はもう片方の手を伸ばす。熱に浮かされるような心地で布地を押し下げると、弾けるようにして猛々しい怒張が姿を現した。

　その瞬間に私を支配する、色濃く充満する男の人の香りと、いけないものを目にしてしまったような背徳感。

「……ッ」

「う、……ッン、お嬢？」

　清潔に保たれた、肌より少し浅黒いそれに嫌悪感はなかった。ただ、蘇芳の獣性をあられもなく伝えるかのような滾り方と大きさに、――――堪え性のない胎が、それを収めるときのことを想像してしまったのだ。

　私の指三本分。これでもまだ限界でないのだと思うと顔が熱くなり、口の中が急速に乾いていく。私は勢いに任せて、とんでもないことをしてしまったんじゃないか。そんな思いが胸を占めていく最中、蘇芳のかんばせからゆっくりと、戸惑いの色が消えていく。私の今更な照れと困惑を見た彼の心理に、どんな作用があったかは定かではないけれど、――――蘇芳が再びこちらを見つめたとき、そこには痛いぐらいの劣情が溶けた、獣じみた瞳だけがあった。

「ぁ、……っ」

「……お嬢、終わりですか」

　ぞろり、と彼が嗤う。目元の形は優しい笑みの形を保っているのに、私の背筋をぞくぞくと震わせるだけの魔力が、確かにそこにはあった。男振りのいい顔を欲望に歪めた、見たことのない蘇芳が私をひたと見据えている。

　どうしよう、何か言わなきゃ、――――でも、何を？

　固まる私に向かって、彼の大きな手のひらが伸びてくる。こめかみから後頭部までの髪をくしゃりと掻き混ぜて、うなじの辺りを意味深に擦って。そこにゆったりと力が込められてしまえば、私は誘われるようにして頭を垂れていくしかない。心臓が跳ね上がり、鼓動も俄かに速くなる。香りがぐっと強くなり、零れた吐息が屹立の裏筋をくすぐるぐらいの距離に、ひどく眩暈がした。

「俺は、基本的に我慢強いほうですが……根が悪人なもんで、あんたのことになると、てんで駄目なんです」

「駄目、って……」

「止めなきゃいけねえって分かってるのに……こんな、」

　彼の手がひときわ強く、私の頭を押さえつける。数センチの隙間を容易く飛び越えて、私の唇にまで熱杭の温度が伝わってきた。

「あんたを誘うようなことばっかりしたくなる。……ほら、お嬢。あんたが選んでください。続けるか、やめるか」

　忍ぶような笑い声と共に、ぱっと何の未練もなく手が離れていく、――――それでも私は、顔を上げられない。

　大した経験のない自意識が、こんなのはしたないと私を揶揄する。破裂しそうなほどに心臓が暴れる。それでも、どうしてもこの唇を遠ざけようとは思えなかった。

　緊張から汗ばむ手のひらを逞しい太腿へ預け、そっと目を伏せる。いっそ恭しいまでの所作で、私は目の前の昂りにキスを落とした。

「ッあ、ぐ……ッ」

「は、……ちゅ、んん……」

　火傷しそうなほどの熱が、私の唇を一瞬で火照らせる。脳味噌がぐらりと揺れる感覚。触れてしまった、という後悔にすらならない感慨が浮かんだのは一瞬で、あとはもう酩酊感に唆されるままに振る舞うだけだ。

　つるりとした先端に柔く吸い付いて、濡れた鈴口の周りを舌で優しく舐めてあげる。硬くした舌先でその小さな穴をくすぐってやれば、ぷくりと溢れる淫液と共に、頭上から呻きを噛み殺したような呼気が降ってきた。

「ぁ、お嬢……っ、ン」

　――――蘇芳、かわいい。

　常日頃は大層格好よく、私の最初で最後の恋を欲しいままにしている蘇芳が、私に弄ばれている。そう思うと、どうにも心臓がうずうずしていけない。自分がしていることのふしだらさすら忘れてしまいそうになってしまう。

　もっと蘇芳の痴態が見たいという欲に従い、ちゅ、ちゅう、と吸い付くような愛撫を止めないまま、舌を段差に沿って這わせる。雄々しい輪郭を丁寧に辿るうち、びくびくと震えるそれに妙な愛おしさがこみ上げて、私の口淫には徐々に熱が入り始めた。邪魔な横髪を耳にかけ、上目遣いで蘇芳を窺えば、彼はひどくじっとりと熱く湿った視線で私の奉仕を眺めていて、――――

「ッ、は、くそ……」

　破壊力が、とうわごとのように呟いた蘇芳の腰が小さく震えた。荒くざらついた呼吸が重く沈み、私の前髪を優しくくすぐる。その感触に背中を押されるようにして、私の舌は先端から硬い幹のほうへと移動した。

　片手では握り込めないほどの質量に、また恥知らずな最奥がじゅわりと湿る。はっきりと浮き出た裏筋も、充溢した血管の一本一本も、舐め啜るたびにどくどくと脈動して、彼の身に溜め込まれていく快感を教えてくれた。

「……ッやっぱり、止めておきゃよかったか……」

「ん、ぁむ……っ止めて、私が聞くと思う？」

「そりゃあ、思いませんよ……あんた、変なところで肝が据わって、ぁ、っ馬鹿、咥え、……！」

　肝が据わっている、――――私を形容する言葉として、周囲が使う単語ナンバーワンだ。それをこんなところで発揮しているのは、当然、蘇芳しか知らないことだけど。

　彼の焦ったように上擦る声音も、止めようと伸ばされた手も、私の肝の据わり具合に対して一拍遅かった。太腿に委ねていた手を怒張へと添え、その刀身をゆっくりと咥内へと受け入れていく。散々舐めた後では咥えるのも然程恥ずかしくなく、ほとんど抵抗なく私は熱の塊を飲み込んだ。

　ただ蘇芳に何度も小さいとからかわれた口は狭く、顎を限界まで開いたってはち切れそうな幹は手に余り、丸々と肥えた先端は喉を塞いでしまう。とろりと零れた先走りが喉に注がれ、そのまま食道を伝い落ちていくのが淫猥に思えて、反射的に喉が締まった。そのままゆっくりと、苦しくない程度の緩さで全体を扱き上げていけば、やがて小さな呻き声が耳朶を打ち始める。

「んっ、ぁ、はァ……な、こっち向いてくれ、」

　緩く肩に乗っていた手が、再び優しくこめかみをくすぐる。劣情が色濃い誘いに乗って、昂りを頬張ったままそちらを見上げれば、蘇芳の瞳に私が映り込む。卑猥な被写体はすぐにぼやけ、色情が彼の目元を一層濃く染め上げた。微かな自嘲こそあれど、愉悦が多く溶けた声音で、蘇芳は小さく吐き捨てる。

「ハッ……大事にしたい女に、こんなもん甲斐甲斐しくしゃぶらせて……興奮してる辺り、俺も大概だな」

　神聖だとすら思うからこそ、汚すことに背徳感を覚える、――――ぎらぎらと脳髄にまで突き刺さるような肉欲の視線と言葉に、精神的な悦楽が尾骶骨まで迸る。蘇芳が品行方正で誠実で、忠実なだけの男ではないのだと教え込まれるような心地だった。

　そうだ、蘇芳は基本『わるい男』だ、――――極道三条組の若頭、なのだから。

「……俺みたいな悪い男に唆されて、汚されていいような人じゃないでしょう。あんたは」

　微かに切なく響いた囁きは、まっさらな水面へ落ちた墨のように染みを作る。ただ、私が何か考えるよりも早く、舌の上に横たわるそれがびくんと震えたせいで、すぐに思考が曖昧に解けてしまった。蘇芳もひときわ険しく眉をしかめ、熱っぽい溜息ごと私の髪をぐしゃりと掻き混ぜる。華のある整ったかんばせに、汗で髪が一筋張り付いているのが、堪らなく厭らしく思えた。反射的に膝をシーツに擦りつけ、じわじわと高まっていく女の悦には気付かない振りをする。

「っん……は、すお、」

　ゆるゆると頭を揺らし、唇と喉奥で丁寧に屹立を扱く。甘やかすような、その滾りを宥めるような舌戯をいたくお気に召してくれたのか、裏筋を優しくくすぐると反応がよかった。甘めの愛撫の合間に、頬も使ってきつく啜るようにすれば、限界が近いらしい彼の腰が小刻みに痙攣し始める。口に入りきらない根本は、指で作った輪できゅ、きゅ、と締めるように刺激すると、咥内の質量がさらに膨れ上がっていった。

「はー……っ、ぁ、く、お嬢……もう、」

　華やかな面差しが、快楽でぐしゃりと歪む。甘ったるい刺激だけでは果てに至れないのだろう、吐き出された吐息はどこか苦しげだった。婦女子の心を惑わせる魅惑の囁き。すっかり誑かされたような気分になった私は、唇の淵ぎりぎりまで熱杭を引き抜くと、苦みを迸らせる鈴口を舌できつく責め立ててあげる。手のひらも追従するように動きを激しくして、彼を果てへと押し上げようとした。

　そうして、ついに破裂寸前になったところで、喉奥まで一気に呑み込んで、――――ぎゅう、と絞る。

「あ、ッん……ぐ、……ッ！」

　彼が大きく胴震いしたのを認めた瞬間、喉の行き止まりに、びゅる、と熱が叩きつけられた。むせかえるほどの香りと勢い。もう飲み込むしかない位置だった。私が散々舐めしゃぶって育てた分の欲が昂りの先から放出され、咥内をひどく汚したのだと思い知らされるような味が、胃の腑を灼いていく。

　耳障りといっても差し支えない、重く引き攣れた呼吸が頭の上で蟠る。舌の上に居座っていた怒張は、どくり、と彼の腰と同じように震えながらも、ずるずると咥内を後にした。酷使された顎は上手く閉まり切らなくなっていて、私の唇からはだらしなく銀糸が垂れてしまう。

「ッはー……、は、ぁ……ん、全部飲めましたか」

「ん……っんん、」

　夢を見ているかのような、惚けた表情の蘇芳が私の唇を丁寧に拭う。優しい手つきだった。擦れて腫れぼったくなった唇は、ほんの少し擦られるだけで微かな快感を生み出してしまう。「飲めましたか」という台詞も相まって、腰の奥がきゅんとひくついた。散々甚振られた咥内と欲望に晒された肌が、快感を馬鹿正直に下腹部へと伝えてしまえば、ひくつくそこがどろっと蕩ける。

　蘇芳はきっと、あのタイミングで腰を引いて外に出すことだって可能だった。それをわざわざ、あの白濁を飲み下さなければならない位置で果てたことの意味を考えてしまう、――――やっぱり蘇芳は、『わるい男』なのだ。

「はぁ……、喉とか、口とか。痛かったりは」

「ん……大丈夫、だと思うけど」

「本当に？　……くち、開けてください」

「え？　あ、あっ……ふぁ」

　優しい彼の親指が、器用に動いて私の口をかぱりと開く。ほどなくして彼の唇が覆いかぶさり、献身に報いるかのように私を甘やかし始めた。ついばむような柔さが滲んだ、甘やかなそれ。ちゅ、ぅ、という水音はひどくゆったりなのに、ただでさえ奉仕で茹っていた私の身体はすぐに再燃してしまう。蘇芳もそれに気付いたのだろう、まだ整っていない息をそのままにキスをどんどん深くしていく。

　前まではどことなく蘇芳側に余裕があって、私ばかりが振り回されるようなキスだったはずなのに、今の口付けは荒々しさが滲み、彼の唇の熱さが際立っていた。咥内を蹂躙される感覚はひどく生々しく、激しい舌遣いにすぐ息が上がる。うっすらと彼の表情を盗み見れば、そこにあったのは頬まで赤く染めた、――――絶頂の余韻が残る、必死そうな顔で。

「ふ、ぁ……っん、ン……ッ」

「お嬢、ッ、……」

　唇同士の隙間から漏れる声も、呼吸も、もはや興奮と劣情を隠そうともしていなかった。私の気持ちいいところを弄ぶだとか、ゆったり気持ちを高め合うだとか、そういった建前を全部取り払った獣じみたキス。普段はきつく戒められている蘇芳の箍が、確かに緩んでいるのだと思い知らされる。

　当初の予定より大胆なスキンシップになったような気もするけれど、またも『蜜月五カ条』がいい働きをしてくれた、――――ということなのだろうか。

「ッ……口も、首筋も……熱くなってる」

　ちゅ、ちゅ。太い血管を辿るように、彼の唇が戯れめいた動きで吸い付いて、ゆっくりと胸元へ差し掛かる。合わせ目の緩んだ浴衣は容易く乱され、蘇芳の鼻がしっとりと汗ばむ肌へと擦りつけられた。

「あ……っ、ん、すおう……」

「……は、やらかくて、甘くて……雄を煽る、いい香りだ」

　キスは甘噛みに変わり、獣じみた呻きがそこから漏れ聞こえる。感触と味を確かめるかのように、れる、と舌を押し当てられるのが堪らなく、私は頑是ない子供のようにかぶりを振ってしまう。駄々を捏ねるようなその仕草に、蘇芳の喉から乾いた笑いが零れた。劣情をとろとろに煮込んだような、そんな音だった。

「こんな身体、俺に差し出しちまって……馬鹿だよな、あんたは」

　焦点がぼやけるほど近くにある彼の顔は、微かに憐憫にも似た苦味を滲ませている。先ほどの、『汚されていい人じゃない』という台詞とよく似た響き。それが何となく切なくて、私はその頭を再び胸元へと抱え込んだ。

「っ、いい、の……蘇芳だから」

　落とした囁きは心からの言葉だった。蘇芳だから、キスを許す。蘇芳だから、苦しんでるなら助けてあげる。蘇芳だから、この先もしてほしい。

　様々な思いを一緒くたに混ぜた言葉が、蘇芳にどこまで正しく伝わったかは分からない。ただ分かるのは蘇芳が小さく息を呑んで、ほんの少し表情を緩めて、――――私の肌を再び汚し始めたという事実だけだ。

「蘇芳……？」

「……お返しです、お返し。俺ばっかり満足したんじゃ、男が廃ります」

　だから、大人しくしていてください。

　瞬きの間に鷹のような鋭さを取り戻した瞳が、私をシーツの上に縫い留める。自分は適当に身形を整えながら、一方では鼻先で私の服を乱していく蘇芳の手腕は確かで、浴衣の帯はあっという間に視界から放り出された。

「ひぅ……っあ、ゃ、くすぐったい……」

「くすぐったいんじゃなくて、気持ちいいって言うんです。……ほら、」

　何かが吹っ切れたような、甘く蕩けた声音が私を唆す。その声音の持ち主は、カップ付きのキャミソールから零れた膨らみの裾野を舌先で弄びつつ、灼けそうなほどに熱い指先で、へその淵をかりかりと引っ掻いてみせた。快感までは遠いのに、受け流すには厭らしすぎる愛撫。気持ちいい、と素直に零せば、蘇芳の視線までがどろっとした甘さを孕んでしまう。普段は彼のほうが私に従順なくせ、こちらが屈服するのに興奮するなんて蘇芳も大概厭らしい男だ。

　へそと戯れていた蘇芳の指先が、キャミソールをゆっくりと捲り上げる。私の両手はそれを止めることもなく、彼の後頭部をくしゃくしゃと掻き混ぜていて、膨らみの何もかもは、生まれて初めて彼の眼前に晒された。

　蘇芳の目が、ふるりと揺れる双丘に釘付けになる。

「ハ、……ああ、すげ……」

　情欲に掠れた囁きは、ひどく熱っぽい。見慣れたまろいシルエットがこんなにも淫靡に見えたのは初めてで、私はかあっと染め上がる目元を隠すように顔を逸らした。それでも、蘇芳の視線がどこに向かっているのかは如実に感じてしまって、思わず太腿を擦り合わせてしまう。くち、と鳴った水音は、きっとまだ彼には届いていない。

「キスしかしてねえはずなのに……ここ、勃ち始めてますね……？」

「っふ、ぅん……っ」

「キスだけじゃあ、こんなにならないでしょう。舐めてるときから興奮してましたか」

　ふっくらとした乳輪の中心。既に兆し始めていた蕾の側面を、彼の硬い指の腹がじっくりと擦り上げる。甘やかすような手つきだった。根本から先端へと繰り返しかわいがられてしまえば、蕾はさらにぽってりと膨らんでいき、ふしだらな形へと育っていく。男の人が摘まみやすいような、そんな形へと。

　当然、そこを甚振っている蘇芳がそれに気付かないはずもない。滑らかで柔いまろみを揉みしだいていた指が、また一本、蕾へと伸びる。蕾を苛む指は二本に増え、私の身体のはしたない望み通りにくりくりと捏ね回し始めた。新しい刺激に腰が浮き、蜜を作り出す最奥がじゅわりと卑猥な音を立てる。胸なんて、自分で触ったって少しも気持ちよくないのに。どうして彼に触られてしまうと、こんなにも堪らない気持ちにさせられるのだろう、――――

「ゃ、知らな……っ、ん、すおうの、せい……」

　そう、彼のせいだ。

　なじるようでいて甘えを含んだ声音に、蘇芳がすう、と厭らしく目を眇める。その瞬間、私は自分の台詞選びが失敗したことを思い知った。

「……へえ、そりゃあ悪いことしましたね……じゃあ責任取って、慰めてやらなきゃ、な」

「えっ、ァ、ひ、あぁ……ッ！」

　じんじんとした疼きを溜め込んだ蕾が、どろりと熱い咥内に招かれる。たっぷりと濡れた舌が訪いを歓迎するかのように巻き付き、なぶるように舐めしゃぶった。乳輪ごと唇で激しく吸ってみたり、かぷりと柔く歯を立ててみたりという淫戯は、腰の奥にひどく響く。加えて指が責め立てられていた反対側の蕾も、膨らみの中へと押し戻すように潰され、私は喉を晒して嬌声を迸らせた。

「あッ……！　あ、っは、ゃ、んんっ！」

「……っとに、気持ちよさそうに啼きやがって……」

　そう言うなり蘇芳は再び膨らみに吸い付き、分厚い舌で弾くように蕾の根本を掻いた。私がその性感に気を取られているうちに、彼の武骨な手のひらはするすると脇腹を這い、ショーツの中へと滑り込んでみせる。

　私の下腹部は奉仕による精神的悦楽と胸への淫虐で、既にぐずぐずにほぐれていた。太腿の内側に籠った空気は、きっとひどく女の温度をしているだろう。そこへ忍び込んだ男の指先が花弁を掻き分け、溢れてしまった蜜をくちゅりと掻き回した。ぞろりとした笑みが彼の口の端へと浮かび、壮絶なまでの獣の気配が私の肺を押し潰す。

「どろっどろ……」

「ッや、ばか蘇芳、言わないで……！」

「ッハ……正直に言っただけでしょうが。こんなにぐしゃぐしゃに濡らしてるお嬢が悪いんです」

　膨らみに浮かぶほくろを悪戯っぽく甘噛みして、蘇芳はゆるりと目を眇めた。蜜を掬った彼の中指は、そのまま緩慢な動作で秘裂のすぐ上、――――まだ柔らかな淫芯にそのとろりとした蜜をまぶしてしまう。ひ、と声を上げた私の唇へと宥めるようなキスが降って、指は幼気なその芽を我が物顔で弄び始めた。

　包皮を無理に剥くようなことはせず、あくまで甘やかに腹の部分でタップ。ほんのり膨れてきたところで、側面や裏筋を丁寧に掻きむしる。どんどん溢れ出るとろみを何度も擦り付けられ、ほとんど溺れているような花芽は、それでも健気に震えて快感を吸収し、私の脳味噌を煮蕩かしていく。痙攣を繰り返す太腿がぎゅう、と締まり、間に陣取る蘇芳の手を奥へと引き込もうとするのが、ひどくはしたなく思えた。

「ぁ、っあ、や、そこ……っだめ、すお、」

「かわいい声で呼んでも駄目だ。あんたが、俺に許したんですよ……俺だから、って」

「ん、んんぅ……っ」

「……あんたは、それがどれだけ俺を狂わすか……分かってねえんだろうな」

　は、と吐き出された息が鎖骨を撫でた。指戯は苛烈さを増し、ひくつく淫芯を摘まみ上げては扱くようになぶっていく。ちゅくちゅくという淫猥な音の合間に挟まる、密やかな私の啼き声。それが余計に厭らしくて、耳からも脳味噌が侵されていって、――――

「……お嬢、腰上げてください」

「っふ、はー……っ、は、え……？」

「失礼します」

　上げて、なんて言ったくせ、私が動くよりも早く彼が腰を抱え上げる。双臀を掴んだ手にショーツを取り去られ、太腿は蘇芳の肩の上へ。肩甲骨の辺りだけで身体を支える格好になると、沸騰した血がなだらかに頭のほうへと逆流し出した。でも、私の顔がじわりと色づいていくのは、その重力だけのせいじゃない。

　だって、――――一番恥ずかしい場所を、好きな人に見られている。

「ぁ、やっ……うそ、見ないで……！」

「……はァ、すっげえ眺め、」

　――――全部、見える。

　うっそりと笑う蘇芳と自分の秘所越しに視線が交わって、眩暈が私を襲う。声にならない悲鳴を上げ、彼の額を両手で押し返そうとするものの、私とまるで違う骨格を持つその人に勝てるはずもなかった。無駄な努力をしている間に、太腿には骨ばった指が沈み込むように巻き付いていて、足を下ろすという選択肢すら奪われてしまう。

　自分がいかに柔く、無力かを思い知らされるような心地に、胸が疼く。私の手は蘇芳の前髪をくしゃくしゃにするばかりで役に立たず、足は少しも満足に動かせない。いつも私に忠実な彼は、いざとなれば私をどうとでもできるのだ、――――そう思うと怖気よりも先に、期待が最奥を緩めていった。

「あんただって、俺の散々見たでしょう。お返しです」

「だ、だからって、こんな格好……あんまりでしょ……」

「そりゃあすいません」

　だからと言って改める気はないらしい。蘇芳の手が腰を抱え直し、悪戯な吐息が曝け出された秘所を撫でていく。

「ッだめ、蘇芳、……あっ、ぁ、ふーって、しちゃ……」

「ん？　ふー……って、されるの、気に入りましたか」

「や、だめって……っあ、ひ、んんッ！」

　濡れそぼった花唇へ吐息が柔らかく吹き付けられる感覚は、ぞっとするほどの悦楽を運んでくる。

　爪先をぴんと伸ばして感じ入る私に、蘇芳は意地悪く舌なめずりをすると、既に綻び始めていた蜜口にそっと口付けた。卑猥すぎるキスで奥からさらに愛液が溢れ、隘路をとろとろと伝い始めてしまうのが分かって、いっそ泣きたいような気持ちになる。

「は……ッ、ちゅ、ん、ん……く、」

「ぁ、ぁあっ……すお、だめだってば、ぁ……」

　男らしい鼻筋が恥骨の上に覆いかぶさり、さっきまで膨らみを苛めていた唇が蜜口に吸い付く。巧みに動く舌がその泥濘を掻き分け、蜜路の浅瀬に溜まった淫液を残らず啜り上げようとする。秘所に埋められた顔の中で、ぎらついた瞳だけが爛々と私を見つめている、――――どれを取ってもこの上なく淫猥で、ふしだらで、扇情的な光景だった。

「溢れそ……、ッん、は、」

　ぢゅう、というあんまりな音がして、ぞくっと甘ったるい悦びが全身を貫いた。薄くまろいお腹が痙攣し、足先が宙でみっともなく藻掻く様は、私の限界を明け透けに伝えてしまう。触覚と視覚によって、果てへと押し上げられていく身体。蘇芳はそれを伏せた目で見遣ると、雄くさく、愛おしげに口角を上げる。

「ハァ、……ん、身体中びくびくしてんの、かわいいですよ。お嬢」

「ひ、ぁ」

　ぺろ、と淫芽をついでのように舐められて、彼の喉仏がごくりと動く。その内側で飲み込まれていったものを思うと、思考がぐしゃりと絡まった。

　身体中で一番はしたない場所を『蘇芳』に舐められているのだと、思い知らされる。

「もうイきそうなんでしょう。ここ、ひくひくして……奥まで蕩けてきてる」

　蘇芳の指が蜜口の淵を引っ掛け、くぱりと開く。奥を覗き込むようにされて、もうとっくに振り切れてしまった羞恥のメーターがさらに大きく振れた。視線に晒された奥が、じゅわ、と溶ける気配。差し込まれた太い指を伝って蜜が滴り落ち、シーツに卑猥な染みを作る。

　彼の言葉通り、私の果てはもうすぐそこだった。浅瀬をたっぷりと甘やかされたせいで、快楽を内包する子宮がふつふつと煮立っている。あとほんの少しのきつい刺激で昇りつめてしまいそう、――――そんな予感に息を呑んだ私へ、蘇芳は擦り切れた余裕を湛えた唇で、ぞろりと笑ってみせた。

「目ぇ逸らすなよ。俺があんたのこれ、舐めるとこ……ちゃあんと見てろ」

「ッ、あ……！」

　待って、と懇願する暇すらなかった。もう一度花唇へとむしゃぶりついた彼の舌が、蜜裂の上で震えていた芽までじれったく滑っていき、器用に包皮を捲り上げてしまう。剥き出しになった敏感な真珠を、からかうような吐息が掠めて、――――ざり、と鋭い刺激が走った。

「ぁ、～～～ッ、は、ぅん……っ！」

　びくんと腰が跳ね上がり、舌がそれに追い縋る。逃がしてもらえなかった哀れな花芽は、包皮の内側に隠されていた実の側面も、裏筋も、何もかもを蹂躙されていく。

　たっぷりと濡れた舌の献身は凄まじかった。腰から下の感覚がなくなってしまいそうで、このまま身体が自分のものではなくなってしまいそうで、――――私は思わず指先で蘇芳の服を手繰り寄せる。

「ッは、ぁあっ、すお、蘇芳……」

「ッ、ン……どうしたお嬢、怖いか？」

　優しく、私への慈愛が満ちた声音に子供のように頷いてみせれば、蘇芳が小さく笑った気配がした。仕方ないなとでもいうような笑み。私の腰を抱え上げていた手が、膝の裏を柔くくすぐる。

「ん、っも、それ以上は溶けちゃうから……」

「……へえ、溶けちまうのか」

「うん、ッうん、だから、ね？　一回止め……ッあ、ぁあっ！」

　二度目の懇願も叶わず、再び蠢き出した蘇芳の舌が私の思考をふやけさせた。赤く充血した実も、その周囲の薄い粘膜も、丁寧に丁寧に愛されて。尾骶骨の辺りがじんわりと痺れて、ぐずぐずに蕩けていく感覚に飲み込まれていく。

　その蕩ける感覚はやがて骨盤の奥まで染み入って、大事に守られている胎さえも陥落させようと手を伸ばす。

「ッそのまま、溶けちまえ……っは、ほら……っ」

「っ蘇芳、ほんとに、ッ……」

　温かな舌が、震える花芯をぐっと持ち上げる。その先で待ち受けているのは、男の人の、少し硬い唇。

　その唇が、いっそ優しく淫芽を吸った。

「ぁ、あっ……！」

　身体の下半分が、どろっと融解する錯覚。

　どこにも力が入らなくなって、ただ大きな快楽だけが全身を満たしていく。緩やかで甘いのに、深い深い絶頂だった。取り返しがつかないところまで堕とされたような、そんな気がして、私の目尻からは勝手に雫が零れてしまう。

　彼の命令通り、そのかんばせを見つめたまま、私は身体をどろどろに溶かされる法悦を享受した。

「ン……ああ、イッたな……」

「は、ぁ……っ」

「こんな、ぐずぐずで……本当に溶けてなくなっちまいそうだな、お嬢は」

　まあ、それもいいか。

　ぞっとするほど甘い低音が、果てたばかりで敏感すぎる粘膜の表面を撫でてみせる。忘我の彼方からまだ戻り切れていない私を置いて、彼は再びそこに舌を這わせた。

　あやすように舐めて、じんじんと疼くそれを慰めるだけ。決してきつくはないはずの愛撫は、今の私の身体にとって淫虐にも等しかった。許容をとっくに超える暴悦に視界が霞む。それでも、覚束ない思考はまだ蘇芳の命令をきちんと覚えていて、憎らしいぐらいに雄の顔をした想い人が、こちらを見つめながら小さな粒をあやす様を甘受してしまう。

　ごくりと上下する喉仏。ぽたりと落ちる汗。壮絶な色気を放ちながらも、蘇芳の瞳はどこか褒めそやすような光を湛えている。私の悶絶を堪能するかのように、瞳孔がきゅう、と縮んで。

「ハ、ちゅ、んッ……なあ、おじょう、お返し。どうですか……」

　気持ちいい、と言えと強請られているのだと思った。乱れた前髪の束、その隙間から獣を飼った瞳がちらちらと見え隠れしている。私が見えているなら、こちらだって見られている、――――急にそのことが下腹部に溜め込まれた快感を波打たせて、脳味噌までを丸ごと、呑み込んで。

「っは、ぁ、きもち、きもちい、からぁ……っ」

「ん、……ああ、いい子だ、お嬢……ほら、――――イけ……！」

　蕩けるような命令と共に、甘く、きつく、歯が立てられた。

「ッあ、ぁ、んん……っ～～～！」

　がくん、と全身が揺れた。

　秘所全体がぐっと胎側に沈み込むような感覚。脳の奥で何かが焼き切れるような音が響き、瞼の裏で星が明滅する。ぶわりと芳香な蜜が溢れ出る気配に、喉が酸素を求めて微かに震えた。足さえ浸けたことのなかった法悦の海に、今や全身が溺れている。思考を何もかも駄目にしてしまうような圧倒的な快感。

　蘇芳が望んだ通りに絶頂したのだと、否が応でも彼に伝えてしまう痴態だった。

「はぁー……っ、ん……ぁ、」

「大丈夫……だいじょうぶ、かわいかったですよ、お嬢」

　果てから下りてこれず、どくどくと震える淫芯を、蘇芳が慰めるようにゆったりと舐めてみせる。悦を呼び起こさないよう調整された舌遣いは的確で、しばらくそうされているうちに、じんと痺れるような熱が緩やかに引いていく。ようやく足も解放され、蘇芳の手によって恭しく布団の元に下ろされた。こちらを見下ろす彼が、ぐい、と手の甲で口元を拭う。

「は、……っは、ぁ、すお……」

　この後は、――――そう言おうとした唇が、ぬるいキスに塞がれる。二度目のときと同じような、穏やかで幼気な、甘ったるいキス。まるで私の意識ごと吸い取るかのようなそれに、初めての絶頂でくたくたになった身体が丸め込まれていく。寝かしつけられているのだと気付いても、もう遅い。ただ、あまり焦燥や後悔はなかった。

　今日こそは『婚前交渉』に漕ぎつけられたかもしれないのに、と思う心がないわけじゃない。でも、私が目指すゴールは『蘇芳に私のことをより好きになってもらうこと』『本当の恋人らしくなること』で、行為自体が目的ではないのだ。

　蘇芳の色んな顔が見られて、本心のようなものも垣間見れた。きっと、今日はそれで充分。

「後始末は、全部俺がしますんで。お嬢は寝てください」

「ん……、っでも……」

「俺の問題に付き合わせたんだから、俺が整えるのが筋でしょう。それに、お嬢は遅くまで起きてると胃を壊すから」

「……心配性」

　ちゅ、とキスをほどいた唇でくすくすと笑ってやると、蘇芳がほんの少し眉根を寄せて「いけませんか」と囁く。彼の指が、大切なものに触れるかのような速度で私の髪を梳いた。そこには余剰な欲も熱もなく、『いつもの蘇芳』の手つきだった。それがさらに、お湯に身を沈めるような安心感を連れてくる。意識がじわじわと、そのお湯へと溶け出して、ほどけていく。

「ううん。ありがとう……おやすみ」

「ん……おやすみなさい、お嬢」

　駄目押しの、額へのキス。それを合図に眠気への抵抗を止めれば、するりと私の意識は落ちていった。
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　翌朝、午前七時。柔らかな朝日が障子を透かす中で、私は隣で眠る美丈夫のかんばせを、かれこれ五分ほど見つめている。

「蘇芳の寝顔、久しぶりかも……」

　つん、と頬を突いてみるも、彼は唸り声一つも上げる素振りがない。気配に敏感かつショートスリーパーで、朝にも強いはずの蘇芳が珍しい、――――がっちりと腰に巻き付いた逞しい腕から意識を逸らしながら、そんなことを考える。私が五分も蘇芳の寝顔を見つめているのは、珍しいからというのもあるけれど、そもそも動けないからだった。

　こちらが目を覚ましたときは既にこの状態で、最初こそ昨夜の記憶があれこれと蘇り、羞恥で悶絶しそうになったものの、腕のせいで転げまわることすらできなかったのだ。彼の体温にドキドキして、香りにドキドキして、抱きしめられている現状にドキドキして、――――一周回って、睫毛の長さを見て「いいなあ」なんて呑気なことを呟けるぐらいには落ち着いてしまった。

　蘇芳の頭は私より少し下に位置している。きっちりと乱れなく整えられた私の襟元に、彼の前髪がはらはらと降りかかっているのが見えて、私はついその顔を覗き込んだ。

「蘇芳？　ほんとに起きてないの？」

「……ん、」

「ご飯作りたいんだけど……」

　これだけぐっすり寝ているということは、蘇芳も今日はお休みなのだろう。それなら普通の朝食をグレードアップして……などと考えていたのに、思わぬ足止めを食らってしまっている。蘇芳、と呼びながら腕をぺちぺちと叩いてみると、彼は再び小さな寝息を立てて、ほんの少し腕を動かした。袖口が捲れ上がり、鮮やかな刺青がちらりと覗く。

　これなら抜け出せるかもしれない、――――何とか身体を反転させようと奮闘させる私の耳に響いたのは、どことなく不機嫌そうな声音、で。

「お嬢……どこ行くつもりだ」

「あれ、蘇芳起きた？　もう七時だからご飯を、」

「行くなよ……あんたは、もう俺の、だろ……」

「……」

　私を捕まえ直した腕が、一層強く腰を掻き抱く。彼の額が胸元にゆるく擦り付けられ、私は耳に届いた台詞も相まって思わず呼吸を止めてしまった。

　――――蘇芳、もしかして寝ぼけてる？

　また緩やかな寝息を立て始めたことといい、ちょうどいいポジションを探すかのように幾度も擦り寄られることといい、蘇芳は完全に寝ぼけているらしかった。それを理解した途端に、胸がぎゅう、と甘く締め付けられる。どうしてこの人は、時折こうもかわいくなってしまうのだろう。若頭とは思えないふやけ具合だ。

「……仕方ないなあ」

　自然と口角が緩み、淡い微笑みが零れてしまう。もう少しだけ寝かせてあげよう、なんて、すっかり骨抜きにされてしまった私がしたことと言えば、もぞもぞと姿勢を整えて蘇芳の抱き枕になることだった。視線だけで辿るのは、普段はあまり見せてもらえない蘇芳の刺青。

　程よく焼けた肌の上で、色とりどりの菊の意匠が咲き誇る。その間を縫うように描かれているのが龍の尾だ。腕にぐるりと巻き付くような形のそれは袖口の下へと消え、肩にある頭の図柄と繋がっていたはず。そんなことを考えながら視線を遣れば、ふと、僅かに鉄錆にも似た香りが鼻についた。

　龍の尾を一閃。抉れた鱗の間は、中途半端な血肉の色をしている。それがどういうことなのかを一瞬考え、――――反射的に勢いよく身体を起こした。

　あまりの勢いに蘇芳の腕はするりと外れる。私は慌ててそれを捕まえると、袖を押しやって腕全体に視線を走らせた。

「……ってえ、な、……あ？　何だ、お嬢か……」

「ねえ蘇芳、昨日怪我した？」

「……」

　跳ね飛ばされた勢いで頭でもぶつけたのか、先ほどよりも不機嫌そうに身体を起こした蘇芳が、私の言葉にぴたりと動きを止めた。まだ本調子ではないらしい彼の脳味噌が、必死に今の状況を理解しようとしているのが伝わってくる。その視線がゆっくりと私を捉えたあと、僅かにばつが悪そうな色を灯すのを確認してから、私は彼の腕をがしりと掴んでみせた。生憎と、私は蘇芳と違って力が強くないので、両手で抱きしめるようにして。

「こっちに来て」

「……はい」
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「もう、本当に怪我に無頓着なんだから……普通そのまま寝る？」

「……面目ありません」

　傷口に今更な消毒液をかけ、ガーゼを宛てがい包帯を巻く。精一杯の手当てを施しながら、私は二歳年上のはずの幼馴染相手に説教をしていた。蘇芳の身体に残っていた切り傷は、腕の防御創がいくつかと脇腹に一つ。その他に打撲痕もいくつか見つかった。全て昨日の抗争で負い、血が自然に止まったのをいいことに何の治療もしなかった傷だ、――――蘇芳は私の『事情聴取』に対し、そう粛々と答えた。

　離れの居間は板間で、食卓の他にソファーも置いてある。私たちはそこに並んで座り、音量を絞ったテレビを背景に向き合っていた。今日の天気は快晴、過ごしやすい陽気となるでしょう。総務の飯田さんにどことなく似たアナウンサーが、朗らかな笑顔で天気予報を告げる。

「抗争中は頭に血が上ってまして……母屋に戻った時点で、もう怪我のことはさっぱり」

「蘇芳ってそういうとこあるよね……」

　思わず溜息が漏れる。幼馴染として、許婚として過ごしてきた二十年の間に、一体何度こういうことがあっただろう。思い返して数えるのも難しいぐらいの回数だ。

　蘇芳は強い。肉弾戦は、若さと体力も手伝って三条組内なら負けなし。加えて、こんなに見どころのある男はいないと、父をして言わしめたほどの気力と根性を持つ男だ。たかだか末端組織の反乱では大怪我など負うはずもないけれど、やっぱり実際の戦闘ともなれば多少なりと怪我はする。

　父を庇って肩を撃たれたり、ナイフを素手で掴んで手のひらを血みどろにしたりしていた頃に比べたら、マシにはなったのかもしれないけれど、やっぱり怪我に対して無頓着なところは変わっていないようだった。肩を撃たれたときに「寝ていれば治ります」って言いだしたのは本当にどうしようかと思った。

　彼はきっと『自分』という存在の価値を、軽く見積もりすぎているのだ。

「毎回言ってるけど、もう少し自分を大事にしてよ。私だって心配だし……」

　最後に残った、手の甲の小さな切り傷に絆創膏を貼る。「これで終わり、」と囁きながら顔を上げれば、そこには蘇芳のかんばせがあって、――――彼は、まるでなんだか愛おしいものでも見るかのように、眦をささやかに下げていた。

「……お嬢は、俺が隠しても必ず見つけて……毎回手当てをしてくれるでしょう。お嬢の前で、一つの傷も隠せた試しがありません」

「そ、……そうなの？　何個かは絶対見逃してると思ってたんだけど」

「いえ、本当に全部です」

　堅苦しさの残る声音が、穏やかな朝に響いていく。私は一瞬だけ本当だろうか、と考えて、蘇芳が言うのならそうなんだろうと思う。蘇芳はこういうとき決して嘘をつかないから。

「――――初めて会ったときからずっと、お嬢は俺を大事にしてくれてましたから」

　蘇芳が教えてくれた私の秘密は、当人の心臓を柔らかくうずつかせてみせた。

　蘇芳と初めて会ったのは、約二十年前。そのとき私はまだ四歳か五歳ぐらいで、蘇芳が父の元に身を寄せる理由だってよく分かっていなかったと思う。当時の蘇芳は華やかというよりもかわいらしい顔立ちで、線だって細くて、女の子にも見えるぐらいだった。私も最初女の子だと思って声を掛けて、すごい剣幕で怒鳴られた記憶がある。

　幼く、周囲を警戒して憚らなかった頃の蘇芳を思い出す私に、彼が小さく苦笑する。

「親父に拾われたての俺は嫌なガキだったでしょう。二つも下の、かわいい女の子相手に八つ当たりなんざして」

「うーん……確かに、ちょっと傷ついたりはしたけど」

　今でこそ信じられないが、蘇芳はたぶん私が嫌いだった。母親と死別し、立て続けに父親も喪って、父親の知り合いというだけの家に預けられることになったのだ。そこにいる能天気な子供を疎ましく思うのも当然のことで、その子供の護衛役と世話係をやれと言われて、はいそうですかとなるはずもない。

　私は父に『お前を守ってくれる男だ』と紹介された少年にいびられ、毎日のように泣いていた。

「それなのにお嬢は、訓練で俺が怪我するたびに寄ってきて、やれ絆創膏だ、消毒液だって……俺に怒鳴られて泣きそうな顔してんのに。いじらしいったらなかった」

「……だって蘇芳、何だかんだ言って優しかったから。嫌いになれないでしょ。あの誘拐事件のときとかも……」

「あれは俺にとっちゃまあまあの汚点なんですが……」

　私が挙げた話題に、蘇芳の顔は一息に苦虫を噛み潰したようになる。セットされていない前髪が、その目元へはらりとかかると、彼の溜息で僅かに揺れた。

　蘇芳が苦い顔をしているのは、護衛役だった彼にとっては『三条榛名が誘拐される』という事態そのものが失態に他ならないからだ。蘇芳が私の護衛に付いてすぐの頃。幼かった彼は出先で私との行動に嫌気が差し、置いてけぼりにした。その結果、一人になった私が変質者に誘拐されたというわけで、――――失態としてはこれ以上ないレベルと言っても過言ではない。

　でも、私にとっては『初恋』に纏わる、大事な大事な思い出でもあった。

「あー……あの頃の俺、殺してえな……お嬢に対し何たる不敬……」

「物騒なこと言わないの。大体、助けてくれたのだって蘇芳なのに。……私はあの日、蘇芳が必死になって助けに来てくれたの、すごく嬉しかったよ」

「……そうですか」

　――――あの日、私を助けに来てくれた蘇芳に初めての恋をしたんだって言ったら、貴方はどんな顔をするだろう。

　一度目を瞬いた蘇芳が、すっと口元に手を遣る。これはちょっとだけ照れているときの仕草だ。視線を明後日の方向へ投げて、蘇芳が手早く救急セットを片付け始めた。

「俺も。汚点ではありますけど、思い出深い大事な日だとは思ってます。あの日に初めて……あんたが俺のこと、ずっと大事にしてくれてたんだって気付いたんで」

　一周して戻ってきた話題に、私はちらりと横目で蘇芳を窺う。彼はよどみなく救急セットを全て纏め終え、蓋をしてから、改めて私のほうへと向き直った。彼も同じ思い出を大事に思ってくれていたのだと思うと、胸の奥がじわりと温かくなった。二人の間に落ちる沈黙も同様に温かく、私は眩しいような気持ちで蘇芳と視線を交わらせる。

「あんたが俺の代わりに、俺を大事にしてくれる。俺はそれが、この上なく嬉しくて……幸せに思えるんです」

「……うん」

「ええと、話を戻すんですが……だからつい、怪我のこと忘れちまうんです。狙ってやってるわけでもないんですが」

「えっ……つまり私のせい……？」

「話聞いてたか？」

　そうじゃねえだろ、と呆れたような声音。冗談だよと嘯けば、彼は後頭部を掻き回して溜息を吐く。私はその姿をぼんやりと眺めながら、静かな感動に浸っていた。

　私は今まで、何度も蘇芳に「もう少し自分を大事にして」と言ってきた。それこそ耳にたこができるぐらいに何度も。でも蘇芳はいつだって「分かりました」なんてお返事ばかりがいい子で、ちっとも意識を変える素振りを見せなかったのだ。それがこんな打ち明け話をしてくれるまでになったのは、三条榛名と秋野蘇芳としての関係が、少しは進んできたからだって自惚れてもいいだろうか。

　キスをして、ちょっと過激なスキンシップをして、自分の献身が彼に伝わっていると分かって、――――蘇芳も少しずつ、私自身を見てくれるようになっていて。それがどうしようもないほどに嬉しくて堪らないから、私は蘇芳の手のひらをぎゅう、と握って、彼に笑いかけるのだ。

「仕方がないから、私がいつでも蘇芳を大事にしてあげる」

「……俺を甘やかすのも大概にしてください。つけあがりますんで」

　蘇芳が再び口元に手を遣る。私に今更な忠告をする彼のかんばせは、分かりやすく色づいていた。








三、初心に返ったデートをする








「やっぱり、俺も行きます」

　蘇芳は私に優しく甘い男ではあるけれど、それはそれとして意志が固くて意見を曲げない。

　本日もそんな性質を遺憾なく発揮した彼が、私の前で渋い顔をしてみせる。ほんのり皺の寄った眉間が影を作り、実際よりもそのかんばせを険しく思わせた。そんな顔したって駄目です、と嘯いた私に、またさらに皺が増えていく。

　彼の怪我の手当てを終え、二人でちょっと遅い朝食を作って食べた後。「せっかくの休みだし買い物にでも行こうかな」と言った私に、蘇芳は当然のように同行を申し出た。普段なら喜んでお願いするところだけど、今日の蘇芳は腕に切り傷を拵えた怪我人である。

「しかし、お嬢一人での外出は……俺が付いていれば、お嬢を危険には晒しません。命に代えてもお守りします」

「蘇芳の命が代わりになるような場面、早々来ないと思うんだけど……それに、怪我をそのままにして寝てたような人には、大人しく休んでほしいなあ」

「ぐ……」

　ぐうの音を吐いて黙り込む蘇芳は、それでも私を玄関へ通すつもりはないらしい。未練がましくちらちらと私に視線を向けてくる辺りが、またしょぼくれた犬のように思えてしまって絆されそうになる。蘇芳は相変わらず、こういうところがずるい。

　蘇芳が私一人での外出を許容できないと言うのなら、梶原に頼むという手もある。彼は私の護衛が職務なのだから喜んで同行してくれるだろう。恋する乙女としての本音を言えば、蘇芳と出掛けてデート気分を味わいたかったところだけど、――――

「あ」

「あ？　どうしました、お嬢」

　――――『三、初心に返ったデートをする』。

　脳裏を過ったのは『蜜月五カ条』の三つ目だ。初心も何も、私と蘇芳はこの二十年の間一度も、きちんとしたデートをしたことがない。いつも護衛役として付いてきてくれる蘇芳に、デートみたいだなあ、なんて私のほうがこっそり喜んでいただけだ。今まではずっとそれで我慢していたし、我慢できると思っていた。

　でも、今は。

　目の前に立ちふさがったままの蘇芳を見上げる。急に声を上げた私に、ほんの少し心配そうな目を向けている彼が、許婚への義理でもなく、忠義からの優しさでもない要因で、デートに付いてきてくれるとしたら。

「……護衛じゃなくて、『デート』にしてくれるなら付いてきてもいいよ」

　その代わり、帰ってきたらちゃんと休んでね。

　うっすらと緊張をまぶした声音で囁いた私に、蘇芳はぱちりと一つ瞬きをしてみせた。
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　蘇芳の服装は、基本的に二つのパターンがある。

　会社の迎えや若頭としての仕事に出るときはスーツで、三条家の敷地内やちょっとした外出のときは着物。極道の若頭というポジションを思えば、そのどちらもが仕事着のようなものと言えるだろう。だからこそ、そのどちらでもない服を着た蘇芳は新鮮だ。

　くすみのない白のハイネックに、ランプブラックのパンツ。適当に羽織ったようなジャケットは夜の色をしていて、蘇芳の艶やかな黒髪を際立たせていた。嫌味のないブランドの時計と靴はくすんだ赤が揃いになっていて、彼の名前を連想させる。どれも彼に似合いの品で、デート服として文句なしの仕上がりに、私の瞳はついつい吸い寄せられてしまう。かっこいいな、なんて浮ついた感想を抱いたまま、私は彼のかんばせを振り仰ぐ。

「蘇芳、そんな服も持ってたんだね。似合うよ」

「え？　ああ……いつもの服だと目立つこともありますんで。お嬢のお気に召したんならよかったです」

　口の端だけを器用に緩め、蘇芳が囁く。私はそれに一瞬迷ってから、『三、初心に返ったデートをする』を思い返して、――――彼の夜色の袖を軽く引いた。

「……今は『お嬢』じゃなくて『榛名』にしてほしいんだけど……駄目かな」

「は、……いや、しかし、」

「護衛じゃなくてデートって約束でしょ。ね？」

　私が無邪気に笑ってやれば、蘇芳は鋭い視線をふいと前方へ向ける。これはたぶん、私の言い分を受け入れるべきか、それとも私のほうを諭すべきか悩んでいる顔だ。意思の固い蘇芳にしては珍しい、譲歩の予兆。

　蘇芳は『護衛ではなくデートとして』という私の要望を呑み、服を買うだけの外出に付き合ってくれることになった。私たちが訪れているのは都心のショッピングモールで、初心どころか初めてのデートである私たちには至極相応しいデートスポットだろう。目当てのテナントがある一角を目指して二階へ上がったところで、蘇芳はようやく小さく頷くと、ほう、と息を吐いてみせる。鷹のような双眸が甘さを帯びて、視線が私の目元へ注がれた。

「分かりました。今だけは、――――榛名さん、と」

　噛みしめるように、大事なものの輪郭を確かめるように。そっと囁かれた自分の名前に、じわりと温かな感傷が胸へ広がっていく。情感の混じったその声音をいつまでも覚えていたいと思うのに、人間の記憶は曖昧で不確かだから、音をすぐに取りこぼしてしまうのだ。それなら忘れられなくなるぐらい、たくさん呼んでほしい、――――我が儘で甘えたな乙女心が、早速そんなことを喚き散らすのを、何とか喉奥へと押し込める。

　そんな私の内心を知ってか知らずか、蘇芳はこちらを真面目くさった顔でちらりと見遣った。

「無理を言ってついてきたんです。これぐらいは譲りますよ……で、他に何かありませんか。俺にしてほしいこと」

「え？　ほ、他に……デートっぽいこと……かな……？」

「デートっぽいこと……」

　問われて咄嗟に飛び出したのは随分と抽象的な答えで、それ自体が私の経験の少なさを物語っている。幼少から初恋を引きずりに引きずり、蘇芳に一途である私には『デートっぽいこと』がよく分からなかった。生まれてこの方デートをしたことのない、恋愛初心者の限界だ。

　蘇芳のほうはと言えば、私の言葉にゆるりと首を傾げると、そのまま何やら真剣な顔で考え込んでしまう。その様子に、ふと一つの可能性を思い当たった。

「……蘇芳って他の人とデートとかしたことない？」

「あるわけねえでしょう。あんたがいるのに」

　すぱり、と打てば響くような返答は、きっと反射だった。

　考え事の片手間で、ほとんど思索されずに吐き出されたそれは、よくよく噛み砕いてみればとんでもない殺し文句だ。彼が学校で随分とモテていたことや、未だに外を歩けば通りすがりの女性たちに秋波を送られることを考えて、一度ぐらいは私以外の人と出掛けたことがあるだろうと思っていたのに。ぐ、と喉をせり上がってきたのは羞恥にもよく似た、叫びだしたくなるような感情の塊で、心臓の辺りがじりじりと灼け付くように熱い。

　こんなに格好いい人が、他の女性に目もくれずに私の隣にいてくれる。それが奇跡じみているということを改めて思い知った。どう反応したらいいのか分からず、ぽかんと間抜けに口を開けたまま固まる私に、蘇芳もようやく自分の台詞を咀嚼し終えたのだろう、――――口元に手を宛てがうと、赤い眦へ睫毛の影を落として、ぼそぼそと呟いた。

「……忘れてください」

「いや無理でしょ」

「忘れろって、頼むから。……若頭だなんだって担ぎ上げられてる二十七の男が、デートもしたことなかったって……やべえだろ、どう考えても」

「めちゃくちゃときめいたから大丈夫……」

「あんたは相変わらず俺に対する価値観が壊れてんな」

　呆れの滲んだ視線にへらりと笑みを返して、私はたった今判明した蘇芳のパーソナルデータの意味を吟味する。彼の誠実さが確固たるものであると分かった以上、デート以上のあれこれも、私以外とはしたことない可能性が高い。そう例えば、キスとか。

　脳裏に浮かんだのは布団の上で交わした初めてのキスで、唇にはあのときの感触の残渣が今でもこびりついている。私を翻弄し、うずつくような悦楽を与えたそれは、当然彼にとって慣れ親しんだキスだと思っていたのに、――――蘇芳も初めて、だったのかな。もしかして。

「ちなみに……あんたは、」

　考え込む私の思考を、蘇芳の声音が切り裂く。

「榛名さんは、あるんですか。俺の知らない男と、デートしたこと」

　蘇芳がこんなふうに私を探るのは、初めてのことだった。たまに敬語が崩れようが、根本的なところで主従の境界線を誰よりも潔癖に守ってきた彼の越権行為に、私の呼吸が静かに止まる。

　微かな語尾の震えは、彼の緊張や不安を形にしているかのようだった。前髪の隙間から寄越される窺うような視線も、ほんの少し大きくなった歩幅も、私のプロファイルを後押しする。蘇芳はこのデートが、私にとって初めてのデートであればいいと思っているのだ。『自分の知っている範疇ではデートした事実はない』と確信している台詞に彼らしい傲慢さが透けていて、私はひっそりと胸の内で笑った。

「……ないよ。蘇芳がいるのに、あるわけない」

「そう、」

　柔らかな喜色と安堵が溶けた声音に、胸がぎゅう、と締まるような感覚がした。

　きっと先ほどの私と同じような心地を味わっているのだろう、――――そう思わずにはいられない表情。相手にとって、自分が特別であるという事実を嬉しく思うのは、もはや忠誠心ではない。恋慕にカテゴライズされるはずのその感情が、蘇芳の中にも眠っているのだと気付いてしまえば、私の心臓が大きく跳ね上がる。

　蘇芳の気持ちが、忠義なのか恋慕なのか、――――この疑問の答えは、今までの『蜜月五カ条』による彼の反応によって導き出されたも同然だった。

「……よかったです。榛名さんに、そういう男がいなくて」

　蘇芳はちゃんと、私と同じ気持ちだ。
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　蘇芳に色を選ばせた目当てのスカートとブラウスを買って、蘇芳が少し照れながら「似合うと思います」と言ってくれたワンピースを衝動買いして、それからちょっとショッピングモール内を冷やかす様は、割合デートらしかったのではないかと思う。「揃いとか中学生みたいじゃねえか」と渋る蘇芳を宥めすかして買った二つのマグカップは、私の服が入ったショッパーと一緒に、彼の手によって帰路に就こうとしていた。

　自宅の最寄り駅で電車を降りて、片道十五分の道を行く。短いながらも満足いく『初デート』を楽しめてご機嫌な私に、蘇芳が首を傾げてみせた。

「結構早々に帰ってきちまいましたけど、もう少し見て回らなくてよかったんですか」

「うん、大丈夫。買いたいものは買えたし。怪我人をあんまり連れ回すのもね」

「……俺はそんなに柔じゃないんですがね」

「『いつでも大事にする』の一環です」

　冗談めかした私の台詞に、蘇芳の苦笑が柔らかく解ける。「それじゃあ仕方ないです」と笑う横顔すらも、どことなく甘さが滲んでいるように思えてしまうのは、先ほど確信した蘇芳の気持ちが透けて見えているからだろうか。

　蘇芳は私のことが好き、――――たった十文字の確信だけど、私にとってはこの上なく大きな命題の答えだった。『たぶんそうだろう』と思っているのと確信できているのでは、心持ちがかなり変わってくる。

　――――まあ、蘇芳の言葉ではっきりと言われたわけじゃないから、所詮は私の中の確信に過ぎないんだけど。

「……怪我が治ったら、またどこか行きましょうか」

「えっ、い……いいの？」

「俺の怪我のせいで遠慮したんでしょう。それなら、治ってから埋め合わせさせてください」

　しれりとそんなことを言った蘇芳の指先が、そっと、私の手の甲へ触れた。掠めるような、撫でるようなタッチはほんの一瞬のことなのに、触れられた箇所が熱を覚える。思わずぴくりと震えた私に、蘇芳が微かに笑った気配がした。そのままもう一度戻ってきた指先が、緩慢な動作で手のひら側へと這っていく。すり、と柔い部分を滑って、居心地のよい場所を探すように蠢くのが、何となくくすぐったかった。

「……手、繋ぐの？」

「いけませんか」

　自分から行くのはいいけれど、ぐいぐい来られると照れてしまうのが私の悪癖である。少し腰を屈めてこちらを覗き込む蘇芳の、真摯な瞳に心臓ごとあえなく撃ち抜かれ、言葉が喉奥に引っかかった。それを何とか取り出そうと一度息を呑んで、自分からも彼の手に指先を伸ばそうとして、――――その手に口を塞がれる。

「ん……っ」

「お嬢。いい子だから、ちょっと静かにしてろ」

　低く潜められた声音と『お嬢』に戻った呼び名。隣の彼から放たれる、肌が粟立つほどの緊張と警戒に、私は瞬時に言葉を飲み込んだ。伊達に極道の娘として二十五年やってきたわけではない。蘇芳が『よくない何か』を感じ取ったことは察しが付いた。

　私たちがいるのは人気もまばらな商店街の裏道で、ここを抜けて三分も行けば三条家の屋敷がある。蘇芳が私を屋敷側へと押しやりながら振り返り、――――ち、と小さな舌打ちを響かせた。

「よお、三条組の若頭。待ってたぜ」

　にやついた、如何にもチンピラといった風体の男が五人。蘇芳はその男たちに見覚えがなかったのか、ちらりと全員の顔を眺めまわしたのち「どこの誰だか知らねえが、迷子ならそこの角の魚屋で道でも聞け」と冷え冷えと言い放つ。相変わらず独特な煽りセンスだ。状況も忘れて笑いそうになってしまう。

「……テメェ、馬鹿にしてんのか」

「真面目に言ってんだよ。雑魚の顔をいつまでも覚えておけるほど、俺も暇じゃねえんだ」

　蘇芳がかったるそうに相手を見据えながら、私の肩を軽く押して自分の背中へと完全に隠す。向こうの反応を見て、『私』の顔を知らないと判断したのだろう。ただの連れの女だと思わせておけば、『三条家の一人娘』だとばれるより余程いい。

　私のほうも、男たちに見覚えはなかった。全員どこかしらに治っていない怪我があるところを見るに、昨日の抗争相手の可能性が高そうだ。昨日は確か『黒武組の傘下にある鬱陶しいのを潰す』と言っていたはずなので、最近何かと衝突が多い黒武組の関係者なのかもしれない。ただ蘇芳の言う通り、彼らが所謂『雑魚』であることは、こんな場所で声を掛けてきたことからも明らかだった。

「テメェさえいなけりゃ、俺らだってもっと上に行けたんだ……！」

　煽りが刺さったのか、五人のうちの一人が先んじて駆け出してくる。蘇芳はそれに一つ溜息を吐くと、相手のほうを向いたまま、ショッパーが掛かったほうの手を私のほうへと伸ばしてみせた。

「すいません。すぐに片付けるんで」

「うん。無茶しないでね」

「無茶のしようがねえよ。雑魚が五人じゃ」

　は、と剣呑に笑った蘇芳の手から、私は恭しくショッパーを取り上げる。箱同士がぶつかって、マグカップが硬質な音を立てたのが微かに聞こえた、――――その瞬間。ひゅう、と風を鋭く切り裂く音が、それを掻き消すように鳴った。

「ッ、ぐぁ……っ！」

「まず一人……ほらどうした。さっさと纏めて来いよ、面倒だ」

　蘇芳に殴りかかろうと、拳を振りかぶっていた男が路地の壁に向かって吹き飛ぶ。後を追うように振りぬかれたのは蘇芳の長い足で、彼が男を容赦なく蹴り飛ばしたのだろうと推察できた。鞭がしなるような蘇芳の蹴りは、私のような一般人が肉眼で捉えられるほど遅くはないのだ。梶原が『若頭の蹴りは速いだけじゃなくて重いんすよ……腹とか頭に食らったらまず気絶しますね』と言っていたのを思い出す。

　邪魔にならないよう、さらに二歩ほど後ろへ下がる。その間に、蘇芳のリクエスト通り纏めて殴りかかった二人は、彼の右ストレートによって瞬く間に沈められていて、残りのチンピラは二人になっていた。

「ふ……、」

　無駄のない、洗練された動き。今度は自分から距離を詰めた蘇芳が、息を詰めると同時にダッキングで相手の拳を躱し、そのまま足払いをかける。もう一人の蹴りを左手一本で受け止め、地面に付けた右手を軸に顎を蹴り上げると、残るは足払いで転がされた一人だけ。蘇芳に声を掛けてきた、五人の中でもリーダー格と思わしき派手な柄シャツの彼は、にやついた笑みを消し地面に転がったまま後退る。蘇芳はそれを見下ろし、油断なく動きを捕捉しながらゆるりと首を傾げた。

「で？　お前らどこの回し者だ」

「本気で覚えてねえのかよ！　昨日散々、俺らのアジトで暴れ回ってくれたくせに……！」

「……ああ、」

　なるほど、と言わんばかりの表情は、私からすれば蘇芳らしいなと思えるものだったけれど、男のほうは馬鹿にされたように感じたのだろう。くそ、と毒づいた男がふらふらと立ち上がり、蘇芳がそれに対する迎撃態勢を取る。

　しかし、男が駆け出した先にいたのは蘇芳ではなく、――――ぼんやりと突っ立っていた私だった。

「――――榛名！」

「え、」

　蘇芳の声が路地の壁で反響する。男は蘇芳の手をぎりぎりですり抜けると、そのままの勢いで私にタックルしてみせた。ぶつかられた衝撃で身体は後ろへと吹き飛び、薄汚れたコンクリートの地面に叩きつけられる。肩に次いで後頭部を強打し、視界がぐらりと揺れた。さらに、痛いと口にする間も、起き上がろうと奮闘する間もなく、ずっしりとした重量がお腹の辺りに圧し掛かる。

　男が馬乗りになっているのだ、と気付くまでは数秒かかった。逆光の中で、血走った男の目がこちらを見下ろしている。彼の口が「大人しくしろ」と形作るのが見えた瞬間、――――強く地面を蹴る音がして、男が瞬きの合間に私の上から吹き飛んだ。

「う……」

「お嬢、ご無事ですか！」

　掻き抱くようにして肩を持ち上げられ、そっと後頭部に手が宛てがわれる。安定しだした視界の中で、ひどく焦ったような、切羽詰まったような顔をした蘇芳が私の目を覗き込んでいた。何が起きたのか分からず、そっと周囲を見渡そうとして、うなじから頭頂部にかけてずきりと痛みが走る。思わず顔をしかめれば、蘇芳のかんばせはより一層悲壮なものへと変わり果てた。

「ッ……！　痛み、ますか……気分は悪くないですか、頭以外に痛いところは、」

「だ、大丈夫……ちょっとぐらぐらするけど」

「……俺が付いていながら、お嬢にこんな怪我を……」

　ぐ、と彼の喉が苦しげに鳴る。その悔恨の表情は、今までに何度か見た覚えがあった。最初に見たのは確か、――――誘拐された私を迎えに来てくれたとき、だ。自分の力不足をなじり、私のことを心の底から心配してくれているのだと分かるそれに、胸の奥がしくりと痛んだ。蘇芳のこの顔は、何度見たって慣れない。

　今にも切腹を始めそうな彼が、私の上体を抱き起こした格好のまま項垂れる。それがまるで寄る辺のない子供のように思えてしまって、私はその頬にそろりと手を伸ばした。それは彼を早く安心させたかったからでもあるし、辛そうな顔を見ていたくないという私のエゴでもあった。

「蘇芳のほうこそ、怪我してたのに……大丈夫？」

　ゆらゆらと揺れていた瞳が私に焦点を結ぶ。結んで、――――その表情が泣き笑いの形に崩れる。

「あんたは本当に、俺みたいな男にも優しくて……困ります」

「……蘇芳」

「やっぱり、俺みたいな男じゃ……あんたを幸せにできない」

　ぐしゃりと前髪を掴んだ蘇芳が絞り出すように呟いた。前々から思っていたことが零れてしまったかのような、頼りない小さな響き。自分の唇から「え、」と音が落ちた瞬間、目の前の蘇芳もはっとしたように息を呑んだ。

　沈黙は僅か数秒のことだった。彼は一度耐えるようにきつく目を瞑り、ゆっくりとかぶりを振ると、私を軽々と抱き上げてみせる。明確な『護衛』としての手つきに、湧き上がるのは羞恥やときめきではなく安心感だ。

「蘇芳、今のは」

「何でもありません。……残党が近くにいるかもしれない、屋敷に戻りましょう。付近は組の者に調べさせます」

　すたすたと迷いない足取りで歩き出した蘇芳は、先ほどの呟きなんてなかったかのように、いつも通りの仏頂面で前を見据える。その振る舞いからは明らかに拒絶の意思が漂っていた。どうやら今は、てこでも追及してほしくないらしい。私はしばらく彼の怜悧な横顔を眺めたあと、ふっと息を吐いてその首筋に顔を埋めた。

　ぴくり、と蘇芳の腕が震える。

「お嬢、帰ったら……傷の手当て、しような。頭はちゃんと冷やして……腕も擦りむいただろ」

「……うん」

「怖い目に遭わせて悪かった。……許してくれ」

「許すも何もないよ。蘇芳はまた、ちゃんと助けてくれたでしょ」

　本当に、頭をちょっとぶつけただけなのだ。それすらも許せないところが蘇芳らしいというか、何というか、――――そう考えながら、彼の懺悔の言葉を甘んじて受け入れる。

　そもそも私が油断しきっていたのも問題だった。あの場でぼけっと突っ立っているだけで敵の標的に成りえるのだと、きちんと分かっていたはずなのに。危機管理能力が足りない、と父に口を酸っぱくして言われているのを思い出し、ついげんなりとした顔になってしまった。

「……マグカップ、割れてないかな」

「大丈夫だろ。割れてたとしても、また買ってやる」

　――――買いに行こうとは言ってくれないんだ。じわりと背筋を這い上がる嫌な予感に、私は唇を僅かに歪める。

　嫌な予感が的中したのは、屋敷に戻ってすぐだった。お帰りなさい、と挨拶に出てきた構成員たちが、表情を凍り付かせた蘇芳と腕に抱えられた私を見て慌てふためく中、蘇芳は私を母屋へと運ぶ。

「若頭！　一体何が……」

「ちょっかいかけられただけだ。商店街に抜ける道に五体転がってるから適当に締めとけ。派手な柄シャツの男は俺がやる」

「へい。……手前ら、行くぞ」

　端的に指示を飛ばした蘇芳は、その足を止めないまま母屋の奥まで進んでいく。彼の肩越しに構成員たちが慌しく駆けていくのが見えて、ついつい苦笑いしてしまった。私も組長の娘だ。多少の荒事は許容する癖がついてしまっている。

　やり過ぎないでね、と囁いた私に、蘇芳ははっきりと表情を歪めた。善処するとさえ言わないまま、蘇芳は一つの部屋の前で足を止めると、いつもより低い声で襖の向こうへと声を掛ける。

「……瑠璃さん、いらっしゃいますか」

「はーい、その声は蘇芳君？　珍しいわね、何か用、事……」

　話ながら襖を開けたのは瑠璃さんで、抱えられた私が目に入ったのか、はたと言葉を飲み込んだ。しかし流石は幹部の妻と言ったところで、私に何かがあったのだと察したのか俄かに目つきを険しくする。

「お嬢の手当てを頼めますか。後頭部を打ってんのと、腕に傷と……あとは肩も打撲してないか見てやってください」

「分かったわ。蘇芳君は？　怪我してない？」

「俺は何とも。……すいません、よろしく頼みます。俺は仕事がありますんで、これで」

　私を畳に下ろす手つきはひどく優しく、同時に『一刻も早く手を離したい』と思っているかのような焦燥が確かにあった。蘇芳にそんなふうに扱われたのは初めてで、私は去っていく彼の背中を呆然と見つめる。振り向く直前に見えた唇は横一線に引き結ばれ、その静謐なラインとは裏腹に、彼の激情を表していた。

　瑠璃さんにもそれが見えたのだろう。大きくぱっちりとした目を見開いて、細い首を斜めに傾げる。

「……どうしたのかしら、あれ」

「ええと……」

　苛立っている直接の原因は、先ほどの襲撃で間違いないだろう。でもそこに、『私』という存在が絡むことで、彼の心情が推し量りにくくなっている、――――何より気になるのは、蘇芳の『俺みたいな男じゃあんたを幸せにできない』という台詞だった。

　氷嚢を渡され、自分で頭に宛てがう。脳味噌へ直接突き刺さる冷たさは、徐々に私の思考の粗を取り除き、クリアに仕立てていく。冷静になるにつれて、蘇芳の考えを想像する余裕が生まれた。瑠璃さんが手の擦り傷を消毒してくれている間に、私は先ほど起きたことについて説明し、蘇芳の台詞について彼女に相談する。

　確信したばかりの蘇芳の気持ちが、またしても揺らいで見えなくなってしまいそうで、恐ろしい、――――つまるところ、私の嫌な予感とはそれだった。恋人としては不必要な遠慮と、自己を卑下する言葉は、蘇芳がこの結婚に納得していないことを表している。

「そんなことないんじゃないかしら。榛名ちゃんを想ってるのは本当だと思うし……」

「自分は相応しくないって考えてる時点で、『納得』はしてないですよ」

「……ちょっと様子を見ましょう。ね？　それからでも遅くはないわ」

　瑠璃さんが優しく苦笑してみせる様は、駄々を捏ねる子供を宥めるときのそれによく似ていた。そのことに気付いて初めて、――――自分の恋心が、『俺みたいな男じゃあんたを幸せにできない』という台詞に傷つけられていたことを思い知ったのだった。







四、嫉妬をさせてみるのもまた一興








　――――こういうときは、『蜜月五カ条』の四つ目が効くと思うのよね。

　私が後頭部に怪我を負うアクシデントから一週間後。私を母屋の大部屋に呼びだした瑠璃さんは、きょとんとするこちらに向けて笑ってみせた。その後ろでは、三条組の得意先である呉服屋のお姉さんたちが、着物や帯を所狭しと並べている。

「……あの、瑠璃さん？」

「あの後、蘇芳君と一度も話してないんでしょう？」

「……はい」

「そんなに拗ねた顔しないの」

　ふふ、と微笑む瑠璃さんは、私と蘇芳の間に起きた問題について、既に情報を掴んでいるようだった。

　蘇芳が仕事に没頭しきりで、なかなか帰ってこない、――――それに気付いたのは三日目のことで、最初は気のせいかと思ったものの、一週間も続けば希望もへし折れる。蘇芳にちょっかいを掛けた五人組と『お話し』して手に入れた情報のお陰で黒武組とやり合う目途がついた、という話も聞いているから、忙しいのも本当だろう。でもそれだけが理由じゃないのは明らかだった。

　いつもの私なら、きっと無理にでも蘇芳を捕まえて話し合いをしていただろう。でも、今回ばかりはどうしても、二の足を踏んでしまって動けなかったのだ。

「それで『蜜月五カ条』の四つ目、覚えてる？」

「確か……『四、嫉妬をさせてみるのもまた一興』でしたっけ」

「そうそう！　意固地でええかっこしいな男は、嫉妬させて本音を引き出すのが一番よ！」

「ええ……？」

　うきうきしている瑠璃さんを後目に、私のテンションはさっぱり上昇してくれなかった。蘇芳にここまで避けられるのなんて、仲良くなってからは初めてのことで、思っていたよりも弱っているらしい。

　蘇芳と向き合うのが怖い、――――『俺みたいな男じゃあんたを幸せにできない』という台詞は、きっと前から彼の心の中にあったもので、彼の本心の一部分なのだろう。蘇芳が私にずっと遠慮していた理由の一端を掴めたような気はするのに、予想以上に根深そうな負い目に、むしろ不安のほうが色濃くなってしまう。

　そこに避けられているという追い打ちがあれば、流石にどうしていいか分からなくもなる。

「蘇芳君、頑固だから。これぐらいしないと、自戒を解いてくれなそうじゃない？」

「それは……そうですね。蘇芳はそういう人だから」

「それに榛名ちゃんだって、このままじゃ嫌でしょう？」

「……はい。そりゃあ、もう」

「ふふ、そうよね。それなら行動あるのみ、よ」

　瑠璃さんが着物を取り上げ、私の胸へと宛てがう。もうちょっと明るい色がいいかしら。鼻歌混じりの呟きに視線を落とせば、すぐさま別の着物が目の前で広げられた。呉服屋のお姉さんたちも加わり、私はさながら着せ替え人形だ。

　それにしても、――――蘇芳を嫉妬させることと私が着せ替え人形になることの間に、一体どんな関係があるのだろう。

「結局、私は何をすればいいんですか？」

「お見合いよ」

「は？」





＊ ＊ ＊






　見合い、という単語を咀嚼するまでに、屋敷から見合い会場までの時間を費やしてしまった私は、気付いたときには仕立てのいい赤の着物を着せられ、見合い相手と向き合う形となっていた。

　『このことは組長も承知よ。元々、榛名ちゃん宛てにしつこいお見合い話が入ってたの。先方は一目惚れだったらしくて、蘇芳君の話をしても諦められないから一度だけでもお見合いを、って』『言う通りにお見合いしてから断れば、流石に諦めるでしょう。天下の三条組を相手取っていつまでも粘るほど相手も愚かでないでしょうし』――――屋敷を出る前、隣に座る瑠璃さんが言っていた話を思い返す。異様なしつこさに、一目惚れという理由。ただでさえきな臭いのに、相手が三条組の一人娘では怪しさもひとしおだ。

　――――でも何となく、一目惚れは本当なのかな。

　ちらりと窺ったのは見合い相手だ。彼は司し馬ば不動産の若き社長で、名前を司馬遊ゆう人とという。世俗にやや疎い私でも知っているような有名人だけど、彼の視線はひどくねっとりしていて妙な熱っぽさが感じられた。目が合えばにっこりと微笑まれるものの、どこか陶酔しているようにも見えて腰が引けてしまう。

「……これ、本当に大丈夫なんですか？」

「ええ。これで、榛名ちゃんがすっかり自分のものだって思い込んでる蘇芳君も焦るでしょう」

「どうでしょうねえ」

　相手方に聞こえないよう、小声でこそこそと会話を交わす。

　蘇芳には、瑠璃さんの夫である四ッ谷さんのほうから話が行っているらしい。『焚き付けていい感じにしておく』と言っていたけれど、今更ながらちょっぴり不安がこみ上げてくる。割合適当な四ッ谷さんがどんな感じに蘇芳を焚き付けるかも不安ではあるものの、何より不安なのは、蘇芳がきちんと嫉妬してくれるかどうかということだった。

　私が幸せになれるならそれでいい、なんて、――――そんなひどいこと、言い出さないだろうか。

「あの……榛名さん」

「……あっ、はい。すみません、ぼんやりしていて……」

「いいんです、無理を言ったのはこちらですから」

　にっこりと笑った司馬さんは、瑠璃さんにも簡単に挨拶をすると、改めて私に向き直ってみせた。すっと立ち上がり、私の手を愛おしげに包み込む。ぞっとするほど熱い手のひら。私の背筋を這い上がったのは生理的嫌悪で、慌てて手を引き抜こうとするものの、しっかりと掴まれてしまえばそれも叶わない。

　彼の視線は相変わらず膨大な情を抱いていた。蘇芳が微かに滲ませてくれる感情より、遥かに多い質量。

「最初からこんなことを言うのも気恥ずかしいのですが……僕は必ず、榛名さんを幸せにしてみせます」

　それでも、私の胸には何の感慨も浮かばなかった。

　意識がくるりと裏返り、目の前の彼から、頭の中の蘇芳へと焦点が当たる。いっそ慟哭にも似た『俺みたいな男じゃあんたを幸せにできない』という言葉の前では、幸せにしてみせますなんて曖昧な誓いはひどく薄っぺらい。私の幸せが何なのかも知らないで、幸せにできないとか、してみせるとか、そんなこと。

「……」

「榛名さん、だから僕と……結婚を前提に、」

　私の幸せなんて、そんな大層に考える必要なんてないのだ。ただ『蘇芳が傍にいる』というたった一つの奇跡さえあれば、世界で一番幸せなんだから、――――

「できるとかできないとか、そんなこと……考えなくていいのに」

　ここには居ない誰かに向けて、そう呟いた、ちょうどそのタイミングだった。

　店内が俄かに騒がしくなり、駆け回るような足音が床を伝い始める。何かあったのだろうか。不思議そうな瑠璃さんと共に個室の入り口を振り返れば、どん、と鈍い音がして、品格が漂う襖が大きく揺れた。凍る室内の空気を二度、三度と震わせたそれに思わず悲鳴を飲み込めば、今度は襖が勢いよく横に払われ、て。

「お嬢、ここか」

　うなじが粟立つほどの低音が胎へと響く。馴染んだ声音を、私が今更聞き間違えるはずもなかった。

　襖の淵に手をかけ、鬱陶しそうに滲んだ汗ごと髪を掻き上げる蘇芳の姿に、私のピントがぴたりと合わさる。ひりつくほどの殺気、苛立ち。少しでも動いたら心臓が止められてしまいそうな緊張感。何の表情も浮かばない華やかな顔は、凄みが増して見えるのだと生まれて初めて知った。

　こめかみに、つうと冷や汗が伝うのが分かって、私は思わず両手を挙げたい気分になる。何がなんだかよく分からないけれど、蘇芳がたぶん私を迎えに来てくれていて、ついでにめちゃくちゃに怒っていることだけは、よくよく分かった。

　蘇芳がこんなに怒るなんて、四ッ谷さんはどんな伝え方をしたのだろう。『合意なしに見合いに連れていかれた』ぐらいのことを言わないと、ここまでにはならない気がする。もし本当にそう伝えたのなら、残念ながら普通の嫉妬とは違う種類の衝動が彼を襲っているはずだ、――――そう考えて、一瞬、残念なような気持ちが胸を掠めていった。

「帰るぞ」

　いつの間にか傍まで来ていた蘇芳が、感情の読めない目で私を見下ろした。何かを言うよりも早く、お腹に回された逞しい腕に引っ張り上げられる。そのまま腕の上に座るような形で抱き上げられて、司馬さんに捕まっていた手もするりと解けた。

「邪魔したな、――――俺の女だ、返してもらう」

　蘇芳に奪われることの、なんと甘美なことだろう。

　凍てついた威圧そのものの声音なのに、台詞は馬鹿みたいに熱くて、温度差が私の心臓をおかしくさせる。『俺の女』という響きだってそうだ。甘ったるくて、スパイシーで、蘇芳の香りによく似ていて。彼が迎えに来てくれたのだという実感を、容易く私の胸へ植え付けてしまう。来てくれなかったらどうしよう、――――そうやって泣いていた、一番自信がなくて甘ったれな私の分身が、胸の奥でへらりと笑ってみせた。

　すおう、蘇芳。私の蘇芳、――――ちゃんと、迎えに来てくれた。思わずその頭に縋りつけば、大きな溜息と共にぐらりと身体が揺れて、今の今まで名ばかりの見合いをしていた個室が遠ざかっていく。最後に見えたのは、後は任せなさいとばかりに手を振る瑠璃さんと、茫然自失といったふうにこちらを見つめる司馬さんの姿だけだった。

「す、すおう、あの……」

「黙ってろ。舌噛むぞ」

　料亭の駐車場に停められている、見覚えのある車。それに向かっていく蘇芳の声音は、まだどこか痛々しい怒気にくるまれたままだ。それが嫉妬であればどんなにいいだろうと、気付かれないように溜息を一つ、つむじへと落とす。

　車が滑らかに発進し屋敷に向かう間も、敷地内で降りてからも、蘇芳は終始無言だった。一週間避けられていたことを急に思い出し、母屋に戻るのかとその背を眺めていると、彼は重い足取りで離れへと向かって歩き出す。一緒に帰ってくれるんだ、――――そんな安堵が胸を占める辺り、やっぱり蘇芳に避けられたのは私の心に多大なダメージを与えていたようだった。

　蘇芳が離れの引き戸を開け、玄関へと足を踏み入れる。私もそれに続いて中へ入り、振り返る形で引き戸と鍵を閉めようとして、背中に何かが覆いかぶさっていることに気が付いた。

「蘇芳？」

　この場には私と蘇芳しかいないから、戸に肘から先を押し付け、私の頭の上で項垂れているのは当然蘇芳ということになる。窺うように名前を呼んでも反応はなく、静寂に自分の心音ばかりが反響した。こくりと一度喉を鳴らして彼の顔を振り仰げば、そこにあったのは一週間前にも見た、泣き笑いの表情で。

「……やっぱり、俺じゃ駄目だったんでしょう、あんた」

「え？」

「俺じゃ駄目だから、見合いなんて……」

　は、と自嘲を含んだ息を零して、蘇芳の瞳が私を覗き込む。苦悩を琥珀のように固めたら、きっとこんな色の瞳になるのだろう。涙が零れ落ちてきてしまいそうな淵が僅かにたわんで、表情に苦味を添えていた。血反吐を吐いてしまいそうなほどの激情を、無理やり飲み下したような、辛そうな顔。

　なんで、どうしてそんな顔するの。混乱を極める私の頭は正常には働かず、ただ呆然と蘇芳を見上げるだけになってしまう。ようやっと絞り出した声音は、感情の乗らない平淡なものだった。

「四ッ谷さんから、聞いたの？」

「……ああ、あんたが自分から見合いに行った、って……は、そうだよな。手前の落ち度で傷つけといて、一週間も顔見せねえ男なんか願い下げだろ」

　私が自分から見合いに行った、――――四ッ谷さんの言葉は、正しく蘇芳の『嫉妬心だけ』を煽るようなものだったらしい。私が自分で選んだ道なら、『若頭』としての蘇芳は絶対祝福しただろう。そうでないならつまり、見合い会場に飛び込んで、私を掻っ攫ってみせた蘇芳を動かしていた、のは。

「あんたが選んだんなら、俺は黙って身を引くべきだ。俺みたいな、真っ当な幸せの一つも与えてやれない男にいつまでも付き合わせるべきじゃない……そう、本気で思ったのに、」

　蘇芳の視線が私を絡め取った。苦しげだったそれが、まるで羽化でもするかのようにその色を塗り替えていく。燻るような熱が一気に燃え上がり、剣呑な光を宿す。戸に付いていたのとは逆の手が、私の手首に縋りつき、内側にきつく爪を立てた。

「――――我慢ならなかった。あんたが、俺以外の男のものになるのが」

　嫉妬にまみれた雄の顔が、悲痛を捨てて激情の仮面を被る。ぎらついた怒りと嫉妬に呑まれた蘇芳は、私の言い訳を一切聞かないことにしたらしかった。捕まえたままの手首を持ち上げ、すう、と目を眇めると「この手、さっきあの男に握られてたな」なんて吐き捨てて、親指の付け根の柔い部分にひどく噛みついてみせる。

「い、っ……！　すお、何して、」

「何って……消毒だよ」

　くっきりと浮かんだ歯型へ慰めるように舌を這わせ、蘇芳が薄く嗤った。そのままじれったい動きで、厭らしく手のひらを舐め回すと、指の股をゆるゆると擦っていく。余すところなく丁寧に指先までしゃぶられてしまえば、ぞく、と微かな痺れが肩まで走った。二人を取り巻く空気がぐっと濃密に煮詰まっていく、感覚。

「消毒……」

「惚れた女に、他の男の匂いが付いてんだ……許せるわけねえだろ」

　嫉妬ばかりが滲んだ声音と共に熱い息が吐かれ、濡れた指先をさらに温めていく。惚れた女、なんて生まれて初めて言われた言葉に、胸と胎の奥地がきゅう、う、と甘く疼いた。汚い手で触りやがって、俺のもんなのに。続けて呟かれた歯ぎしり混じりの言葉が、私の脳味噌をさらに掻き混ぜていく。忍び寄る予感が鼓動を速めていって、私の唇から漏れる吐息が熱っぽく震えた。

　私の身体がほんのり熱を灯したことに気付いたのだろう、蘇芳が耳のすぐ傍で嘲りめいた息を零す。

「は、……捨てるつもりの男にいいようにされて、興奮してんなよ」

「えっ……や、あの蘇芳、違う、」

「違わねえだろ。ほら、前向け」

　蘇芳は四ッ谷さんの言い分を全面的に信じているのだろう。ひりつくような嫉妬と、優しさをかなぐり捨てたような台詞がその証左だ。誤解だと言い募ろうとしたものの、前を向かされ戸に押し付けられてしまえば、満足に言葉が出てこなくなってしまう。抜かれた襟の隙間を彼の荒い呼吸が撫でて、怖気とは違う鳥肌が浮かんだ。

「観念して、俺に汚されてくれ」

　――――なあ、お嬢。

　やけくそめいた声と同時に、背中側の襟がぐいっと引き下げられた。帯も解かれ、丁寧な着付けも男の力の前ではひとたまりもなく乱される。は、と熱く湿った空気がうなじに当たり、追いかけるかのように艶やかなエナメル質が柔くそこへ食い込んだ瞬間、甘ったるい嬌声が漏れて。

「あ、っ……」

「……噛まれるの、好いのか」

　蘇芳の指先が着物を容易く剥がしていく。帯は完全に床へ落ち、着物と襦袢は肩辺りまでずり下がって、肩甲骨に外気が触れた。乾いた唇がうなじを何度もついばんだのち、同じように肩甲骨のラインを甘噛みする。薄い皮膚と脂肪の下に並ぶ、頼りない骨を味わうような反芻に、はっきりとした快感が生まれてしまう。思わず揺れた腰に、蘇芳の腰が圧し掛かった。

　嫉妬と欲の熱い溜息。ぐ、ぐっと押し付けられる男の硬い肉体。玄関先で、高い着物を歯牙にもかけず暴かれる背徳感。それらがじわじわと毒が回るように、私のはしたない身体を反応させていく。

「足、開いてろ」

「ぁ、っや、待って、」

「待たねえよ。……今の俺はあんたの護衛でも、若頭でもねえからな」

　それは、私たちの『主従』の楔を取り去る言葉だった。その楔さえなくなってしまえば、私と蘇芳はただの女と男であり、私のほうがされるがままになることは明白で、――――状況も忘れた心臓が、どきりと大きく跳ねてしまう。

　それを知ってか知らずか、分厚く大きな手が無遠慮に太腿の合間を暴いて、柔い肉を悪戯に引っ掻いた。ひ、と私の喉が鳴って、気をよくしたらしい唇が今度は耳にしゃぶりつく。耳朶を物言いたげに舐って、耳珠にそっと歯を立てて、戯れに呼気を吹き込んで。私が耳への刺激に翻弄されている合間に、手のほうはするすると内腿を撫で擦って、熱気の籠った最奥へと近付いていった。

　まだまっさらなショーツの、クロッチ部分を指先が擦る。かり、かりと縫い目に爪を立てられると、その下にある花芽がぴくりと揺れたのが分かった。そこはだめ、とうわごとのように零しても、指先は止まる素振りすら見せてくれない。

「……なあ」

「っだから、そこ駄目だって……、ひ、」

「――――榛名、」

　呼吸が、止まる。

　ぞくぞくするような欲を孕んだ声音が、私の名前を呼び捨てる衝撃ときたら並大抵のものではなかった。強張っていた身体がほろりと蕩け、胎奥がずくりと疼く気配。何度せがんでも『さん』を付けていた蘇芳が、こんなときに呼び捨てにするなんて、――――憎らしいぐらい、ずるい。

　火が付いてしまえば、後は転げ落ちるだけだ。蘇芳の武骨な指に触れられるたび、勝手に快感を拾い上げて、馬鹿正直に最奥を波打たせてしまう。とんとんと軽くタップして、ショーツの生地で磨くように擦って。彼に弄ばれて生まれた甘い刺激は、恥骨全体を細かく揺らし、その奥に秘められている何もかもを徐々に蕩かしていく。

「っ……、ん、んっ、ぁ、」

「……ふ、濡れてきてんな」

　彼の指摘通り、私の蜜口は潤みを増していた。重い身体が興奮したように圧し掛かり、私の上半身は潰される形で戸に押し付けられる。腰から下だけが、まるで蘇芳に捧げるかのように突き出されているのが、途方もなく厭らしく思えた。

　ちゅく、と控え目な水音が鳴ったのは、それからほんの数秒後のことだった。

「もう溢れさせてんのか……助平、」

「ゃ、あ……っ」

「助平な榛名ちゃんは、悪い男に手籠めにされんの……期待してんだよな？」

　はは、と掠れた笑い声。ひどいことしか言わない彼の唇が、首と肩の境界線に噛みつき、歯型を残した。指先がショーツを膝までずり下げ、湿った秘所を訪う。じっとりと濡れた花弁すら掻き分けて、僅かに開いた蜜口へ辿り着いたそれは、ゆるゆると淵を撫でたかと思うと、温かな泥濘へずぶずぶと沈み込んでいった。濡れきっているわけではない内壁が突然の来訪者に驚き、きゅう、ときつく中を食い締める。

「っあ、ぁ……っ入っちゃ、」

「入れてんだよ……ほら、奥まで開けろ……」

　快感に濁る粘液の塊を押しのけ、太く硬い指が蜜壺を侵食していく。きゅ、きゅ、と締め上げるたびに、指の腹が襞をよしよしと宥めるように撫で擦り、奥までの隘路を開けてくれと唆すのが分かった。そして私に似て蘇芳に甘い淫筒は、その唆しによって従順に中を緩め、最奥まで指を受け入れてしまう、――――ああ、奥まで入っちゃった。ひどい、蘇芳の馬鹿。八つ当たりめいた呻き声を漏らす私に、蘇芳がぎらついた顔で獰猛に笑う。

「狭い、な……ここ、自分でも入れたことないのか」

「な、っ……ない、けど……っあの、」

「へえ、じゃあ俺が初めてってわけだ……」

　ゆる、と緩慢に動いた指がささやかに抽挿を始めた。縋りつく襞を丁寧に掻きむしり、あやすように全体を擦り上げる。自分の指すら知らない場所を、男の指に蹂躙される悦楽は強烈で、私はかぶりを振って悶えることしかできない。

　早く誤解を解かなければと思うのに、理性がどんどん遠くへ押し流されてしまう。狭く硬い粘膜は、彼の巧みな指戯によってあっという間にほぐされ、とろとろの媚肉へと仕立て上げられていく。うなじへと熱い口付けが落ちて、鼻先を荒っぽく擦り付けられるのが堪らなかった。

「は……っ、どうせ俺のもんになるしかないなら……大事にしてやりたいと思ってたんだよ、ずっと」

「っね、蘇芳、ちょっとだけ話聞いて、」

「でも、他の男のとこに行くってんなら……俺のもんだって痕付けて、どこへも行けなくするしかねえだろ……！」

「あ、ッ……！」

　がり、とうなじを抉られる音がして、脊髄へ鋭い電流が駆けた。激情をまぶして囁かれた言葉の通り、痕を付けるような行為。刺青の入った片腕が執着を知らしめるように私を掻き抱き、腰を半歩後ろへと突き出させる。

　私の中を埋める指は、いつの間にか二本に増えていた。甘えるようにしゃぶりつく襞を拓き、鈍い性感を目覚めさせるかのように浅瀬を掻き回す。特に浅瀬のざらついた部分は、硬い指でじっとりと押し込まれるたびに、じんと染み入るような悦をもたらした。

「っは、ぁ、……っそこ、ゃ、や……」

「……や、じゃねえよ。こんな、ぐずぐずにしやがって……」

　苛立ちと劣情がないまぜになった蘇芳の声音に、唇から零れる息が一層熱を帯びる。

　最奥は絶え間なく新しい蜜を生み出して、襞や彼の手を伝い落ちて床に水たまりを作っていく。指が小刻みに動くのに合わせ、粘性の水音が足元のタイルに反響した。垂れ下がった着物の裾が、その近くでゆらゆらと揺れるのが淫靡に思える。

　二本が引っかかりもなく蜜壺を蹂躙できるようになったところで、ようやく淫虐は終わりを告げた。ぬる、る、と抜け出ていく指は、蜜塗れでひどくふやけている。自分のふしだらさを見せつけられているようで、かあっと頬が熱くなった。

　戸にもたれ、目を閉じる。肩で息をする私の耳に、ばさりという衣擦れの音が届き、――――濡れそぼり開き切った秘所に、ひたりと熱いものが触れた。

「え……っ、蘇芳、これ……」

「ん？」

　慌てて振り返る私の視界に映るのは、珍しくにんまりと笑ってみせる蘇芳のかんばせだ。ただ、目だけは笑っておらず、声音と同じく苛立ちと劣情を含んで濡れている。ふ、と息をついた彼が腰を揺さぶると、秘所に触れたそれもずりずりと蜜を塗りたくるように前進した。

「ひぁ、ぁ……んっ！」

「ぁ、くっ……、これ、やばいな……」

　息を詰めた蘇芳が、今度は両手で私のウエストを抱きしめる。背中に彼の身体がべったりと貼り付いて、互いの熱が布地を通して溶け合った。秘所はゆらゆらと揺らめく熱源にじっとりと擦り上げられ、彼の腰の律動が激しくなるにつれ、擦られるスピードも上がっていく、――――所謂、素股というものをされているのだと否が応でも理解させられる。

　双臀の谷間、後穴の淵から会陰を通り、花唇と蜜口、そして淫芽まで。一週間ほど前にこの手と口で慰めた、蘇芳の猛々しい剛直が掻きむしってみせる。気持ちいいところを纏めて刺激される快感に、支えられた腰がびくびくと痙攣した。

　太腿が締まり切らないことで、その太さと質量をまざまざと思い知らされる。形も、温度も、何もかもが前に触れたときと同じで、『知っている』ということ自体が私をさらに煽った。

「ふぁ、あ、……っや、これ、」

「気持ちいい、だろ」

　背筋を反らして快楽を逃がそうにも、逞しい身体に押さえつけられているせいで、少しも動けず、ただ気持ちよさをお腹の奥に溜め込むことしかできない。それに加え火傷するほどの熱と、彼の屹立になぶられているという事実そのものが、私を法悦へと導こうと、して。

「ッ榛名……はる、な、」

「ぁ、ッ名前、だめ、んッ……～～～！」

　彼の歯が再び私の首筋を甘ったるく、きつく噛んだと同時。膨らんだ笠の段差がちょうど淫芽の皮を剥き、露わになった真珠を重い先端がぐっと突き上げた。あまりの衝撃に視界がちかちかと明滅し、意識が一瞬白む。膝ががくりと下がり、足から力が抜ける、――――軽く、イッてしまった。

　自分の身体の善がりっぷりに呆然とする暇もなく、蘇芳の怒張はさらに激しく骨盤を揺さぶり始める。首筋を噛んだままの彼の呼吸は荒く、まるで興奮した獣のようで、私の腰をずくりと重くする。短く切れ切れの嬌声が喉から溢れ、垂れ流しになった蜜が怒張も、太腿も、何もかもを汚していった。

「あっ、ぁ、は……ッあ、あ、ああっ……！」

　腰が跳ね上がろうと、何度も震える。慰めるように歯型をぺろりと舐められるのすら、過ぎたる暴虐にしか思えなかった。全力疾走をした後の如く暴れる心臓が、破裂しそうで、呼吸が苦しくて、――――いっそ何もかも手放してしまいたい。そう思った瞬間、思考を切り裂くように、玄関のチャイムが鳴った。

『若頭ー！　いらっしゃいますかー！』

　続いて、どんどんと戸が叩かれる音と、聞き覚えのある、――――梶原の声。

　ひゅ、と喉が息を中途半端に吸い、心臓が急速に冷えていく。どれだけ悦楽で煮蕩かされている脳味噌でも、現状がどれだけまずいかは容易に想像が付いた。私は半分以上剥かれ、足の間からは愛液がとろとろと糸を引いている状態だし、蘇芳だって下肢が露わになったままだ。

『あれ？　戻ってるって聞いたんすけど……おーい、若頭！　お嬢！』

「っ、……」

「……ふ、」

　笑うような吐息がうなじを掠める。彼の手が私の腰を抱え直す、――――まさか、という嫌な予感が形に成るよりも早く、屹立が揺らめいて再び秘所を擦り上げた。

「ぁ、……っ！」

　反射的に手で口を塞ぐ。訪れた静寂の中、耳の奥で心音がうるさく鳴り立てる。

「しー……声出したら駄目じゃねえか」

　耳元で囁く蘇芳は、言葉とは裏腹に腰を一度、二度と打ち付けてきた。律動は先ほどまでと同じ速度に達し、腰同士が緩やかにぶつかり合う音が鳴る。焦る心臓がさらに鼓動を速めていく。反り返る熱杭は猛り、摩擦のついでのように蜜口に柔く食い込もうと、その先端を押し付けてみせる。

　今挿れられるのは、どう考えてもまずい。さっと血の気が引き、私は慌てて蘇芳の肩を押しやった。

「あッ、あ、ン、っん、蘇芳、ぁ、やめて、だめ……！」

「っは、ハァ……っ声が、でけえよ」

『ん？　今、何か声が……』

「ほら、な……」

　愉しげに蘇芳が笑う。梶原に気付かれるかもしれない、――――その緊張が毒のように、スパイスのように私の身体をおかしくしてしまう。音を極力抑えた一度遠ざかっていた快感がお腹の奥へと呼び戻され、集約し、全身を甘く痙攣させていく。

「……声、あいつに聞かせんなよ」

「え……？　ぁ、うそ……っ」

　秘所を侵す動きが、どんどん速くなる。めちゃくちゃにされる粘膜がぽってりと腫れ、じくじくと痒みを訴え出した。散々擦られた蜜口はとっくに甘くほぐれてしまって、絶頂の予感に食い締めては緩んでを繰り返す。それに合わせて胎奥から塊のような蜜が溢れてきて、彼の怒張をひどく汚した。

　果てがすぐそこまで迫る中、ぎゅうう、と引き絞られていく快感の糸。熱に浮かされた頭は『気持ちいい』という陶酔に浸されていて、声を出してはいけないという戒めだけが、かろうじて私の理性を繋ぎ止めている。それを嘲笑うように、濡れたキスが耳朶に触れた。忍び笑いと共に、彼の手が私の太腿をさらに寄せて。

「ン……っ、あんたの声聞かれたら、梶原は明日から、……ッふ、うちにいないかもしれねえぞ」

「っは、ぁん……っそ、んなこと言うなら、これ止めて……！」

「駄目だ。このまま、ッイけよ、……！」

　一度腰を引いた蘇芳が、溜めを作るように息を吐く。震える私の元へ戻ってきた剛直は、張り出した先端で蜜口の淵を引っ掛けた。ぞくっと背骨を這い上がる悦楽に全身が強張った瞬間、剛直が秘所を捲り上げるようにして淫芯を叩き、――――いっとう強く、深く、秘所を抉った。

「ぁ、んッ……～～～～！」

「ハ、ぐぅ……ッ！」

　がつんと脳味噌が揺れ、法悦が全身を支配する。先ほどよりも深く長い絶頂、――――本気でイッているのだと、嫌でも思い知る衝撃。

　快感を奥へと引き込もうとした強欲な身体が、反射的に太腿を締めたせいか、彼の腰もぶるりと震えた。屹立が弾けたように脈打つ感覚と、ぱたた、と水が滴るような音に、彼も同時に果てに至ったのだと霞んだ思考の端で考える。二人分の荒い呼吸が、狭い玄関口を満たしていく。じっとりと汗をかいた身体が、ひどく緩慢に果てから降りてくるのを、確かに感じた。ついに膝が崩れ、支えがあっても立っていられなくなった私は、戸に勢いよく膝をぶつけてしまう。

「あ……っ」

　梶原。

　思わず呟いた名前に、背後で蘇芳が微かに苦笑した。

「大丈夫だ、もう行った。……立てますか、お嬢」

　投げかけられた敬語と『お嬢』呼びに、私は一度深呼吸をして、ややあってゆっくりと首肯する。よろよろと覚束ない動作で立ち上がる私に、蘇芳は少し落ち着いたような顔で、そっと手を伸ばしてみせた。

「……腰、ほとんど抜けてるでしょう。布団までお運びします」







五、気持ちはきちんと言葉にして伝えましょう








「……怒ってらっしゃいますか」

　寝室に私を運び、手早く敷いた布団の上に寝かせた蘇芳が、ほとんど聞こえないような声で囁いた。ちらりと窺った彼の横顔は、先ほどまでの嫉妬が鳴りを潜め、私に怪我をさせたときと同じような悔恨が滲んでいる。ただあのときと違うのは、――――そこにまだ欲望の火が燻っていることだった。蘇芳の屹立は、着ていた彼の着物で隠されているものの、恐らくまだ収まり切ってはいないのだろう。荒くざらつき、苦しげな呼吸も、私の予想を裏付ける。

「……怒ってないよ。ちょっと、あの、過激だったけど……」

「お嬢の柔肌にいくつも噛み痕を付け、無体を働いたのに？」

　は、と苦く笑った蘇芳が、片膝を立てて座り込む。投げ出した腕に顔を埋め、深い深い溜息を吐いて。その様は、『俺みたいな男じゃあんたを幸せにできない』と言ったときの彼に重なって見えた。私の言葉を信じておらず、自分が私にとって有害であると思い込んでいる顔、――――私の気持ちが、さっぱり伝わっていない、顔。

　脳裏に閃いたのは、『蜜月五カ条』の最後の一つだった。

「……蘇芳。今なら、話を聞いてくれる？」

「はい。何なりと」

　――――そうだ、蘇芳には私の気持ちがさっぱり、これっぽっちも伝わっていないのだ。

　天啓のように降ってきたその気付きは、衝撃と共に今までの自分に対する怒りを呼び覚ました。何でこんな簡単なことに、もっと早く気付かなかったのだろう。

　蘇芳が私に『婚前交渉』をしなかったのも、同じ理由だ。私の気持ちを知らなかったから、相手が自分と同じ恋心を抱いているか自信がなかったから、いつでも身を引けるように私を汚さなかった。嫉妬に駆られ、他の誰にも渡したくないと言ったくせに、今でも最後の一線を超えていないのがその証拠だ。

　私たちはずっと許婚で、互いに自分の気持ちをきちんと打ち明けたことがなかった。互いに、相手の気持ちと自分の気持ちが違うことを恐れて言葉にしてこなかった。このままいけば何もせずとも結婚できるのだからと、甘えていた。

　『蜜月五カ条』の最後の一つ、『五、気持ちはきちんと言葉にして伝えましょう』、――――自分たちに足りなかったのは、最初からこれだったのだ。

「あのね、――――好きだよ。すごく」

「は、」

「私を大事にしてくれる蘇芳が、初恋で、今も大好きな人だよ。他の人との結婚なんて考えられないぐらい……好き」

「……お嬢が、俺を」

「うん。大好きだから……蘇芳に何されたって嬉しいし、蘇芳が傍にいてくれるだけで幸せなんだよ」

　彼の双眸を真っ直ぐに見つめ、気持ちを言葉にする、――――いつか『俺みたいな男じゃあんたを幸せにできない』なんて言った蘇芳に知らしめるように。好意を嫌というほど詰め込んだ台詞が、蘇芳の心臓に突き刺さりますようにと願いを込めて。

　果たしてその願いは届き、蘇芳のかんばせがじわりと赤く色づく。ただ、その表情にはまだ何かが引っかかっているような気配がして、私は黙って彼の言葉を待った。

「……俺、いるだけでいいんですか」

「蘇芳が好きだからね」

　――――だから、幸せにできるとかできないとか、そんなこと考えなくていいの。

　『幸せにできない』なんて悲しいことを言う蘇芳に、ずっと言いたかったことだった。私の一世一代のスピーチに蘇芳の目が呆然と見開かれる。ややあってそれがゆるりと伏せられると、盛大な溜息が唇から零れ出た。

「あんたって人は……何ていうか、こう……」

「『変なところで肝が据わってる』？」

「ああ、そう。そうだよ……ったく、」

　ぐしゃりと髪を掻き回し、蘇芳が呻くように呟いた。

「ちなみに、お見合いに行ったのは瑠璃さんの作戦で……蘇芳に避けられてたから、嫉妬させようっていう」

「クソが」

　万感の籠った悪態に、私はついつい笑みを零す。そんな私を横目で見た蘇芳が、また苦々しい顔をしてみせるから、笑いが止まらなくなってしまった。嵌められて悔しいのが半分、気付かなかった自分への苛立ちが半分といったところだろうか。蘇芳の髪をするりと梳けば微かに首が揺れて、彼がゆっくりと顔を上げた。

　黒々とした瞳が、嫉妬でも苛立ちでも欲望でもない、苛烈な感情を孕んで私を射抜く。ゆるりと下げられた眉が、彼の表情を優しく、甘ったるいものとして彩ってみせた。

「俺も、お嬢が……榛名さんが好きです。他の女のことなんて、考えられないぐらいに」

　いっそ神聖なほどに静かな、愛の告白。蘇芳の気持ちが、『私の中の確信』から『事実』へと変わる瞬間。初めて彼の口から聞く『好き』に、心臓がどっと血液を送り出し、甘ったるいときめきを乗せたそれが全身を駆け巡る。愛おしいと雄弁に語る瞳のせいで、喉に涙がつっかえたようになって、言葉はちっとも出て来やしなかった。

　ただ私の胸に渦巻く蘇芳への初恋が、愛情が、こうしている間にも膨れ上がっていく。

「あんたが俺を憎からず思ってくれてるのは、流石に分かってました。ただ……刷り込みのようなもんだろうな、って思ってる節もあって」

　だから、好きって言ってもらえたのが、――――泣きたくなるほど嬉しい。

　緩く笑った蘇芳の顔は、今までに見たことがないぐらいに穏やかで、優しかった。この世の幸福を詰め込んだみたいな、眩い微笑み。傾げられた首から鎖骨へと、一粒の汗が伝い下りていく。

「俺は元々悋気やら独占欲やらがひどい性質なんです。だからこそ……せめて結婚するまでは、あんたを幸せにすらできない、この不甲斐ない男に縛り付けないようにと思ってました」

　一度抱いて、手に入れてしまえば、今日のように別の男が割って入ったときにどうしたって手放せなくなる、――――だからこそ『婚前交渉』を頑なに拒み、私の純潔を守り続けたのだと蘇芳は笑う。

　蘇芳の指先が私の輪郭をゆるくくすぐり、目尻を優しく撫でた。顔に影がかかり、彼の香りがぐっと強くなる。

「でも、今日のことでよくよく分かった。どっちだって同じだ。今更、他の男なんかにやれるか」

「……うん」

「俺の番になるって、もう二十年も前から決まってんだ。俺がいるだけでいいなんて言うなら……あんたは俺が娶る」

　そっと下りてきた蘇芳の唇が、私に触れるだけの幼気なキスを贈る。ちゅ、ちゅ、と優しく何度もついばむようにしながら「遠慮なんか止めだ」と傲慢に微笑んだ。

「お嬢、――――あんたの丸ごと、俺にください」

「……いいよ。全部あげる」

　だから蘇芳の全部、私にちょうだいね。

　囁く私に、蘇芳の瞳がとろっと蕩ける。ひどく甘ったるい眼差しを注いだまま、彼は私の着物を剥ぎ取って部屋の隅に放り投げた。先ほど穿き直させられたショーツと、ブラジャーを残したあられもない姿。再び熱を帯び始める蘇芳の視線から逃げるように、私は自分の肩を抱きしめる。散々触れ合ってきたくせに、こうして素肌をきちんと見せるのは初めてで、妙な緊張が全身を強張らせた。

「……今更、何を緊張してるんです」

「いや、だって……裸見せるのは、流石に恥ずかしいし……」

「あんたの『恥ずかしい』の基準がよく分かんねえな……もっと凄いこと、散々しただろ」

　宥めるようなキスを額に一つ落とした蘇芳は、私に覆いかぶさりながら自分の着物を脱ぎ捨てる。仄暗い室内で、彼の刺青だけがぱっと鮮やかに輝いた。色とりどりの菊と猛々しく勇ましい龍の意匠。久しぶりに目の当たりにするその全貌に、そっと手を伸ばしてしまう。滑らかな肌に浮かぶ紺青のラインをなぞると、蘇芳がくすぐったそうに目を眇めた。

「俺の刺青、好きだよな」

「うん……ほら、図柄一緒に決めたでしょ。蘇芳には龍がいいなって」

「そういやそうでしたね。でも最初、『猫がいい～！』とか駄々捏ねるからマジで困りました」

「そうだっけ……？」

「都合の悪いことはすぐ忘れるよな、あんたは」

　する、と龍の頭を撫で、そのまま均整の取れた身体に手を這わせた。戦闘で使われるためにある筋肉は、トレーニングで鍛えた人のそれよりも無駄がなく、シャープな印象を与えるのだなと詮無いことを考える。その途中で指先が治りかけの傷に引っかかって、かさぶたのざらついた感触がした。

　ちょうど一週間前の傷だ。脇腹から、再び腕のほうへ指を滑らせ、同じく一週間前に付いた大きな傷に触れる。

「傷、もう平気？」

「ああ、もうすっかり。あんたの手当てがよかったんでしょう」

「よく言うよ」

　しれりと嘯く蘇芳にくすりと笑って、私は傷の上に柔く唇を押し当てる。そのまま労わるように、愛おしむように口付けを繰り返せば、触れた腕がまた少し火照り、頭上から溜息が落ちた。

「この状況で煽る奴があるかよ……」

　ぎりぎりのところで劣情を押し込めたような、熱っぽい囁き。あっという間に両手首を捕まえられて、今度は蘇芳が私の傷にキスを落とし始める。瑠璃さんの手当てを受けて塞がったそれは、手のひらと腕に微かな線を残すだけになっていた。ちゅ、と音を立てて、蘇芳が真っ直ぐこちらを見遣る。八畳にひしめく空気が、じわじわと温度を上げていくのが分かって、首筋に鳥肌が立った。

「今までは行儀よくしてたが、もう、そうしてやれる自信がない。……それでもいいか、お嬢」

「……いい、よ」

「本当に？」

「いいってば……っ、あ、」

　蘇芳が私の背中に手を回し、ブラジャーのホックを器用に外した。ふるんと零れ出た膨らみが早速男の手に捕まって、捏ねるように揉みしだかれる。その程よい力加減が気持ちよくて、膨らみの内側、芯になる部分がじんと痺れていく。真白でまろい果実が、骨ばった指に我が物顔で支配され、卑猥な形に変えられていく光景、――――自分の身体の柔らかさを教え込まれる光景は、私の目を釘付けにしてしまう。

「ん、ぁ、っんん……」

「俺の手にちょうどいいサイズだな。揉みやすくて助かる」

「ぁ、っそういうこと言うの、止めてってば……」

「照れてんのか？　……かわい、」

　私が明け透けな台詞に弱いことに気付いたのか、蘇芳の目が悪戯っぽい輝きを帯びる。膨らみを厭らしくなぶりながら、指先はぽってりと腫れ始めた蕾を容赦なく摘まみ上げた。どこか露骨で性急な手つきは、今までよりもはっきりとした『求められている感覚』を私に植え付けていく。蘇芳の欲が自分に向いている。蘇芳が私を求めて、興奮している、――――それを思い知らされるような、自制心を喪った愛撫に、うなじが甘く痺れた。

　先ほどまでの熱があっという間にぶり返す感覚。容易く快感に手綱を握られてしまう身体が、焦れたように腰を揺らめかせ、昂り始めているのだと目の前の彼に教えてしまう。蘇芳の瞳がいっそう苛烈な煌めきを携え、肌を犯すように私の全身を眺めまわした。

「あんたの身体はどこもかしこも綺麗で……汚し甲斐があるな。めちゃくちゃにしてやりたくなる……」

「ぁ、あ……っ」

　手のひらが膨らみを解放し、腰骨へとじれったく下りていく。もっと奥深くまで触れてみたいという欲を雄弁に語るような、物欲しげな手つき。それにまんまと煽られたのは私のほうで、思わず彼の腰を引き寄せるように腕を回してしまう。蘇芳は獰猛に笑って、私の恥知らずな反応をあげつらうように囁いた。

「そんな蕩けた顔して……ここ、もう欲しくなってんだろ」

　腰骨を撫でていた手が、へそのすぐ下を優しく、とん、とんと押し込んだ。皮膚と脂肪の下に埋まる子宮が軽く圧迫され、腰がひくんと跳ねる。ここを自分が汚すのだと知らしめるような動きに、刺激を渇望する最奥がとろとろと輪郭を失い始めた。先ほどほぐされた隘路に、再び愛液が満ちていく。外側ばかり愛されてずるい、なんて甘ったれた泣き言を零すそこは、既に蘇芳に支配される準備を整えてしまったようだった。

　既に意味を失ったショーツから両足が抜かれ、はしたなく大開きにされた太腿の間に蘇芳の腰が割り入った。私と同じく一糸纏わぬ姿になった彼は、厭らしく舌なめずりをすると、そそり立つ怒張の根元に自身の手を添える。猛々しいそれが先ほどよりも重そうに鎌首をもたげ、淵からとろ、と蜜を垂らす淫裂に狙いを定めているのが分かって、――――心臓がぎゅう、と引き絞られるような感覚を味わった。

「ん……、ぁ」

「ハ、……足開いたまま健気に待ってんのか、イイコだな」

　屹立を支える手が上下に揺れて、切っ先がじっとりと花弁を擦り上げた。熱い塊が緩く蜜口に嵌り込み、すぐに抜かれて、蜜だまりをほじくり返す。何も纏っていない、熱く乾いた肉が粘液に浸けられ、くぽ、と音を立てるのが信じられないぐらい淫猥だった。

　このまま、挿れられちゃうんだ。そう思うと淫路の浅瀬がきゅっと締まって、笠の部分が嵌り込むたび、奥まで引き込もうと妖しくひくつく。その堪え性のない反応に、蘇芳の箍がまた一つ外れた気配がした。

「ッん……なあ、榛名、本当に挿れちまっていいのか……？」

　なあ、と甘えるような声音で、蘇芳が私を追い詰めていく。焦らされた身体は限界で、早く最奥に刺激が欲しいと何度も頷いているのに、彼は切っ先で秘所を意地悪く弄んでみせる。軽く突いて、蜜を掻き出すように腰を引いて、戯れに秘芯のほうをくすぐって。執拗なまでのその焦らしが私の思考をふやかし、下腹部に痒みすら伴う疼きを燻らせた。気持ちよくなりたい、我慢できない、――――そして何よりも、早く蘇芳と一つになりたい。

　今まで散々お預けされた分も、満たしてほしい。そんな衝動に駆られた私は、蘇芳に精一杯のキスをして、なりふり構わず懇願してしまう。

「んっ、ふ、ぁ……っね、も、早く、」

「挿れたら一生全部が俺のもんになって、もう逃げらんねえからな。……それで、いいんだな？」

「いい、から……っすお、きて……！」

「ああ、――――あんたの、望み通りに」

　私の懇願を聞き届けた雄が、ぞろりと口の端を吊り上げて宣告する。私を苛める間にも育った怒張が、手の支えを受けながら秘所に照準を合わせ、ゆっくりと潤みの中へと切っ先を埋め始めた。

「ほら、……あーん」

　ハートマークでも飛びそうなぐらい、甘ったるい声音。堅いイメージのある蘇芳の口から、途轍もなく似合わない種類の淫語が飛び出してくるのが、堪らなく厭らしく思えた。

　蜜口で咥えたそれは、蘇芳が腰を押し進めるのに合わせて襞を割り開いていく。ねっとりと濡れた内壁は、指でしっかりと寛げたおかげか、大した痛みも生まないまま刀身を飲み込んだ。途中でつぷりと何かが切れる音がして、蘇芳が私の『最初で最後の男』になる証明が済んだのだと理解する。ああ、ようやく蘇芳と一つになれたのだ、――――胸を満たす達成感と安堵、充足感。温かで幸せな感傷に、自然と口元が綻んでいく。

　鈍い痛みに、じわりと滲む血。思っていたよりはひどくない破瓜の痛みは、好きな男に一番大事な場所を明け渡す快感の中では、程よいスパイスにしかならなかった。

「ッはー……きっ、ついな……熱くて、奥まで蕩けてんのに……」

　息を呑んだ蘇芳が、快感にはっきりと顔を歪めて低く呻く。彼の艶やかな前髪から落ちた汗が、私の脇腹をくすぐって流れていった。

　隔てるものもなく埋められた楔は、粘液を灼き尽くすのではないかと思えるほどに熱い。私に対しては誠実であろうとする蘇芳が、わざと膜を用意しなかったのなら、それはきっと『一生逃がすつもりはない』という彼の主張の表れなのだろう。

　ずるずると進んでいった先端が、やがて最奥に到達する。下生えと恥骨同士がぴったりと触れ合い、彼自身が根本までしっかり飲み込まれたのが分かって、浅瀬から奥までの襞がきゅ、うう、と波打った。

「ッ、ぐ、馬鹿、っはァ……そんな、締めんなって……抜かねえから」

「ひぁ、あっ……ン、んっ、抜いてほしくなくて……締めてるわけ、じゃ、」

「本当か？　中……すっげえ、きゅうきゅう締めてくるけどなあ……？」

　意地悪、いじわる。呻くようになじる私の頭の横へ、苦笑した蘇芳が両肘を付く。焦点がぼやけるほどに近付いたかんばせが、こちらの唇へと食い付いた。下唇を弄び、歯列を割って舌を器用に絡め取る深いキス。何度訪れても慣れないその感触に宥められながら、身体の奥深くまで貫く杭に甘えるように縋りつく、――――苦しいぐらいに胎を圧迫するそれが少しでも馴染むように、形を覚え込むように。

　蘇芳も襞の意図が読み取れたのか、動かずにただ緩慢な口付けで私をあやしてくれる。自分の中で、自分以外のものが脈打つ感覚。下手をすれば怖気さえ覚えそうなのに、蘇芳のものだと思うだけで、そのぞくぞくとした感覚は快感へと変わっていく。

「っふ……榛名、そろそろ動く、ぞ……ッ」

「ん、うん……っは、ぁ」

　キスを結んだまま頷けば、蘇芳の分厚く逞しい腰がゆらりと動いた。ずる、る、と抜け出た楔は、一拍置いたのちに同じ速度で最奥へと戻ってくる。それが一度、二度と繰り返され、やがてリズミカルな律動となって私を襲った。硬く滾った剛直はまるで穿つように最奥を叩き、男の人にしか触れられないそこを先走りで汚していく。

　布団に転がった身体が揺れに合わせてずり上がろうとするのを、彼の手に押さえ込まれ、そのままきつく揺さぶられる。肌同士がぶつかり合う音が、あられもなく響いた。

「や、っあ、ァ、んんッ、」

「……ッは、クソ、奥……こんなとろっとろにして、恥ずかしくねえのか」

「ッうそ、ぁ、やだ……っ、ぁ、あっあっ、あ、ン……！」

「うそじゃねえ、って……あったかくて、ぐずぐずで……ずっとここに居たくなる」

　ぐ、ぐっと腰を限界まで押し付けて、奥に溜まった粘液たちをぐちゅりと掻き混ぜる。悪戯に腰を引いて、浅瀬の好いところを軽く抉り込む。緩急を付けて抜き差しし、蜜壺全体の襞を丁寧に掻きむしる。どれか一つでも私をおかしくする力があるのに、纏めてやられてしまえばひとたまりもない。私は彼にされるがまま、キスで塞がれた唇で溺れるように喘ぐだけだ。

「ッは、ぁ……くそ、俺のほうがあんまり持たなそうだな……」

　苦笑のような響きと共に、彼がまた深く奥を抉る。摩擦でなぶられる襞がいちいち卑猥な水音を立てるせいで、腰を震わせる痺れがどんどんひどくなっていった。叩き込まれる楔は、もうすっかり私の蜜壺の信頼を勝ち得たようで、引っかかることもなくスムーズに奥まで潜り込んでしまう。彼の怒張に懐いた胎が健気にそれを絞り上げ、甲斐甲斐しく扱けば、蘇芳の口からも熱い溜息が溢れた。

　きゅ、きゅ、と隘路がひくつく。私の身体が慣れたことに気付いた蘇芳が、抉り込む角度を微妙に変えた。奥まで辿り着く間に、浅瀬の『女性の好いところ』を掠めるコース。大多数の女性から私も漏れなかったようで、屹立の硬い段差がそこを擦り上げるたびに、視界が白むほどの快感を味わう。

「っあ、ぁ、ッン、んんっ……！」

「は、る……榛名、っ榛名……」

　欲望に掠れる声が、熱っぽく私を慕う。彼のぎらつく瞳に全身の反応を余すところなく見つめられながら、私は身体を侵食していく情欲の熱に悶えていた。

　熱い。熱くて堪らない。額も、うなじも、心臓も、――――それから、お腹の奥も。我慢できないほどの熱だった。蘇芳が律動の合間にキスを落とす。今度は唇が熱くなる。彼の腕が私を掻き抱く。全身が熱くなる。

　熱に溺れて、息ができなくなってしまう。

「は、ぁ……ッん、や、っすお、蘇芳……っ！」

「ん……ッもうイキそう、か……？」

　追い立ててくる熱から逃れようと、哀れっぽく蘇芳に縋れば、彼の目元が愉悦に歪む。

　たっぷりと甚振られたせいか、既に隘路は細かく震え始めていた。好いところを抉り込まれ、とん、とん、と奥を叩かれるたび、彼の腰を挟む太腿まで痙攣が伝わってしまう。重い腰に圧し掛かられる体位のせいで逃げ場はなく、膨らみ切った快感と熱が彼の手によって弾けさせられるのを、ただ待つことしかできない。

　一突きごとに一段ずつ、私の身体は、確実に果てへと昇っていく。

「ぁ、っは、あッ……も、ゃ、だめ、イッちゃ……」

「ッ……ン、俺も、ッそろそろ、出そう、だ、」

　獣じみた瞳がきゅう、と細まり、私の痴態を余すところなく網膜へ灼き付けていく。まだキスの距離にある彼の唇から、荒く苦しげな呼吸が漏れるのが、その興奮具合を表しているようだった。大きな両手に腰を掴まれ、好き勝手に引き寄せられる。内壁を蹂躙する逸物が太く肥え、一層硬く熱く張り詰める気配、――――蘇芳も、もう限界なんだ。

「っ、おく、で出すの……？」

　ぽろりと零れた言葉は、ほとんど無意識のうちに熱に浮かされて吐き出したものだった。欲を吐き出したくて仕方がない、と訴える幹を食い締めながらの問いかけは、いっそあどけなくすら聞こえる声音のくせに、ふしだらな欲に唆されていて。

　目を見開いた蘇芳のかんばせが、次いで怒りにも似た興奮で険しく歪んだ。

「こ、の……ッ、かわいい顔して助平なこと言うなって……！　しまいには本気で奥で出すぞ……！」

　蘇芳の手が私の頭を激しく抱え込み、呼吸すら閉じ込めるかのように深い口付けを落とした。ただでさえ蕩けていた脳味噌を、徹底的に駄目にするための暴虐。抗えるはずもなく、残り滓のような理性が塗り潰されていく。うっすらと瞼を開けて蘇芳を見つめれば、開き切った瞳孔の奥に、どうしようもないほどに惚けた私が映り込んだ。

　律動がさらに苛烈さを増し、私の快感を考慮しない、叩きつけるようなそれに変わる。蜜どころか媚肉まで攪拌されてしまいそうで、私は彼にしがみ付き、悦楽の波に押し流されないように爪先までをぴんと伸ばした。首筋の汗を舌で優しく舐めとられるのが、尾骶骨に場違いな甘さの悦を連れてくる。

「ッあ、ン……ッはァ、まだ、結婚してねえだろ……ッ責任、取るつもりしかねえけど、ちゃんと出すのはまた今度、な」

　雄そのものの笑みを、甘露を煮詰めたような瞳が彩る。愛おしいという感情がどろどろに蕩けて、視線に乗って私へと注がれる。身体だけではなく、心までもが快楽の最中に引きずり込まれ、意識が制御できない渦に飲まれて。沈んで、揉まれて、――――がつん、と最奥の窄まりを穿たれた瞬間、視界が弾けた。

「ァ、あ、ッぁああっ……！」

　びくんと下腹部が震え、一瞬、全身がきつく強張る。何度か彼に与えられたものの中でも、ひときわ深く長い絶頂だった。どっと全身から汗が吹き出し、沸騰しそうな蜜がどろっと隘路へ広がる。激しく痙攣する蜜壺に締め上げられ、蘇芳の楔は我慢ならないといったふうに胴震いし、――――吐精の直前に泥濘を抜け出した。

「っあ、ぐ……ッ」

　苦しげな呻き声と共に、蘇芳の手が屹立を締め上げる。そのまま、足りない分の快楽を補うようにきつく扱き始めた。熱にけぶる彼の瞳がぎらぎらと光り、私の痴態をすらも補填とするように一心に見つめてくる。自分の欲しか考えていない雄の顔は、私の余韻を長引かせるには充分だった。

「ッ、悪い、お嬢……っ！」

　懺悔の言葉が甘く震える。彼の怒張がついに大きく脈打ち、私のへその下へ白濁を迸らせた。

　あつ、い。火傷してしまいそう。まろいお腹を汚したそれに、食い締めるものを失った内壁が、きゅんとひくついてみせる。後追いのように甘くイッてしまい、飲み込み切れなかった涎が唇の端から糸を引いた。

「っあ、ゃ……っや、……」

「はー……ッは、ァ、」

　じっとりと濡れて重い呼吸が、二人分。互いのそれを施し合うように、余韻に浸るキスをする。下唇を甘噛みし、宥めるように鼻先を擦り合わせて、二人揃ってゆったりと果てから下りていく。そうして呼吸を落ち着かせて初めて、静謐で、清潔な和室に淫靡な香りが広がっていることに、ようやく気付くのだ。

　日常を侵す行為の残滓に、蘇芳と『婚前交渉』を終えたという実感が私の元に舞い戻る。じわ、と今更のように熱くなった頬に手を遣ったところで、目の前の彼がすうっと視線を下げていったのが分かった。どこを見ているのかは明白で、畳みかけるように襲ってきた羞恥心に、ついに眦までが赤くなる。

「……こうやって汚すのも、悪くねえな」

「馬鹿、何で言うの……！」

「あんたが恥ずかしがるのが悪い」

　恥ずかしがられると、苛めたくなる。

　白々しく笑った蘇芳が、指先で丁寧に白濁を拭った。やっぱり蘇芳って『わるい男』なんだな、――――感慨が横滑りし、まだふわふわする頭でそんなことを考える。

「……やっぱり蘇芳、その……するときだけ、意地悪じゃない？」

「好きな女抱いてんだから、当たり前だろ。男はすぐ調子に乗るからな。……それより、お嬢。お願いがあるんですが」

「え？」

　なに、とお願いの内容を問うよりも先に、労わるように腰を撫でていた手が、そこに厭らしく爪を立てた。再び濃密さを取り戻していく周囲の空気に、私の唇がひくりと震える。

「……まさか、」

「初めて同士であんまり無体を働くのも、とは思ったんですが……駄目でしょうか」

　こんなときばかり真摯で真っ直ぐな瞳が、私の機嫌を窺ってみせた。そこにはまだ鷹のような鋭さは戻っておらず、けぶるような色気が眦に留まっている。思わず「う、」と呻いた私は、彼の期待の視線から一瞬目を逸らして、――――それから、小さく頷いた。

「……ほんと、あんたは俺に甘い」

　華やかなかんばせが喜色を纏い、私に甘く微笑んだ。瞼に優しいキスを贈って、彼がもう一度こちらに覆いかぶさってくる。その赤く染まった首筋は汗ばんでいて、強く彼の香りが、して。

「黙っていても結果は一緒だと思うんですが……どうしても、自分の言葉で伝えかったことがあるんです。聞いていただけますか」

　ぱちりと目を瞬いて、一度大きく頷いた。どうしても自分で言いたかったこと。心当たりがあるような、ないような。快楽の海からようやく戻ってきたばかりの思考が、覚束ない様子で記憶の棚を開け閉めする。

　ぼんやりしている私をどう思ったのか、ほんの少し緩んだ彼の唇が、柔らかく言葉を紡ぐ。

「俺と、結婚してください」

　――――その瞬間の幸福を、何と呼んだらいいのだろう。

　幼い子供の内緒話のように囁かれたのは、幼気な初恋の続きの愛だった。

　好きだと言われたときと同じか、それ以上の幸いが頭の上から降り積もる感覚。酷使されたばかりの心臓が、苦しいぐらいに甘く痛んで、目の淵がじわりと熱くなる。

　呼吸も、瞬きも止めた私の視線の先で、蘇芳がほんの少しだけ不安そうにこちらを見つめていた。ああ、返事をしなきゃ。そう思うのに喉に感情の塊がつっかえていて、吐き出した言葉は中途半端に掠れていた。

「……っ、はい……！」

　頷いた拍子に、限界を超えた淵から湛えていた涙が零れる。一粒落ちてしまえば、後は勝手にぽろぽろと転がっていく。慌てて目元を擦ろうとした私の手を、蘇芳が優しく掴んだ。彼は仕方ないなというふうに笑ってみせると、指先に恭しく口付ける。

「これからも、あんたは俺が必ず守ります」

「……じゃあ、私が蘇芳を幸せにするね」

「そりゃあ心強い」

　約束ですよ。

　謳うように囁いて、蘇芳が小指を差し出した。私はそれに自分の小指を絡めて、幼い頃そうしたように指切りをして、――――後は下りてきたキスの甘さに絆されて、何もかも分からないままに、もう一度蘇芳の愛と熱を受け入れる羽目になったのだった。
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「お嬢……ほら、起きてください。もう朝飯もできてます」

　優しく揺さぶられ、意識が泡を吐き出しながら水面へと浮上した。肺を満たす、朝の爽やかな空気。いつもより少し柔らかな声音は、寝起きの脳味噌へすんなりと馴染んでいって、穏やかで温かな微睡みから私を目覚めさせようとする。

「ん、んん……」

「起きないなら、――――朝っぱらから抱きますよ」

「起きました」

　蘇芳と気持ちが通じ合って数日。彼はあの日以来、その身に染み付いていた私に対する遠慮をどこかに忘れてきてしまったらしい。ぱちりと目を開けた私を覗き込みながら、甘ったるく、少しだけ残念そうに笑ってみせる彼は、たぶん大匙一杯分ぐらいは本気だ。

「そんなにあからさまな反応されると、結構傷つくんですが」

「え、あ……いや、恥ずかしいだけで、嫌なわけじゃないよ……！」

　元々、蘇芳に『婚前交渉』を強請っていたのは私のほう。彼の遠慮がなくなったのだって、私が恋人らしくなりたいと望んでした行動の結果であり、『蜜月五カ条』による成果だ。嫌なはずがなかった。

　蘇芳は必死になって弁明する私をしばし眺めていたけれど、ややあって苦笑を一つ零すと、鼻先に軽く唇を押し当てる。「冗談です」なんて嘯いたそれは、するりと下りて私の唇にもキスを贈った。

「それに、朝からってのも節操がないでしょう。……強請られたって抱きません」

「……遠慮してる？」

「まさか。俺がお嬢のために我慢したいだけです、――――大事な嫁、なので」

　あの日以来変わったのは蘇芳の態度だけではなく、私たちの関係も同様だ。

　遠慮をかなぐり捨てた蘇芳は、あの見合いの翌日には婚姻届を持ち帰ってきて、『入籍だけでも先にして、もう誰にも手出しできない状態にしたい』と珍しく駄々を捏ねてみせた。どうやら瑠璃さんの考えは、またしても正しかったらしい。

　貴重な蘇芳のおねだりを無碍にできるはずもなく、私は早々に婚姻届にサインをし、二人揃って父や組の人たちに色々と根回しをして、――――そしてようやく昨夜、届を出したことによって、私たちは夫婦になったのだ。

　当然、昨日の今日ではまだ実感もなく、『嫁』という直截的な表現に慣れているはずもない。照れによって、私の頬がじわりと赤みを帯びる。それを隠すようにして布団を被れば、蘇芳の香りのする布の向こうから、彼の忍び笑いが聞こえた。

「……照れんなって」

「無理……」

「仕方のねえ嫁さんだな」

　からかうような、どこか甘ったるい声音。平素ではあまり聞けないはずのそれに、やっぱり蘇芳は変わったのだと思わされる。だって今までの彼は、こんな何でもないタイミングで甘さを出してこなかった。褥で睦み合うとき限定の癖じゃなかったの、なんて八つ当たりめいた感情が胸に去来して、私は布団の中で小さく身悶える。

　『蜜月五カ条』を実践し始めた当初は『ちょっとでも恋人らしくなれたらいいかな』程度で考えていたのに、――――これじゃあ、こちらが骨抜きにされてしまいそうだ。

　ただでさえ私のほうが参っているのに、ずるい。好き。呻くように舌の上だけで囁けば、聞こえなかったらしい蘇芳が、私の肩を柔らかく叩いた。

「ほら……そろそろ布団から出ましょう。朝飯、冷めちまいますから」

「……うん。おはよう、蘇芳」

「おはようございます、お嬢」

　改まった朝の挨拶をして、そろそろと身体を起こす。先に布団から抜け出た蘇芳が、寝室の襖へと手を掛けたところで、ふと思い出したかのように振り返った。

「ああ、そういや……今日なんですが、お仕事休めたりしませんか」

「え？　うーん、今日はちょっと難しい……かな」

　視線を彷徨わせ、昨日の夜に確認したタスクを思い返す。確か、今日中に上に回さないといけない書類があったはずだ。会議も二つほど入っているし、急に休むには相応の理由が必要になるだろう。

　そもそも、蘇芳がこういうことを言い出すのは珍しい。どうしたのかと視線だけで問えば、蘇芳は私を食卓まで促したのちに、ほんの少し眉根を寄せて重々しく口火を切った。

「実は昨日から、黒武組が妙な動きをしてまして。相手方も当然お嬢のことは調べてるでしょうし、何かあったら……と思ったんですが」

「妙な動き？」

「人をやたらと集めてるって話です。……俺も、朝は会社まで送れるんですが、迎えは難しくて」

　どうしても出なきゃならない取引があるのだと溜息をついた蘇芳の顔には、はっきりと『心配です』と書いてあった。その険しい眼差しが、私が彼に大事に想われている証左なのだと思うと、心臓の辺りがくすぐったくなる。

　ただ、黒武組が私を直接狙ってくる可能性はほとんどないだろう。三条組と黒武組は今までに何度か事を構えているけれど、どちらかというと正面切ってやり合う形が多かった。今更人質を取るような搦め手を使ってくるとは思えない、――――そう述べる私に、蘇芳は「それは、そうなんですが……」と曖昧に頷いてみせる。

「……まあ、休めないもんをあれこれ言っても仕方ありませんね。梶原の他に二人ほど付けますんで、気を付けて行ってきてください」

　蘇芳のほんのり物憂げな双眸が、朝食の湯気越しに私を捉える。

　その視線の本当の意味を思い知ったのは、それからちょうど十時間後のことだった。
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　――――『車で待ってます。退勤したら来ていただけますか』。

　定時終わりの黄昏時、平素の梶原とは似ても似つかないテンションのメッセージを受け取った時点で、こうなるような気はしていた。

「待ってましたよ、三条榛名さん」

「……黒武組」

　微かに血の匂いのする路地裏。歩を進めるごとにその香りは強くなり、私の顔を歪ませる。

　待ち構えていたのは厳めしい顔の黒服だった。私にメッセージを送ったはずの梶原、そして二人の護衛は、その黒服たちに押さえ付けられ、地に伏せて藻掻いている。額や腕に痛々しい傷があって、彼らが黒服の襲撃を受けたことは容易に想像がついた。

　彼らが梶原たちを襲い、梶原のスマホから私に連絡を入れておびき寄せたのだろう、――――それが分かったうえで路地へ足を踏み入れた私に、梶原が苦い顔で叫ぶ。

「お嬢、何で来ちゃったんすか……！」

「……梶原、静かにしてて」

　黒武組の特徴は、親指をぐるりと囲むように入れられた刺青だ。確認した限りでは、うちの構成員を制圧している全員にその刺青があった。前に蘇芳を狙ってきたチンピラとは違う、ちゃんとした極道者。状況は最悪の一歩手前と言ったところで、じわじわ胃の腑が冷えていくような感覚を味わう。

　私は梶原に向かって安心させるように微笑んでから、相手の中でもリーダー格と思わしき男を睨み付けた。彼はにやにやとした笑いを引っ込めると、私に向かって恭しく手を差し出してみせる。

「一緒に来ていただけますね？」

「嫌って言ったら？」

「どうなるか分かってるから、ここまで来たんでしょう」

　ぐい、と梶原を踏みつけて嗤う男に、思わず唇を噛む。やっぱりそうだ、――――梶原たちは私にとっての人質。そして相手は、私を蘇芳たちへの人質にしようとしている。

　梶原たちを無事に解放してもらうためには、私が大人しく捕まるしかない。梶原が止めろと叫ぶ中、私は一度目をぎゅう、と瞑ってから、真っ直ぐに前を見つめる。

「駄目です、お嬢、」

「……分かりました。一緒に行きます」

「流石三条家のお嬢さん、賢明だ」

　男の手が、私を車へと引きずり込む。スモークで覆われたガラスの向こうで、梶原が泣き出しそうな顔をしているのが見えた。ごめんね、という呟きは、梶原にも蘇芳にも届かないまま、私の喉の奥で死んでいく。







零、愛しいという感情に貴女の名を付けて








　その人への恋を自覚したのは、二十年も前だ。

　一本一本が細く艶やかな御髪に、庇護欲をそそる身体つき。滑らかな雪膚、形の良い聡明そうな瞳、じわりと色づいた桃色の唇。彼女の美しさを称える言葉はいくらでも思いつくが、照れくさくて口にはできず、彼女への気持ちを形にする言葉に至っては纏まってすらくれない、――――そんな情けない男の想いに、お嬢もよく応えてくれたものだと思う。

　俺の愛しい神様。両親を失い、寄る辺をなくした子供に生きる意味を与えてくれた人。傍に控え、守るだけで満足だったのに、いつしかそれだけじゃ足りなくなった。下手に許婚などと言われ、まるで自分のものかのように錯覚したのかもしれない。自制すら振り切った俺の初恋は、二十年の間に醜く大きく育ってしまった。

　すおう、――――柔く、愛おしいもののように名前を呼ばれる幸せを知ってしまえば、もう恋を知らぬ子供には戻れないのだ。

「……蘇芳君は、いつ榛名ちゃんに恋をしたの？」

「は、」

　瞬いた瞼の向こう、茶を運んできたらしい瑠璃さんがこちらを覗き込んでいるのが見えて、俺はふっと我に返る。

　お嬢を会社に送り届け、迎え用の人員を新たに二人確保した後、母屋に戻って仕事に取り掛かったのが二時間前。身体を揺らせば、二時間も同じ姿勢でいた弊害か、背骨が嫌な音を立てた。一緒に書類を覗き込んでいたはずの四ッ谷さんは、いつの間にかそれらを放り出し、瑠璃さんの淹れた茶をありがたそうに飲んでいる。慌てて手を伸ばせば、そっと湯呑みを添えられた。

「ありがとうございます。……で、何でしたか」

「蘇芳君が榛名ちゃんのことを好きになったのは、いつだったのかなあ……って話よ」

「はあ……」

　三条組一の切れ者と名高い四ッ谷さんの妻に相応しく、気立てのいい才女であらせられる瑠璃さんだが、こういうところはいただけない。少女のように恋物語を好み、周りのそういう話を聞きたがる癖は、それこそ少女の頃から変わっていないようだった。

　どうはぐらかそうかと視線を巡らせる俺に、瑠璃さんは「あなたも気になるでしょう」なんて言って四ッ谷さんを味方に付けようとする。四ッ谷夫婦は何年経っても仲睦まじいため、タッグを組まれると勝ち目がない。

「どうせお嬢の誘拐事件のときだろう。あの後から、ガキが一丁前に色々考え出したもんなあ。俺に頭下げてまで」

「えっ、そうだったの？」

「俺も組長の護衛係だったからな。護衛の何たるかを教えてくれって……いやあ、若かったな。あの頃の蘇芳は。『俺はあいつを守んなきゃなんねえんだよ！』とか言って」

「いや、本当に……マジで勘弁してください」

　幼く青い宣告をこの場で再生されることほど、恥ずかしいことはない。逃げるようにして湯呑みに口を付け、視線を逸らす。部屋を生温かい空気が占めていく感覚がひどくむず痒く、居心地悪い。

　残念ながら四ッ谷さんが言っていることは事実で、俺は自分のせいでお嬢が誘拐されるという事件の最中、愚かにも彼女に恋をして、そこから彼女の護衛役という役職に対して真摯になった。お嬢は俺の献身を忠義だ何だと思っている節があるが、そんなもん俺に言わせればただの下心に過ぎない。だから、あんなに真っ直ぐな瞳で称賛してもらうほどの価値はないのだ、俺には。

　俺はただ、――――大事な女に傷ついてほしくないだけなのだから。

「やだ、私までドキドキしてきちゃった。ねえ、榛名ちゃんのどこを好きになったの？」

「ああ、それは俺も聞きたいところだな」

　言えるか、そんなもん。

　好奇心でいっぱいの揃いの瞳を向けてくる夫婦を適当にあしらい、俺は再び書類に目を落とす。お嬢のどこを好きになったか、なんてお嬢本人にもちゃんと伝えたことがないのだ。それらしいことはこの前言った記憶があるが、お嬢もあの様子では気付いていないだろう。

　――――『ねえ蘇芳くん、怪我してる？』

　舌足らずで幼い響きを持つ声音を愛おしく思ったのが最初だ、なんて、あの会話でお嬢は気付いただろうか。

「……でも蘇芳君、やっぱりちゃんと榛名ちゃんのこと好きだったのね。安心したわ」

「……どういう意味です？」

「榛名ちゃんがね、『蘇芳って私のことどう思ってるんだろう……』ってここ最近悩んでたから」

「え、」

　聞き捨てならない言葉に顔を上げると、瑠璃さんがにっこりと笑って俺の分の茶を継ぎ足していた。そのまま彼女が明かしてくれたのは、彼女自身と、俺の新妻による五つのチャレンジについての内緒話だ。

　『蜜月五カ条』、――――甘く恋人らしい関係を築くためにすべきこと五つ。護衛の時分の硬い態度を引きずり、許婚らしくもなれず、恋人とは程遠い距離感を保つ俺に焦れたお嬢が、瑠璃さんが四ッ谷さん相手に実践したというそれを、俺相手に試したという。五カ条の内容を聞いてみれば、なるほど思い当たる部分は大いにあった。お嬢は『見合いに行ったのは瑠璃さんの作戦』と言っていたが、それもこの五カ条のうちの一つだったのだろう。

　話を聞いて、咀嚼して。それから胸に湧き上がったのは言いようのないむず痒さで、それはきっと彼女のいじらしさに対する、一種のときめきのようなものだった。

「……」

「あっ、あの、私が『やってみたら？』って言っちゃっただけで、榛名ちゃんに悪気はないから……その、怒らないであげてね？」

「大丈夫だって、こいつお嬢のかわいさに悶絶してるだけだ」

「四ッ谷さん……」

「何だよ、本当のことだろう」

　しれりと言って、悪戯っぽく笑ってみせる四ッ谷さんに、思わず盛大な溜息が零れる。本当のことだから尚更始末が悪かったし、その作戦に踊らされ、嫉妬丸出しで見合いをめちゃくちゃにしたことを思うと、居た堪れないような心地もした。

　あのときは本当に心臓が凍るかと思ったのだ。お嬢が他の男と見合いするなんて、俺にとっては最低な悪夢以外の何物でもなかった。お嬢が求めているものに気付きながらも、いつでも手放せるようになんて自分を騙して、我慢して。挙句本当に掻っ攫われそうになったら、なりふり構わず奪いに行くなんて、情けないことこの上ない。

　でも、それがあったからこそ『入籍だけでも先にして、もう誰にも手出しできない状態にしたい』と思ったのは事実だし、『蜜月五カ条』なるものが、俺とお嬢の関係にいい影響を与えてくれたのも事実だ。

　そして俺にとっては、――――お嬢が二人の関係のために色々と考え、動いてくれたことが、何より嬉しかった。

　いつだったか、彼女の前で『俺みたいな男じゃあんたを幸せにできない』と零してしまったのを思い出す。傍にいてくれるだけでいいとお嬢には言われて、負い目や呪いのような重さこそ失われたものの、未だ胸の内で燻ってもいる。それがまた少し、薄くなったような気がした。

「……礼は言っておきます」

「あら、それならよかったわ。ちなみに、――――『番外編』と『特別編』があるんだけど、聞く？」
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　俺と四ッ谷さんは、書類仕事を片付けた足で、そのまま黒武組との抗争に備えた取引に向かった。その取引が滞りなく終わったのが、ちょうどさっきのことだ。

　これから黒武組と直接話を付けに行き、――――交渉の内容如何によっては、抗争に発展する。

「蘇芳、準備しとけよ」

「分かりました」

　四ッ谷さんと別れ、一度離れに戻る。出る前にお嬢の顔を見ておこうと思ったのと、「もし怪我をしたら手当てをお願いします」なんて、俺にとっては睦言とそう変わらない、こっぱずかしい台詞を伝えておこうと思ったからだった。しかし離れに近付いたところで、俺はふと違和感を覚える。

　離れのどこにも、電気が付いていない。

　お嬢の定時は午後六時で、今は午後七時半を回ったところだ。会社までは車で二十分もかからないから、とっくに戻ってなければおかしい。そういや、母屋で梶原を見てねえな、――――そこまで考えて、心臓が軋むような音を立てた。

「お嬢……！」

　玄関の鍵を開け、屋内に飛び込む。しんとした空間が広がるそこは、お嬢の姿が、声が、気配がないだけで随分とよそよそしかった。冷たい心臓が痛みを伴いながらひどく暴れ出す。焦燥が喉を震わせて、お嬢、お嬢と馬鹿の一つ覚えのように呟きながら、全ての部屋を確認した。

　彼女の姿は、どこにもない。

「ッ、まさか……」

「――――若頭ァ！」

　嫌な予感の正体を口にしようとした瞬間、けたたましい音と共に玄関の戸が叩かれる。弾かれるようにそちらへ駆け出せば、玄関口に突っ立っている梶原、そしてお嬢の護衛に付けた二人と目が合った。その引き攣った顔と、あちこちに傷が散らばった身体を見れば、お嬢の身に何が起こったのかは一目瞭然で。

　反射的に梶原の胸倉を掴む。何があった、と問う声音は低く掠れ、自分の耳でもひどく聞き取りづらかった。梶原は苦しげながらも明瞭に、そして簡潔に、――――お嬢が黒武組に拉致されたことを報告する。

　怒りに引き攣るこめかみの奥で、ぶちりと、どこかの血管が切れるような音がした。

「ッ……すいません、オレらが不甲斐なかったばっかりに……！」

「すいませんでした……！」

　泣きそうな顔の三人が頭を下げる。ああ、本当だよ。護衛に付いてったのに、人質になってお嬢に守られてりゃ世話ねえな、――――そう言って当たり散らしたいのを寸でのところで堪えたのは、お嬢なら絶対にそうするだろうなと思ってしまったからだ。

　激流のような感情を腹に何とか収め、三人を一発ずつ殴るに留める。挽回したければこの後の働きで示せと凄んだのちに放り出せば、彼らは後悔を丸ごと飲み込んだ顔で頷いてみせた。

「しかし、まあ……随分と舐めた真似してくれるな」

　俺を抑えるためにお嬢を捕らえるというのは、黒武組らしからぬ姑息な悪手だ。俺にとってのお嬢はアキレス腱ではなく、正しく『龍の逆鱗』、――――触れれば狂ったように暴れ、目の前のものを引き裂き壊す、破滅のスイッチだというのに。

　頭に上った血は下りてくることもなく、脳細胞に激しく苛烈な命令を下す。まだ微かに視界が赤く、腹に飼った衝動が狂暴性を増していくのが手に取るように分かった。

「……もう止めだ。損害抑えようなんて、ちんたらやってんのが阿呆らしい」

「ど、どうするんすか？」

「正面から行ってさっさと潰す。お嬢に手ぇ出したんだ、塵も残さねえよ」

　この後の交渉を、そのまま討ち入りに変更する。組長だって娘の一大事に嫌とは言わないだろう。護衛二人を母屋へ使いに遣らせ、残った梶原にお嬢の行先についての意見を求めた。彼はお嬢の護衛役兼運転係だが、一方で有能な情報収集要員でもある。梶原のほうも聞かれるのは想定済みだったらしく、覚えている限りの情報を素直に吐き出していく。

「お嬢を乗せた車が向かったのは、西区のほうっすね。黒武組の本拠地もあるっちゃあるんですが……一つ、気になる噂があって」

「言ってみろ」

「この間、お嬢がお見合いしたらしいじゃないすか。お嬢に一目惚れしたとか言って、前からしつこくラブコール送ってた男。それが司馬遊人……司馬不動産の若き社長、でしたっけ？　その司馬不動産がどうやら黒武組のフロント企業らしいんすよ」

「……へえ、」

　先日の見合いの席で図々しくもお嬢の手を握っていた、いけ好かない男の顔を思い出す。小賢しく、悪知恵が回るタイプなのだろう。異様にぎらつく目の他は特筆すべきところもない男。貧相な身体つきで、とてもじゃないが腕が立つようにも見えなかった。

　あいつがお嬢に懸想しているのだと思うと、胃の腑がじわりと熱く滾り、吐きそうなほどの苛立ちと焦燥が湧き上がってくる。到底許せるはずもない、――――あれは、俺の女だ。傲慢な感情が食道を灼き、吐き出す息を爛れさせた。

「ついでに、最近黒武組に加入してる妙な人員は司馬不動産からの斡旋。お嬢を『お迎え』に来たのは、ツラ見た限りじゃ斡旋で入った新参幹部っすね。駄目押しで、西区には司馬不動産名義の倉庫もあります」

「ああ……なるほどな。お嬢は俺たちへの『餌』であると同時に、あの男の『戦利品』でもあるってことか……！」

　大方黒武組の上層部に、俺たちへの人質としての役割を果たしたら戦利品として下げ渡す、とでも言われたのだろう。それなら話は早い。黒武組も、司馬不動産も纏めて潰してしまえばいい。

　梶原の肩を一つ叩き、母屋に向かって歩き出す。後ろから、律儀に玄関の戸を閉めてから追いかけてくる足音がして、次いで慌てたような声が背中を突いた。

「でも、本当に正面切ってやり合うんすか？　人員が増えてるってのはマジっすよ？」

「数がどれだけいたって同じだ。全員伸せばいいだろ」

　純度の高い怒りが思考をクリアにする。熱いのにどこか冷めているような、言い知れない感覚。その冷めた部分を支配しているのが『恐れ』だと気付いた瞬間、俺の足は微かに動きを鈍らせた。

「……ああ、」

　いっとう大事な宝物を奪われるのが、こんなに恐ろしいことだなんて知らなかった。もしお嬢が、――――榛名が、何かされてたら。俺の愛した心が害されてしまったら。そう思うと、どうしようもなく怖くなる。居ても立っても居られなくなって、手も足も情けないほどに震えて、その場に蹲りたくなってしまう。

　お嬢が攫われるのは、二十年前の誘拐事件に続いて二回目だ。でも、あのときよりも今のほうがずっと恐ろしい。

　怒りよりも恐怖が勝るようになったのは、きっと幸福の手放し難さと脆さを思い知ってしまったからだった。早く助けたい。抱きしめてキスがしたい。安心したい。ああ、やっぱり、――――

「目ぇ離すんじゃなかったな……」

　唇から零れた音が、足元の砂利の上で転がった。

　自分にしか触れられない場所に置いておくべきだった、なんて、今更で行き過ぎな後悔が舌を苦く、苦くする。







番外編、嫌というほど甘やかしてみよう








　黒武組に攫われてから、かれこれ二時間が経過する。私は倉庫の一室と思わしきコンクリート張りの部屋で、両手両足を縛られて転がされていた。

　コンクリートの壁に預けていた頭が、その温度に侵されてじわじわと冷えていく。状況は最悪だけど、流石に二時間も放置されていれば、周囲を見る程度の余裕は回復する。私は一つ息を吐いて、ひどく愛おしげにこちらを眺めている男へ視線を遣った。

　司馬遊人、――――先日の見合い相手で、司馬不動産の若き社長。まさか黒武組と関わりがあるとは思わなかったけれど、三条組の娘を嫁にと望むぐらいだ。元々『こちら』側の人間なのかもしれない。

「ご気分はいかがですか？」

「……いいわけないでしょ」

　ひどくねっとりとした、妙な熱っぽさが込められた視線。どこか陶酔したような表情。見合いの席で覚えがあるそれに、敬語もすっ飛ばして吐き捨てれば、彼の顔がさらに甘ったるく歪む。会話が成立したのが嬉しいのだろうか。そこまで私に入れ込んでいたとは思わなかっただけに、今度こそはっきり生理的嫌悪を覚える。

　黒武組が私を攫った理由がよくよく分かった。きっと私には、蘇芳たちへの牽制や人質というだけでなく、目の前の男への報酬という役割もあるのだろう。私を攫った黒服たちにも彼が指示を出していたことを考えると、そもそも司馬不動産自体が黒武組の表向きの顔、――――フロント企業なのかもしれない。

「こんなところに閉じ込めてしまい、申し訳ありません。貴方を取り返しにくる男がいるはずだからと、ここで待機させるように言われてまして」

「……」

「その男はアレですよね？　この間、僕らの逢瀬をめちゃくちゃにした、あの男でしょう？聞けば貴女を脅して籍を入れたとか……でも大丈夫ですよ、戸籍を綺麗にして、僕と一緒になりましょうね」

　男の話が、耳を通り抜けていく。さっぱり頭に入ってこない音の羅列を無視し、私は努めて冷静に周囲の状況を再度観察した。

　部屋は然程広くなく、いるのは私と司馬遊人だけ。段ボールが数箱と、パイプ椅子が置かれている他には何もない、殺風景な部屋だ。出入り口は黄色に塗装された、金属製のドア。私の見張りが彼一人というのは流石に舐め過ぎなので、恐らくドアの外に何人か控えているのだろう。ただどちらにせよ、この場に一人しか敵がいないのは蘇芳を明らかに舐めている。

「心配しないで。あの男はどうせ、ここまでは来れません。外には、『護衛』もたくさんいますから」

「そう？　……蘇芳は、必ず私を助けに来てくれると思うけど」

　初めて、真っ直ぐに男の双眸を見遣る。色惚けした、精彩を欠く瞳。こんな男に蘇芳が出し抜かれる、ましてや負けるなど到底考えられない。それに、蘇芳が私を助ける前に膝を付くはずがない、――――いっそ傲慢ですらある考えだけど、虚勢ではなく、私は心の底からそう思っている。

　だって蘇芳は指切りをして言ったのだ、――――『これからも、あんたは俺が必ず守ります』と。

「蘇芳は私との約束、破ったことないから」

　約束がなかった二十年前だって、蘇芳は私を助けに来てくれた。今までに何度も危ない目に遭った私を、そのたびに助けてくれたのは蘇芳だ。私が今すべきことは、その蘇芳を信じて待つこと。ただそれだけ。

　腹は決まった。蘇芳をして『変なところで肝が据わってる』と言わしめた女だ、座して待つぐらいは容易い。

「っ……来たとしても！　僕がちゃんと、始末してあげますから……！」

「貴方じゃ蘇芳には勝てないよ」

　静かに、そして確信をもって言ってのける私に、男の顔が憎々しげに歪む。ぎらついた目の表面に、ひどく凪いだ瞳をした私が映り込んでいた。なんで、どうして。うわごとのように呟いた唇が音を吐き出し終わった瞬間、男の手が勢いよく私を掴み、床に引き倒した。

「い、ッ……！」

「どうして……なんで、そんなこと言うんだ、貴女は僕と結婚するんだ、なのに、なんで、なんで……！」

　一瞬視界に星が散った。馬乗りになった男が、鬼のような形相でこちらを見下ろしている。重みで骨が軋み、肺が圧迫され、呼吸が不規則に阻害される。喉がぐう、と憐れに鳴ったのが分かった。彼の手は肩から私のシャツへと滑り、ボタンを引きちぎろうとする、――――その瞬間、俄かに外が騒がしくなった。

「ほら……来たでしょ」

　があん、と硬い金属の反響音が響く。

　私は男から顔を逸らし、輝きを取り戻した瞳をドア、――――施錠されているはずのそれへと向ける。何か重いものがぶつかるような音と、怒号。ドアの向こうで誰かが乱闘を繰り広げているのが分かって、つい口元に笑みが浮かんだ。それは一定の激しさまで到達したあと、緩やかに静かになっていく。

　やがて、ドアの向こうに一拍分の静寂が訪れた。薄汚れた、黄色に塗られたそれが、ゆっくりと開いていく、――――

「――――榛名！」

　ほとんどドアを蹴破るようにして駆け込んできたその人は、二十年前と同じような顔をしていた。

　彼は一瞬にして状況を把握したのだろう。一足飛びに私の元へと駆け寄り、ジャケットの内側から何かを取り出そうとしていた男の手元を、正確に蹴り上げた。男が取り落としたのは拳銃で、私の足のほうに転がったそれを、縛られたままの足で無理やり遠くへ押しやる。

　飛び込んできた彼、――――蘇芳は、男が無力化されたのを確認してから、その胴を容赦なく蹴り飛ばした。悲鳴を上げて転がる男は、そのまま壁に叩きつけられて動きを止める。

　ほらやっぱり、――――一人じゃ、舐め過ぎだ。

「……俺の嫁に、何してくれてんだ」

　蘇芳が苛立たしげに吐き捨てる。は、と息をついた彼は、途端に剣呑な空気を霧散させると、私のすぐ傍で跪くようにしゃがみ込んだ。先ほどまでの荒々しさの欠片もない、しっかりとした手つきで私を助け起こすと、確かめるようにそっと顔に触れてくる。

「お嬢、ご無事ですか」

「……うん、大丈夫」

　返した声は、存外落ち着いて聞こえた。蘇芳もそれを鋭敏に感じ取ったのか、ほっとしたように深く息を吐く。

　蘇芳の身体は目立った怪我こそないものの、全体的にぼろぼろだ。服はあちこちが切れているし、ところどころに血が滲んでいる。こめかみの辺りに少し血が付いているのが見えて、肺の辺りが苦しくなった。

　私の手と足の縄は蘇芳によってあっけなく解かれ、二時間ぶりに自由を取り戻す。私は何度か指先を擦り合わせてから、自分より余程大丈夫ではなさそうな蘇芳を、ぎゅう、と力一杯抱きしめた。

「お嬢、」

「蘇芳……ありがとう」

　腕と言葉に精一杯の想いを込めて、蘇芳に身体を預ける。その首筋に額をすり寄せれば微かな汗と血の香りと、大好きな彼の香りがした。逞しい腕が背中を掻き抱く。少し痛いぐらいの力がひどく心地よくて、安心した。冷静だったとしても、恐怖がなくなるわけじゃない。人質を取られて、こんなところまで連れてこられて、――――何より、自分のせいで蘇芳たちを危険に晒すかもしれないのが、一番怖かった。

　無事でよかった、と囁けば、蘇芳が「こっちの台詞だ」と微かに笑う。そのままゆっくりと抱擁を解き、私の額に唇を押し当てる。祈るような、厳かな所作だった。

「……帰るぞ」

「うん……、うん」

　頷いた瞬間、ふわりと身体が浮く。所謂お姫様抱っこの格好だ。首に縋り付くように腕を回したところで、蘇芳が滑らかに一歩を踏み出す。揺らさないようにという気遣いに満ちた一歩に、私の相好が崩れて、――――蘇芳の肩越しに響いた声音に呼吸が止まった。

「榛名さん……！」

　この場には私たちの他には、司馬遊人しかいない。蘇芳が私の顔を肩に押し付けるようにしながら、ゆっくりと振り返ったのが分かった。視界が覆われていても、緩んでいたはずの彼の雰囲気が張り詰め、いつでも一撃で相手を仕留められるよう構えているのが、気配で伝わる。うなじを押さえる蘇芳の手が、あやすように髪の生え際を掻き混ぜた。

「榛名さん、僕を見て……！　絶対に、そんな男より僕のほうが貴方を幸せにできる……！」

　切なげで悲痛な声音。訴えかけるようなそれに、蘇芳の手がぴたりと止まる。

　男の言葉には覚えがあった。『僕は必ず、榛名さんを幸せにしてみせます』、――――その傲慢で何の根拠もない台詞に、心臓が冷たい風に一撫でされたようになる。

　蘇芳は私の幸せについて、もしかしたら私以上に真剣に考えてくれているかもしれない人だ。傍にいてくれるだけで幸せだと伝えたつもりではあるけれど、今回の拉致事件も含めて、蘇芳の心境がどう変化したかは未知数。司馬遊人の言葉が彼を追い詰めたら、――――そう思い、蘇芳に声を掛けようと顔を上げた瞬間、視界が僅かに陰った。

「え、」

　すおう。そう呼びかけようとした唇が、蘇芳によって塞がれる。ぬるついた感触に背骨が一斉に粟立ち、抱え上げられた不安定な身体がきゅう、と強張った。それを意に介さず歯列を割ってきた蘇芳の舌は、めちゃくちゃに咥内を荒らし始める。

　激しいのに、甘やかすような風情のあるキスは、私の呼吸を奪っては脳味噌の出力を落としていく。じゅう、と舌を吸われ、唾液まで啜られてしまえば、ここがどこで、誰に見られているのかすらも忘れてしまいそうになる。鼻にかかったような甘えた喘ぎ声が漏れて、蘇芳の喉が満足そうに鳴った気配がした。

　やがて、ちゅ……、とあえかな音を残してキスが解かれる。唐突な終わりに、どろどろの蜂蜜が溶けたような、甘ったるい溜息が溢れた。

「っは、ぁ……すお、」

「ん……お嬢、キスも上手になったな」

　えらいえらい。幼子を褒めるように頭を優しく撫でた蘇芳が、惚けて蕩け切っているであろう私の顔を、自分の肩口へと再び押し付ける。ざらついたスーツの感触を頬に受けて、そこでようやく私は、蘇芳の意図に思い至った。

「悪いが、お嬢は俺が傍にいるだけで幸せなんだとよ」

　私の心配を払拭する、自信に満ちた台詞。にんまりと笑っているかんばせが想起できるような、愉悦が混じった声音。それが私の推理を後押しした、――――蘇芳は、そこで倒れ伏している男に、わざとキスを見せつけたのだ。

　非道とも呼べる所業に、蘇芳の身体の向こうから喚き声が響いてくる。『わるい男』だな、と思えたのは一瞬だった。だって、その背徳的なキスと蘇芳の捨て台詞に、ドキドキしてしまった私も所詮同罪だ。

　蘇芳は私の後頭部を緩く押さえたまま、ゆっくりと歩き出した。途中で「後は任せた」と呟いていたので、一緒に来た三条組の誰かとすれ違ったのだろう。司馬遊人や黒武組が『任された』誰かによってどうなるのかは知らないけれど、きっとそれは知る必要のないことだった。
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「――――俺は一応、怒ってんですよ」

「はい……」

　仰る通り。私は縮こまって頷きながら、曝け出された彼の上半身を検分していく。彼の静かな声音は妙な迫力があって困る。こちらは小さな切り傷の一つも見逃さないように神経を張っているというのに、ひどい仕打ちだ。

　黒武組、ひいては司馬不動産の拠点から助け出された私は、蘇芳の手によって自宅へ連れ戻された。離れの中は嵐が来たのかと思う荒れ具合で呆然としたものの、蘇芳が私を探し回ったせいだと聞いてしまえば、それ以上怒ったり呆れたりする気力もなくなる。私の要望により、片付けは後回しにして、まずは居間のソファーにて手当てをすることになったのだけど、――――蘇芳はどうやら、手当てよりも先に説教がしたいようだった。

「護衛対象に守られるような阿呆を付けた俺にも責任はありますが、ああいうときはまず俺に連絡してください。あんた気付いてたんでしょう、メッセージが梶原からじゃないって」

「そ、それは本当にごめんなさい……」

「守るってったって、あんたが自分から危ない目に遭いに行ってたらどうしようもないでしょうが……どうするつもりだったんです、俺が来なかったら」

「え、」

　思いもよらない言葉に、最後の傷へガーゼを宛てがおうとしていた手が止まる。ナイフが掠めたのか、浅く長いその傷を眺めながら、蘇芳が来なかったら、と口の中で彼の言葉を反芻した。

「蘇芳が来ないことは考えてなかったな……」

「考えてなかった？」

「……蘇芳なら絶対に助けてくれるって、分かってたから」

　今まで築き上げてきた信頼による傲慢を口にすれば、眉根を寄せていた蘇芳のかんばせがほろりと崩れる。ぽかん、と形容するのに相応しい表情に私がつい笑みを零せば、ややあって蘇芳も、細く息を吐き出しながら柔らかく笑った。

「……あんたはそういう女だよ。だからこそ好きになったんだけどな」

「え……」

「手当てだったり、信頼だったり……一番欲しいと思う形で、俺を大事にしてくれるところ」

　柔らかな愛に、一匙の切なさを混ぜた声音が私の耳朶を優しくくすぐる。あまりに突然で、それでいて重大な告白に、今度は私がぽかんとする番だった。口まで開けた間抜け面を晒す私に、蘇芳はまたしてもほんのりと微笑んで、指先からガーゼを攫っていく。手際よく自分で処置を終えた蘇芳は、そのまま救急箱を閉じて、――――ソファーから降りると、私の前で跪坐の姿勢を取って頭を下げてみせた。

「は、え……っ何、どうしたの蘇芳、いっぺんに色々起こさないで」

「……守ると約束したくせ、みすみすお嬢を攫われた挙句に怖い思いをさせました。面目ありません」

　先ほどまでの、甘さを含んだ声音とは似ても似つかない厳かさを持って、蘇芳は『若頭』としての謝罪を私へと寄越した。空気にあてられ、思わず背筋を伸ばした私は、彼の頭を上げさせようと慌てて手を伸ばす。さらりとした髪の感触。まだ僅かに熱を持つ地肌に触れて、指先にもじんと熱が灯る。

「腹切って詫びましょうか。小指を詰めるんでもいいですが……何でも言ってください」

「蘇芳、だから……」

　――――私たちは恋人どころかもう夫婦なのだから、そういう護衛としての忠義は必要ない。

　そう言おうとした私の唇が、中途半端なところでぴたりと止まる。両手で無理やり持ち上げた蘇芳の顔、そこに浮かぶ双眸の色を見て、彼の真意を悟ったからだった。悪戯めいた輝き。どこか愉しげなそれと台詞を合わせて考えれば、堅い謝罪はすなわち『おねだり何でも聞きます』の方便だ。

　口を噤んだ私の様子を見て、蘇芳も伝わったと分かったのだろう。その目元が緩み、瞳の輝きが強くなった。

「それで？　どうされますか」

「……じゃあ、蘇芳の好きにしてほしい」

　意趣返しが半分、助けに来てくれたことに対する労わりとお礼が半分。そんな台詞に、蘇芳が緩慢に二度瞬きをする。その口元には呆れのような、笑いのような、曖昧なものがうっすらと過った。

「またあんたはそうやって……」

「駄目？」

「……いいえ。あんたの望みなら叶えますよ」

　蘇芳の大きな身体が、そのままソファーの上に伸び上がってくる。迫られるような形になった私が身体を横に傾ければ、彼も追随してそちら側へと覆いかぶさってきた。こちらの顔の横に手が添えられ、それがゆっくりと折り畳まれるにつれて、彼の唇が近付いてくる。

「……そういや、昼間に瑠璃さんに聞いたんですが」

「ん……？」

「『蜜月五カ条』とかいう、あんたのかわいい試みについて」

　ぴしりと固まる私を見下ろし、蘇芳がにんまりと笑んでみせる。「いや」だの「あの」だのと呻く私を余所に、彼は上機嫌な様子で、こちらの下唇を親指で弄んだ。

「別に怒ったり呆れたりはしてません。『番外編』があるらしいから、試してみませんかって話です」

「ば、番外編……」

「『嫌というほど甘やかしてみよう』だそうで」

　嫌というほどは困る、――――私がそんなかわいくないことを言うよりも早く、蘇芳の唇が親指の後を追うようにキスを落とした。

　キスは先ほどよりもゆったりとしたペースで、私に快楽を給餌する。慣れた様子で咥内を訪う彼の舌は、頬の内側や上顎を上手にくすぐったのち、私の舌とねっとりと絡み合い始めた。大きく分厚い舌は、『甘やかしてみよう』のスローガンに相応しく、気持ちいい場所を私が満足するまで愛撫してくれる。ぱち、ぱちと泡が弾けるように、淫靡な刺激が脳味噌を小さく揺らした。

　蘇芳の舌が二人分の唾液を掬って、私の喉奥へと垂らす。無理やり飲まされているというよりも、やっぱり給餌されているような感覚が強くて、ごくんと飲んだ瞬間、尾骶骨からうなじまでがぞくぞくっと震えた。腰を揺らせばスカートが捲れ上がり、ソファーの布地に引っかかる。

「んっ、ふ、ぁん……」

「ふ、……かわい、」

　彼にそんなことを囁かれると、きゅんとしてしまうから駄目だった。大きな手がするりと伸びて、私の膝を捕まえる。含みを持たせるような厭らしい手つき。やがてスカートの内側へと潜り込んだそれが、私のショーツの淵をかりかりと引っ掻いた。

　反対の手はシャツの上から膨らみをやわやわと揉み、朧気で輪郭のない淫悦を与えてくる。ぬるま湯の中でたっぷりの時間をかけて蕩かされていくような感覚。もどかしいような刺激なのに、身体を火照らせる力だけはきちんとあるのが厄介だった。たまに房を絞るように、ぎゅ、うう、と握られるのが、躾けられているようで辛抱堪らない。

「っはぅ、ん……っ！」

「は、ちゅ、……ん、絞られるの、好いな……？」

　私がその淫戯を気に入ったのがばれてしまったのは、たぶん絞られるたびに腰がかくんと浮いていたからだ。素直な身体を褒めるように、蘇芳が舌をくすぐりながらぞろりと笑った。両手がシャツの下へと忍び込み、ブラジャーをずり上げると、直接膨らみに触れる。絞るような愛撫の間隔は狭められ、きゅ、きゅ、と短く何度も弄ばれてしまって。

「ほら、……っ、ぎゅ、って」

「っあ、ああっ、んッ、や、それ、ゃ……」

　尾骶骨の周りがとろとろと溶けていくような錯覚に、私は咽び泣きながら蘇芳にしがみ付く。その間も蘇芳は愛撫も、甘やかすようなキスも止めてはくれない。じわじわと昂っていく身体は刺激を求めているのに、与えられる快感は緩すぎて、いっそ苦しいぐらいだった。

　彼の手は膨らみの根元をようやく解放すると、今度は這うようにして先端へ向かう。ふっくらとした乳輪に指がかかり、爪の先で柔く突かれる、――――またあえかで幼気な快感だ。指の腹でふにふにと押され、戯れに蕾の近くを引っ掻かれる。背がぐうっとしなり、髪がソファーの座面から滝のように垂れ下がって、しゃらりと音を立てた。

　そのまま、どれほど弄ばれただろう。十分か二十分か、もうほとんど感覚がなくなるほどの時間、ただ乳輪部分を丁寧に擦られ、私の身体は完全に熱を持て余していた。蕾は痛いぐらいに膨れてしまい、触ってもらうのを待つように健気に震えている。おかしくなりそうなのに、決定的な刺激がないせいで、私の頭はずっと生温い法悦に浸けられたままだ。

「はー……っ、ぁ、あ……」

「はァ……お嬢はすぐとろとろになっちまうなあ。気持ちいいのに弱いのか」

　だらしなく膝が開いているのを揶揄するかのように、片手が再び足を擦り始める。熊手のような形をした指が、内腿を撫で上げていく。その感覚は今の私には恐ろしいほどに耐え難く、腰が卑猥にひくついた。

「ぁ、あっ……ん、ごめんなさ、……」

「……そこで謝っちまうの、分かってやってねえよな？」

　ぐずぐずに融解した理性の端が、苦笑する蘇芳の姿を捉える。溶け切っている私とは対照的に、蘇芳の顔はまだ涼しげでさえあった。それが悔しいような、悲しいような気がして、私は下唇を噛んでしまう。キスでぽってりと腫れた唇は熱く、触れた歯が血潮を確かに感じた。

　蘇芳も私の拗ねたような顔に気付いたのだろう。もう一つ苦笑を零して、彼は私の上で身体の向きを変えた、――――彼の下半身が、頭上に見える形。

「蘇芳……？」

「舐められるの、気に入ってただろ。……下、舐めてもっととろとろにしような」

「え、っ……ひぁ、あんっ……！」

　胸を放置して与えられる、新しい快感。ショーツをさっさと取り払った蘇芳が、私の下生えをくすぐるように指で梳かした。さわりと撫でられるたびに、ぞくっと腰骨が震える。

　ただでさえ焦らされてどうにかなりそうなのに、彼の唇は殊更ゆっくりと秘所へ向かっていく。今から快感を与えるのだと知らしめるかのように、ゆっくりと。

「あ、ぁ……」

「ほら……舐める、からな……」

「んん……っ！」

　彼の唇が、ついに私の秘所にむしゃぶりつく。じん、と疼きを抱えたままの蕾が揺れる、そのさらに奥のほうで、蘇芳の顔が太腿の間に埋まっているのが見えた。

　キスで温まった舌が、まだ慎ましやかな花芽に柔く絡みつく。どろりとした唾液をまぶして、舌先で軽くくすぐったのち、今度は唇のほうが芽を根本まで覆った。身体の中でも最も快楽に弱いその粒は、ちゅ、ちゅ、と甘やかすように吸われ、丹精を込めて育て上げられていく。体勢のせいで蜜口が遠いのか、蘇芳はひたすらに私の急所ばかりをかわいがった。

「は……乳首、自分で触ってもいいからな」

「っ……あ、じ、自分でって、ン……」

　一度離れた唇が、再び秘豆を吸い込む。舌が神経の塊であるそれを舐めしゃぶり、輪郭が溶けてなくなりそうなほどに甘やかす。凶悪なまでに優しい舌戯。骨髄までが煮崩れ、戻れなくなってしまう。強迫観念めいた思考に取りつかれ、私は太腿で彼の頭をやわやわと挟み、これ以上の淫虐は止めてくれと懇願した。

「ぁ、あっ、んっ、だめ、また溶けちゃ……」

「は、んん……っん、いいぞ、溶けて……何も分かんなくなっちまえ……」

　喉だけで雄くさく笑った蘇芳が、太腿を抱えたまま一層甘やかに舌を蠢かせた。ちゅうちゅうとしゃぶるような愛撫も一緒にされると、いよいよ思考がほどけ、何も考えられなくなってくる。

　二度目ともなると、蘇芳だって私の弱点はお見通しのようだった。丸く艶やかな実の裏側にきつく吸い付いて、小さな穴を舌先で軽くほじって、戯れに歯を立てて。前よりも的確になった舌戯にだらしない蜜口はぽっかり開き、奥からとめどなく溢れてくる粘液が、太い糸になっているのが分かった。日常の象徴の一つであるソファーを、自分の淫靡な液体で汚しているのだと思うと、額の内側が沸騰しそうなほどに熱くなる。細胞が燃え、理性がさらに危うく不確かなものへ変貌していく。

　そして、――――図ったかのようなタイミングで、彼は私に囁いた。

「乳首弄りが上手にできないなら……俺に『お返し』してくれてもいいが、」

　どうする。

　質問というより、いっそ念押しのようだった。『お返し』の意味に悩んだのはたったの数秒で、こんなときばかり回転のいい頭が、私の両手に淫猥な命令を送る。蘇芳のベルトを覚束ない手つきで外すと、スラックスのチャックをゆっくりと引き下ろし、まだほんのりとしか兆していない屹立へと触れた。

　この悦楽の地獄から救い出してくれるもの。私を果てまで連れて行ってくれるもの、――――そう思うと、下着の上から撫で擦る手に、どうしようもなく熱が籠ってしまう。

「ッ……は、あんた、やっぱり助平だな。かわいい」

　足元のほうからからかうような声音と、ぞくぞくするような視線が飛んでくる。それが私に、自分の行動の淫らさを思い知らせてきて、思わず甘えたな言い訳が唇から転げ落ちた。

「あ、っ……だ、って、蘇芳が焦らすから……」

「ああ？　心外だな。俺は『番外編』に忠実に、お嬢を甘やかしてるだけだろ」

「『嫌というほど』のほうに忠実じゃない……？」

　蘇芳の屹立を優しく擦り、『お返し』らしくそっと唇を触れさせる。一度やったことだと思うと躊躇いはほとんどなく、快感にぐずぐずになった脳味噌が命じるままに、まだ柔い幹に手を添え先端に吸い付いた。微かな塩気と、蘇芳の味。何を咥えているのかを知らしめてくる感覚を前に、くらくらと眩暈に襲われる。

　散々甘やかされ、ぷくりと膨れた秘芯を啜られながら、彼のもののまろい先端に優しく『お返し』する。全部を咥え込むには高さが足りず、開き始めた笠の部分までを雛のように吸いながら、手で幹や根本を甲斐甲斐しく扱き上げれば、蘇芳が小さく息を詰めたのが分かった。

「……ッハ、ァ、前より、上手だな……」

　その台詞は本心のようで、彼の剛直はみるみるうちにしっかりと猛っていく。

　裏筋の辺りを指先でくすぐり、指の内側で搾るように扱けば、蘇芳の顔は僅かに苦しげに歪んだ。ちゃんと彼を気持ちよくできているのだと思うと、口淫にも一層熱が籠る。私の献身に怒張はびくびくと脈打ち、先端の小さな穴からはひっきりなしに苦い先走りが溢れ、こちらの咥内を汚していった。

　顎が疲れ、たら、と胸元に落ちたのが彼の先走りか、それとも自分の唾液かも判然としなくなった頃、その肉茎は片手では握り込めない太さまで育っていた。そして舌が届かないほどに反り返ったところで、蘇芳は私の上からふいに退いた。

「ぁ……ん、もういいの……？」

「ああ、充分だ。……うつ伏せになれるか」

「うん……」

　振り仰いだ蘇芳の顔は、まだ余裕こそ残っているものの、明確に劣情を滲ませていた。それが嬉しくて、ふにゃふにゃとした笑みが浮かんでしまう。蘇芳がまた溜息を零したけれど、何故かはよく分からなかった。

　彼の言う通りにうつ伏せになり、全身をぺったりとソファーの座面に付ける。焦らされた蕾が擦れて、反射的に嬌声が零れた。

　後ろから彼が圧し掛かってくる気配がして、背中が男の体温でじりじりと灼け付く。蘇芳は大きな手のひらで私の双臀を掴み、親指でその間を割り開くと、――――谷間に灼熱を押し当てた。

「あ、……あ、あぁー……っ」

　散々甘やかされた全身の、行き場のない快楽。その受け皿になった胎は、それはもうぐっしょりと潤み、内壁を掻きむしってくれるものを待ち望んでいた。

　ぐう、う、と斜め上から押し込まれる硬い楔は、まさしく『待ち望んでいたもの』で、熱く熟れ切った襞を奥の奥まで征服してくれた。蜜壺はほぐされずとも健気に怒張を受け止め、歓迎と恭順を示すように甘くさざめいてみせる。喉を塞ぐような圧迫感と、腰が溶け落ちそうなほどの法悦。ひく、と下半身が跳ね上がろうとするけれど、臀部は蘇芳の逞しい腰に組み敷かれ、少しの自由も与えられていない。

「ぁ、ん……ッ、ふぁ、ぁあ……」

「ッ……奥、着いたな……」

　中を満たす蜜を押し出すようにしながら、やがて彼の昂りは最奥に到達する。双臀が硬い腰骨に押し潰され、蜜口の淵が昂りの根本をきゅっと甘く締め付けた。ひくつく感覚を楽しむように、中のものがはっきりと硬さを増す。明け透けで、淫らな反応だった。

　ただ、私も人のことは言えないどころか、なじられてもおかしくない状態だった。時間をかけて甘やかされたお陰か、天井のこりこりとした窄まりが、堪え性もなく蘇芳を迎えに下りてしまっているのだ。そこがじゅくじゅくに熟れ、疼きに酔いしれているのが、自分でもはっきりと分かる。

　蘇芳もそれが分かったのだろう、肩甲骨に熱い溜息と汗が降って、生々しい雄の欲望が背後で膨れ上がる。きっと彼に、骨の髄まで美味しくしゃぶられてしまう、――――ふと、そう思った。

「榛名……動く、から……ったっぷり、蕩けろよ、」

「ッあ、や、だめ、……っ！」

　ゆら、と動いた腰が、少し引かれてからもう一度叩きつけられる。柔く張った臀部でバウンドするような、緩やかでリズミカルな律動。ぐ、ぐっ、と腰を押し付け、奥を好き勝手暴いてから、また腰を引いて。そんなことをされたら、はしたなく下りてしまっている最奥がどうなるかぐらい、ふやけ切った頭でも想像が付く。

「ァ、ああっ、ふぁ……や、だめって言った……！」

「はは、ッ……だめ、って、声じゃねえだろ……」

　とん、とん、と甘やかすようなノックが、奥を優しく掘削する。窄まりすらほぐそうとするかのような、口説くようなストロークに、脳髄が痺れて、末端から蕩けていくような快感をたっぷりと味わう。背骨が一つずつ震え、猫のように背筋が反った。それを窘めるかのように肩を甘噛みされて、ぱちんと思考がショートする。閉まらなくなった口から、半泣きの喘ぎ声が溢れ出て、呼応するように蘇芳の声音が欲望を孕んだ。

「ああ……ほんっと、かわいいなあ、お嬢は……」

「ひ、ぃ……っあ、ぁ、はあ、んんっ……」

「奥、ひくひくしてる……いつでもイッていいから、な。ン……ほら、……っほら、」

　とん、とん。ストロークはずっと一定で、熱心に口説かれた窄まりが、とろっとほぐれ始める。どんどんと霞み、届かない場所まで遠のいていこうとする意識の隅で、どうしてか『これはきっと下拵えなのだろう』と思った。

　主導権がまるでない、思い通りにならない快楽に抗えない。甘い悲鳴の間隔が徐々に短くなり、内壁が愛しい楔をきゅうきゅうと切なく食い締める。駄目、今イッたら戻れなくなる。死ぬほど気持ちよくなってしまう。そんな予感を前に、ぎりぎりの綱渡りをしていた身体が、――――ぱっと、その綱から転げ落ちた。

「っあ……ッ、ぁ、あっ……～～～！」

　ハートマークが浮かぶ、甘ったるい断末魔。どろどろに蕩け、私の『かたち』を失うような感覚。身体がひときわ大きく跳ね上がり、程なくして、蕩けるような絶頂に導かれた。腰を押さえられたままでは満足に快感を逃がせず、全て丸ごと、子宮と脳味噌が飲み込む羽目になる。

　法悦の尾は長く、ひどく後を引く。ずっと気持ちいいままの果てに取り残され、私の目からは悦の溶けた涙が溢れた。ひくつく蜜洞には、未だ硬度を保つ蘇芳の剛直が居座っていて、私の身体が醒めていくのを阻害する。壁に並ぶ襞の一粒一粒が、縋るように、甘えるように剛直をしゃぶるのが分かった。

「ッ、ぐ……ぁ、は、すっげえ、絞られる……」

　欲望を隠そうともしない雄っぽい溜息。食べられると錯覚した身体が、諦めたように緩慢に弛緩する。目の前にあったクッションに縋り付いたまま、蘇芳に身体を優しく擦られながら、忘我の中で余韻を過ごした。

　ようやく人間らしい言葉を取り戻したのは、果てから下りてから五分ほど経った頃。身体を柔く捻れば、圧し掛かったままの蘇芳が慰めるようなキスをくれる。

「ん……っ、は、ひ、ひどい……」

「『蘇芳の好きにして』なんてかわいいこと言ってたのはこの唇でしょう」

　俺は悪くありません。しれりと嘯いた蘇芳が、唇を甘噛みしてからゆっくりと上半身を起こす。中のものが微妙に擦れて、充血した秘裂が戦慄いた。今の身体には少しの刺激すら毒になる。ひとまず抜いてほしい、と呻くような声で伝えると、蘇芳はにんまりと笑んでみせた。

「えっ……なに、その顔は……」

「いや？　俺の好きにしていいんだったな、と思いまして」

　蘇芳の手が、私の脇の下と膝裏に差し入れられる。くたりと力の抜けた身体は自分の意思では動かせず、彼の誘導に従って、――――仰向けにひっくり返された。刺さったままの楔が先ほどよりも勢いよく擦れ、私の唇からは悲鳴が漏れる。

「っは、」

「俺の首に腕回して……しっかり掴まっててください」

「っえ、……なに、――――ッひ、ぁああっ！」

　ふわりと身体が浮いて、――――次いで、最奥にひどい衝撃が訪れた。

　顎が上がり、上半身が宙へ投げ出される。慌てて蘇芳の忠告通り、彼の首にしがみ付けば、胎内を抉られる感覚がほんの少しだけましになった。それでも、自重のほとんどが最奥にかかっているのは変わらない。熱杭は先ほどよりもずっと奥まで嵌り込んでしまって、絶頂によって蕩け切った隘路を叱咤する。

　鋭い衝撃がようやく過ぎ去れば、ちかちかと火花が散る視界がクリアになる。自分で立つよりもやや高い位置に目線があるのが分かって、私は自分の体勢を理解した。

　蘇芳を中に受け入れたまま、抱え上げられている。

「ッ……ぁ、あ、……ふか、い、」

「このまま、布団に行こうな」

　頬をすり寄せて、蘇芳がとんでもないことを言う。そしてその言葉通り、彼は憐れに身体を震わせているこちらを余所に、軽々と私を持ち上げたまま歩き出してしまった。

　蘇芳が一歩踏み出すたびに、ずん、と衝撃が来る。太腿で彼の腰を抱きしめて耐えようとするものの、元々力が抜けた芯のない身体だ。そう長く保つわけがなく、ずるずると足が下がり、結局楔で串刺しにされる羽目になる。

「あ……ッ！」

　自重が全て最奥へと収束し、子宮がきつく圧迫される衝撃に全身が強張った。酸素を求める喉がはくりと震えて、私は蘇芳の首に縋り付いたまま咽び泣く。

「ゃ、やだ……ぁ、あっ、ひ……っ」

「奥揺さぶられんの、気持ちいいですか」

「ッひ、ぁ……ん、んんっ」

「なあ、お嬢ってば」

　蘇芳はついに立ち止まって、その場で緩く私を揺さぶり始めてしまった。彼の指が双臀にしっかりと食い込み、嵌ったままの怒張が胎奥の窄まりをぐりぐりとほじるようにする。ただそれだけの動きなのに、重力に従った私の身体は最奥をどんどん拓かれていってしまった。布団の上でお行儀よく睦み合うだけなら、きっと一生知り得なかった感覚。自重が全て胎奥にかかり、喉がひゅう、と締まる。この奥は駄目だ。これより先は男を受け入れてはいけない。大事な場所だから、駄目なのに。

　その駄目なところまで、――――入ってしまう。

「ァ、ッん、ン！」

「ハ……お嬢、廊下汚してんぞ……」

「すお、のせいでしょ……！」

　もうすぐ寝室に着くはずだったのに、ひどい。甘ったるい声で蘇芳をなじれば、彼が耳の傍で低く笑う。霞む視界の中でも、足元に卑猥な水溜まりができているのが見えて、かあっと胃の腑が熱くなった。

　快感の頂から下りきれていない媚肉が、悦楽の再来によってとろりと蕩け始める。抱え上げられる格好は、先ほどよりも余程逃げ場がない状態だ。蘇芳が満足するまで快感を与え続けられるのだと思うと、心が被虐めいた悦びに支配されていく。

「ッふ、……一回イくか？」

「ん……っ」

　小さく頷いた私に、蘇芳の動きが激しくなった。彼の大きな両手によって、私の腰が玩具のように揺さぶられる。そこに、無遠慮に奥を突き上げる彼自身の動きも合わさってしまえば、私は為す術もなく、蘇芳の好きなようになぶられるしかない。

「もう少し……ふ、ぅ……ッ待ってろ。ちゃんとイかせて、やる……から、」

「ん、んっ……」

「ッふ、……っは、ぁ、……ッぐ、ああくそ、熱いな……」

　うっすらと開けた目で見上げた蘇芳は、快感に歯を食いしばり、汗をひどく滴らせている。そのくせ私を抱え上げている腕は微塵も揺らがず、逞しいままなのが堪らなかった。目の前にくっきりと浮かび上がっている腹筋が、蘇芳が腰を突き上げるたび、ぐ、ぐっと動くのも、どうしようもなく私の劣情を煽る。身体に与えられる快感とはまた違う、精神的な興奮。こんなにも獰猛で、強い雄に求められ、食い荒らされているのだという意識が、私を戻れない場所まで堕としていく。

　そうして心まで気持ちよくなってしまった私を、蘇芳が見逃すはずもない。ここぞとばかりに子宮をぐぐっと押し上げられて、潤んだ粘膜を掻きむしられる。布団の上でしているのと変わらないほどの、激しく、叩きつけるかのような抽挿。硬く育った怒張に蹂躙され、いっそ苦しいぐらいの快感に打ちのめされた蜜壺が、きゅ、うう、と締まっていって、――――

「ッ、ン……～～～！」

　ばちん、と脳の回路が一つ落ちたのと同時に、強張った爪先が、丸まったまま宙を掻いた。

　がくんと跳ねた身体が、蘇芳の逞しい腕によって難なく支えられる。軽く果てたのだと気付く頃には、全身からどっと汗が噴き出していた。詰まっていた息が、ほどけるように唇から抜け出て行く。

　内壁に居座る彼の屹立はしっかりと硬いのに、蘇芳のかんばせはどこか涼しげで、体力と余裕の差を見せつけられたような気持ちになった。

「あーあ……こんなところでイッちまって、ほんと、かわいいな……」

　私のこめかみに口付けた蘇芳の瞳が、再びどろりと蕩け始める。ああこれ、駄目だ。この体位でこれ以上暴虐を許せば、本当におかしくなってしまう、――――そんな確信を前に、私は慌てて彼の頭を押しのけた。

「も、……だめ、早く着いて……」

「『突いて』？」

「着いて！」

「はいはい、分かりました。ほら……もう着いた。下ろすからそんな顔すんなって……」

　『そんな顔』がどんな顔かは知らないけれど、蘇芳は何だか困ったような表情で笑ってみせると、そのまま優しすぎる手つきで私を布団へと下ろした。繋がったままの身体が二つ、褥へと沈んでいく。

　蘇芳が大きく息を吐き、私の額の汗を拭う。確かめるように輪郭をなぞり、こめかみの辺りにあるほくろを、そっと撫でる。キスより僅かに遠い距離で二対の瞳が見つめ合った。理性的な光を湛えた彼の虹彩に、ようやく安堵の色が浮かぶ気配。

「……あんたが無事で、本当に良かった」

　万感の籠った囁きは、欲の気配のない柔らかなものだ。熱い両の手のひらが私の頬を包み込み、慈しむように温める。

「これで何かあったら、お嬢を屋敷に仕舞い込むところでした」

「蘇芳がしたいなら、それでもよかったけど」

「だから……あんたは俺に甘すぎるんだって。俺の理性をぐらつかせて遊ぶのは止めろ」

　手のひらが頬を離れ、私の手首を捕まえる。持ち上げられた腕はされるがままで、指先から肘までの全部を、丁寧なキスに見舞われた。瞳とは対照的に、熱く濡れた唇は情事の余韻を引きずっていて、お腹の奥を埋める熱杭と同じ温度をしている。

「……お嬢。お願いがある」

　手のひらに口付けたまま、蘇芳が上目遣いにこちらを見遣った。鷹のような鋭い視線は、欲望とは違う温度の熱を孕んでいる。改まったような雰囲気に息を呑んだ私に向かって、彼はいっそ命令でもするかのように切願した。

「一生俺に守られて、傍で……いや、――――隣で、幸せに生きてくれ」

　――――『俺みたいな男じゃあんたを幸せにできない』。

　それが確かな本心であった蘇芳が、『隣で幸せに生きてくれ』と口にすることがどれほど尊く、喜ばしいことか、私以外にはきっと分からないだろう。

　目の奥がじんと熱くなり、吐き出す息が乱れる。うれしい、うれしいと泣く心臓が、蘇芳の腕に抱かれて鼓動を速めていく。私の心境なんてお見通しなくせに、蘇芳は愛おしげに目を眇めて、わざとらしい憎まれ口を叩いた。

「これだけは、嫌と言われても聞けません」

「言わないよ……」

「じゃあ、約束しましょう」

　目の前に差し出されたのは、しっかりと伸ばされた蘇芳の小指だった。

　そこに自分の小指を絡め、ぎゅ、と力を込める。約束の指切りはこの間よりも長く続き、やがてそっと解かれた。嘘ついたら針千本。極道相手としては些かぬるいその罰が、私たちに下されることはきっと永劫ないだろう。

　瞼を下ろせば、心得たとばかりに口付けられた。熱っぽいそれが、私の身体に溢れんばかりの愛しさを詰め込んでいく。

「お嬢、……榛名。実はもう一つ、お願いがあるんですが……その、」

　ほんの少し言い淀んだ蘇芳が、躊躇いがちに私の下腹を撫でる。蘇芳のものが横たわる隘路の、その奥。骨盤の内側で大事に温められている、男の人にしか触れられない場所。露骨な暗示に、じわりと眦が火照り出す。私の反応につられたのか、こちらを窺う蘇芳の顔もほんのりと色づいていた。ただその瞳だけは本気で、――――ひどく真剣に、私を貫く。

「ここも、俺のものにしたい……いいですか」

「……もちろん」

　悩む必要なんてない。私たちはもう夫婦で、前にその行為をお預けにしてみせた、『まだ結婚していないから』という理由はとっくに失われた。

　それでも返事が一拍遅れたのは、純然たる恥ずかしさのせいだ。頭の天辺から爪先まで、蘇芳に触れられていない場所がなくなるということの意味を、ついうっかり想像してしまったから。

「……これは断ってもいいんですよ」

「断らないって……前は、私が、――――」

　強請ったようなものだった、とは続けさせてもらえなかった。

　僅かに柔くなっていた剛直が、じわりと熱を取り戻したその瞬間、がつん、ときつい突き上げが私の身体を揺らしてみせる。まろい切っ先が再び媚肉を裂き、温かな泥濘が喜悦に波打つ。先ほどの、私の悦を追求するかのような律動とは違う、男の欲望を満たすための荒々しく横暴な抽挿。あまりの勢いに身体がシーツを滑り、布団の範囲から転げ落ちそうになる。

「ッは……ァ、さっきから我慢してたんで、結構、限界なんだ……ッ悪く思うなよ……！」

「ア、ッは、あぁっ……は、げし、……！」

「あんたが許したんだ、俺に」

　言い含めるような雄声。緩んだ最奥の窄まりに、どろりと濃い先走りがかかった。彼の脈打つ熱杭の中で散々炙られたそれは、襞を灼くほどに熱く、私の下肢を不随意に痙攣させる。こちらの顔の横に手をついた蘇芳が、熱烈な視線で私の痴態を眺め回し、ぺろりと唇を舐めた。

「ぁ、ぐ、……ッ愛してる、好き、好きだ……榛名、」

「っあ、私も、好き……っすお、蘇芳、キスして……」

「ッあんたは、本当に……！」

　獰猛な吐息が耳元を掠めて、彼の歯が私の唇へと食いついた。激しいキスに比例するように、律動は深く抉るような、私の奥に痕を残そうとするかのようなものへと変わる。びくびくと脈動する昂りは、これ以上ないほどに猛々しく張り詰め、私を我が物にする瞬間を今か今かと待ち構えて、いて。

「――――二度と放してやらねえよ。俺の腕ん中で、精々幸せに生きろ」

　陥落した最奥に、彼の切っ先が埋まった。自分でさえ触れられない、掻き出せないほど一番深い場所に、――――煮え滾る白濁が吐き出される。

　愛する男に身体を征服される快感がシナプスを灼き切って、私は熱だけで絶頂を迎えた。じわりと広がる濡れた感触に、胎の中が甘く焼け爛れる。蠕動する内壁が最後の一滴まで搾り取ろうと、びくびくと震える怒張にしがみ付き、甘く食い締めた。

　――――これでもう、頭の天辺から爪先まで、蘇芳に触れられていない場所がなくなってしまった。

　途方もない悦楽の波間で、蘇芳の呻き声と荒い息だけが耳朶を打つ。柔く唇を食まれ、蘇芳に汚される感覚にじっくりと感じ入る。彼から与えられた熱に陶酔する思考が、私に一つの絶対的な真理を植え付けた。

　私はもう、この男のものなのだ、と。







特別編、蜜月を存分に楽しむこと








「いただきます」

「はい、召し上がれ」

　手を合わせて、目の前に座る蘇芳を窺う。彼はいつも通りの少し険しい顔で自分の箸を手に取ったものの、私の視線に気が付くと、煮物に伸ばそうとしていた手を止めた。

「……手が痛むようでしたら、俺が食べさせましょうか」

「大丈夫だってば。心配性め」

「そんな痣こしらえといて、何言っても無駄ですよ」

　私が拉致された翌日の、午前十時。遅めの朝食を取る私の腕と足には、縛られたときの痣が今更ながらくっきりと浮かび上がってきていた。当然、私の心と身体の無事を何よりの優先事項としている蘇芳が、それを黙って見ているはずもない。こんなことなら昨日は無体を働くんじゃなかった、とひとしきり後悔した彼は「今日一日は俺にお嬢の世話をさせてください」とのたまったのだった。

　洗濯も掃除も、それから料理も。生き生きとやってのける蘇芳は、どうやら私の世話を焼けるのが嬉しいようだった。蘇芳が作った料理は、基本的に私好みの味付けで、レパートリーだって私の好物に偏っている。こればかりは今更どうしようもないけれど、その分だけ私が、蘇芳の好物を作ってあげようと決めているのだ。

「夫婦なんだから、そういうのはなし」

「そうは言われても……」

「ほら、ちゃんと箸も使えてるでしょ！　豆もばっちり掴めるし」

　渋い顔をしてみせる蘇芳に、これ見よがしに黒豆を掴んで差し出せば、彼の視線がふっと和らぐ。蘇芳は私に対して『俺に甘い』だのなんだのとよく言うけれど、私に言わせれば蘇芳だって相当だ。

「分かりました。食べさせるのは止めましょう」

「うん、そうして」

「……この後、風呂入るでしょう。そっちは俺に世話させてください」

「えっ」

　箸から黒豆がぽろりと落ちる。慌てて床からそれを拾い上げ、箸を一度食卓に戻して、それから改めて蘇芳のかんばせを見遣った。その顔はとても冗談を言っているようには見えなくて、思わず何度も瞬きを繰り返す。風呂、入る、世話。先ほど無体を働いたことを後悔していたのは、私の幻だったのだろうか。きっと私がそこを突けば『俺が世話する分には平気でしょう』なんて、都合のいいことを言うに違いないけれど。

「実は、『蜜月五カ条』には『特別編』もあるって聞いたんですが」

「うん……？」

　蘇芳が綺麗な所作で黒豆を摘まむと、ぽかんと開いたままの私の口に放り込む。仄かな甘みが舌を滑って、歯の傍にころりと転がった。

「――――『蜜月を存分に楽しむこと』だそうです」

　だから、いいでしょう。ね？

　私を丸め込もうとする双眸が、ゆるりと弧を描くように細まる。私が本気で嫌がっていないのも、そう言われたら断れないのも、知り尽くしたような甘ったるい声音。

　頷いた拍子に飲み込んだ黒豆は、味がよく分からなかった。







終








「ねえ蘇芳くん、怪我してる？」

　自分より幼く、頼りない手のひらが俺の服の裾を掴む。前までは煩わしかった光景が、今はどうしようもなく胸に迫って、堪らなかった。

「俺は大丈夫だ。それよりお嬢の手首のほうが……」

「ううん、蘇芳くんのほうが痛そうだよ」

　俺のせいで攫われた小さな女の子は、それでも相変わらず馬鹿みたいに俺に優しく、甘い。彼女を抱えたまま何とか逃げ帰った三条家の屋敷の、その一角。二人きりのしんとした部屋で、彼女はがさがさと救急箱を漁った。

　本当なら、傷の手当てなんてできる歳じゃない。彼女の父親であり、自分の後見人でもある男も言っていたはずだ、――――『一体誰のために覚えたんだろうな』なんて、白々しく。

「……蘇芳くん？　やっぱり痛いの？」

「……何で」

「だって、泣きそうな顔してる」

　心配そうな顔で、彼女が俺を覗き込む。そのまろく白い頬には、うっすらと砂が付いたままだ。俺は手近にあったタオルでそれを優しく拭いながら、どうしてこのちっぽけな少女は、俺なんかを見つけてしまったのだろうと考える。

　親を失って、ここで生きていくしかないと放り出された世界は、子供が生きるには過酷だった。生きる意味なんてものはない。何もかもに嫌気が差して、いっそどうとでもなってしまえと思っていた俺は、怪我にも頓着しなければ、自暴自棄で無茶もよくやった。そのたびに泣きそうになるのは少女のほうで、拙い手つきで精一杯の手当てをしてくれて、――――大事に、されていると思った。それが『愛』というものなのだと、俺は生まれて初めて思い知ったのだ。

「ごめんな……」

　どうして今まで、邪見にできたのだろう。この胸の苦しさを知ってしまえば、もう二度とできるはずもない。

　俺なんかに優しくしてしまったのが、きっと彼女の運のつきだった。

「泣かないで。私が手当てしてあげるからね」

　こちらの気も知らずに、少女が、――――榛名が幼い声で笑う。怖い目に遭ったのは自分のくせに。どうしてそんな風に笑える。怖い目に遭ったのだって、元はと言えば俺のせいなのに。いっそ泣いてしまいたいほどに胸が苦しい。息が詰まる。彼女の愛で、溺れてしまうと思った。

「……お嬢」

「なあに？」

　俺が呼びかければ、お嬢は当然のように優しい声で返事をくれる。それだけのことが、こんなにも胸を騒がせる。視線を上げれば、彼女は笑顔のまま、こちらをじっと見つめていた。

　ああ、あんたが、――――俺の『生きる意味』だったのか。

　俺の心配ばかりする愛おしい少女に、そっと触れる。その瞳に宿る輝きも、心も身体も彼女に纏わるものの全てを、俺は一生かけて守ろうと、心に決めた。

「……ありがとうございます、お嬢」

　この日、俺は『俺だけのお姫様』に恋をしたのだ。







あとがき








　こんにちは、皆みな原はら彼方かなたと申します。

　この本をお手に取っていただき、本当にありがとうございました。数ある作品の中で、目に留めていただけたこと、とてもとても嬉しく思っております。本作を少しでも楽しんでいただけていれば幸いです。

　私の作品としては、こちらが三作目となりました。まさか三冊も出させていただけるとは思っていなかったので、嬉しいやら緊張するやらで、相変わらず情緒が大変です。

　

　今回のコンセプトは、ずばりヒーローの設定に集約されています。『極道×忠義』ということで、ヒーローの特殊な職業を通して蘇芳君自身の魅力が伝えられるように尽力しました。官能シーンで意地悪になってしまうのはご愛敬ですが、忠義に厚い男、いいな……と皆さまに思っていただけていたら幸いです。

　どのシーンも楽しく書かせていただきましたが、個人的には蘇芳君視点を書くのが、特に楽しかったです。「彼目線入れてもいいですか？」という私の唐突なお願いを聞き入れてくださった編集様、本当にありがとうございました。皆さまにも楽しんでいただけたらいいなと思います。

　

　そして今回もえまる・じょん様に素敵な表紙を描いていただきました……！　別作品でもご一緒させていただきましたが、そのときのイラストに勝るとも劣らない最高の一枚で、本当に足を向けて眠れません……。

　今回は執筆が終わってから表紙のほうを拝見したのですが、どんぴしゃにイメージ通りの蘇芳君が来て驚きました。イケメンでも美形でもなくて『男前』で『美丈夫』なんです……！　と編集さんに訴えた甲斐があった、としみじみ頷いてしまうほどの色男で、眺めているだけでにやついてしまいそうです。

　是非皆さまも、表紙をじっくり見て頂いて蘇芳君のイメージをインプットしてから、中身のほうに取り掛かってみてください。

　改めまして、こうして形にしてくださった編集様、制作に関わってくださった全ての方々に。そして何より、ここまで読んでくださった皆様に、この場を借りてお礼申し上げます。

　本当にありがとうございました！

　それでは、またどこかでお会いできますように。
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